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はじめに 

 

環境教育職種の派遣が始まった 90 年代後半から今日まで、約 400 人の環境

教育ボランティアが世界各地へ派遣され環境啓発活動を行ってきました。海洋公

園や森林公園、市街地の学校などで、豊かな自然環境をテーマにしたいわゆる

グリーン系の啓発活動を行うボランティアがいる一方で、近年、廃棄物などの生

活に密接したブラウン系の環境問題を活動の対象とするボランティアが増えてい

ます。日本は、過去に高度経済成長に伴い公害を含む急激な環境汚染を引き起

こした歴史がありますが、現在、多くの開発途上国でも、開発と経済成長の結果

増え続ける廃棄物の問題やそれに起因する衛生環境の悪化などが大きな課題と

なっています。 

このような環境問題という大きな課題を一人の力で全て解決することはできま

せんが、赴任先の人々や同じボランティア同士で協力し合うことで、少しずつ、し

かし着実に問題解決へと近づくことができるはずです。これからますます深刻に

なると予想される途上国での環境問題の改善にむけて活動を進める上で、本書

が皆さまのお役に立てることを心から期待しています。 

 

本書の執筆に当たられた先生方、編集及び関連資料・情報提供においてご支

援いただいた JICAボランティアOV、関係者の皆様のご協力に深く感謝申し上げ

ます。 

 

2011年 3月 

 

独立行政法人国際協力機構 

青年海外協力隊事務局 
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第１章 

第１章 途上国の生活系環境問題と環境教育 
 

 

 

上国での環境教育活動、その言葉の魅力とはうらはらに、任国での環

境教育活動がはたしてうまくいくか、多くのボランティアが不安を持って

いることでしょう。この章では、途上国における環境問題の特性と所在について

の認識を高めるとともに、身の回りの生活改善に向けて取り組むべき環境教育

のテーマ、アプローチ、視点についての理解を深めていきます。環境教育は自

然環境豊かな場での取り組みのみならず、日々の生活を通した取り組みも期待

されています。自身の環境教育活動が、価値の押し付けや独りよがりにならな

いようにするにはどのような点に配慮すればいいのか、環境教育のアプローチ

にはどのようなものがあるのか、について学びを深めていきましょう。 

 

途 
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１．グローバルな相互依存関係がもたらす環境問題群 
 

１．世界的で複雑な問題群 

「環境問題」と一言で言っても、個々人

によってイメージするものはさまざまです。

今日、話題になっている気候変動問題や

生物多様性の問題のみならず、生活環

境で深刻な問題となっている水質汚濁や

大気汚染、地盤沈下なども環境問題です。

また、貧困問題が深く影響をもたらしてい

る過放牧・過耕作・過剰伐採なども地域

の環境問題といえるでしょう。環境問題に

共通していることは、その「相互依存性」

にあるといわれています。つまり、環境問

題は、相互が深くつながりあった「問題

群」なのです。 

さらに、環境問題の共通性として、①長

い時間かけて進むプロセスであること、②

地球環境の変化は生活・産業・自然など

へ広くおよぶこと、③個々の地球環境問

題が大気や水、生態系の働きや世界経

済を通じ相互に連結すること、が挙げら

れます。結果的に、地球環境の悪化はめ

ぐりめぐって人類の生存に影響するという

「負の循環構造」を生み出しているのです。

■ 図表 1-1 問題群としての地球環境問題 

 

 

資源消費 

森林減少 

地球温暖化 

海洋汚染 

オゾン層破壊 

土壌劣化 

・砂漠化 

酸性雨 

 

経済成長 

豊かさの変化 

農作物増 

森林伐採 

化石燃料の使用 

人物流の拡大 

フロン排出 

環境汚染物質 

・廃棄物排出 

化学物質使用 

農地劣化 

地下水枯渇 

都市交通問題 

越境汚染 

食料危機 

海面上昇 

大気汚染 

化学物質の暴露・蓄積 

紫外線量増加 

人口増加 

資源枯渇 

災害増加 

人類存続危機 

生態系破壊 

健康被害 

経
済
活
動
の
拡
大 

出所：環境省（1993） 
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２．国際的な環境教育の歴史とミレニ

アム開発目標 

環境問題の国際的な議論は、1972 年

の国連人間環境会議（通称：ストックホル

ム会議）から始まったと言われています。

環境教育の重要性もその当時から言わ

れており、1977年のトビリシ会議（環境教

育政府間会合）では、環境教育の基本的

な考え方と指導原則（付録資料１ P152）

が提示され、今日でも環境教育の基本的

な理念となっています。 

その一方で、1980 年代後半に提示さ

れた「持続可能な開発（ Sustainable 

Development）」の概念は、環境問題と開

発問題を深く関連付けさせ、1990年代以

降の一連の国際的議論とその教育の在

り方について大きな影響を与えました。従

来の自然と科学に基づく環境教育から、

環境・経済・社会のバランスに配慮をし、

関係性（つながり・かかわり・ひろがり・ふ

かまり）と、価値観・態度・集合的行動に

重点をおいた「持続可能な開発のための

教育（ESD）」へと進展を遂げています。 

2000 年には、ニューヨークにおいて国

連ミレニアムサミットが開催され、21 世紀

の国際社会の目標として、ミレニアム開

発目標（MDGs）が採択されました。平和

と安全、開発と貧困、環境、人権とグッド

ガバナンス（よき統治）、アフリカの特別な

ニーズなどを課題として掲げ、8つの開発

目標とともに 21 世紀の明確な方向性を

提示しています（図表 1-2）。この MDGs

の達成においても、教育・訓練はもっとも

重要なアプローチ（人間開発アプローチ）

として位置付けられています。 

 

■ 図表 1-2 ミレニアム開発目標（Millennium Development Goals） 

 
ゴール 1 ： 極度の貧困と飢餓の削減 

ゴール 2 ： 普遍的初等教育の達成 

ゴール 3 ： ジェンダーの平等推進と女性地位の向上 

ゴール 4 ： 幼児死亡率の削減 

ゴール 5 ： 妊産婦の健康の改善 

ゴール 6 ： HIV/エイズ・マラリア・その他の疾病の蔓延の防止 

ゴール 7 ： 環境の持続性の確保 

ゴール 8 ： 開発のためのグローバルパートナーシップの推進 
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３．先進国・途上国の異なる環境破

壊の構造 

では途上国における環境破壊の構造

はどのようなものなのでしょうか？ 途上

国における人口増加は、深刻な「貧困問

題」と「近視眼的な開発」をもたらしていま

す。さらに、「貧困問題」は生活そのもの

を経済優先にさせ、自然とのバランスを

保つことへの配慮の欠如の結果、焼畑・

過耕作・過放牧・過剰伐採などの問題を

起こしています。また、急激な人口増加が

もたらす都市への大規模な人口移動は

「近視眼的な開発」を優先させ、結果とし

て農林水産業の商業化とサービス業・観

光産業の拡大、無計画な都市開発を促

進させ、大気汚染・水質汚濁・地盤沈下な

どの産業公害を必然的に引き起こす構造

をつくりだしています。このように、途上国

における環境破壊は、開発・貧困問題と

深く関係しています。 

いっぽう、先進国においては異なる環

境破壊の構造が見られます。先進国にお

ける「経済活動の大型化」は、国内外の

資源利用と廃棄を増大させ、途上国をも

その環境破壊の構造に巻き込みます。ま

た、技術発達による「経済活動の高度化」

は、難分解性物質を大量に生産するとい

った先進国独特の環境破壊の構造をつく

りだしています。 

 

■ 図表 1-3 途上国における環境破壊の構造と所在 － 貧困の陰で 

 
筆者作成

※想定される環境教育のトピック 

貧困問題、識字問題、防災、産業公害、文化的多様

性、原住民の知恵、人権、観光、地域交通、水、

HIV/AIDS、健康・衛生、男女平等、都市問題、農

業、エコツーリズム、参加型森林管理など 

貧困 
（スラム拡大、対外債務、設備・

制度不備、飢餓、環境難民） 

開発圧力大 

（近視眼的開発） 

産業公害 

人口増加 

焼畑、過耕作 

過放牧、過剰伐採 

 

大気汚染、水質汚濁 

地盤沈下 

グローバリゼーションと市場経済がもたらす先進国との相互依存関係 
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このように、先進国では豊かさ（経済活

動の大型化と高度化）の陰で、環境破壊

が起きていることが読み取れます。 

これらの指摘を踏まえると、途上国に

おける環境問題を把握するには、途上国

の視点（人口増加の問題・貧困・近視眼

的開発）のみならず、先進国の視点（経

済活動の高度化・大型化）、さらにはその

相互依存関係（グローバリゼーションと市

場経済）についても理解を深める必要が

あります。それにもかかわらず、先進国型

の環境教育活動をよかれと思って実践し

ている例が少なくありません。途上国にお

いて環境教育活動を行うには、「人口増

加」「貧困問題」「近視眼的な開発」につい

て理解を深めながら、先進国との関係性

にも目を配る必要があります。そして、水

や大気といった自然と科学に基づく問題

解決型の教育実践だけでなく、個人や集

団のエンパワーメント（個人や集団が自ら

の生活に統御感を獲得し、平等で公正な

社会の実現にむけて影響力をもつこと）と

社会変革を意識したより人間開発（経済・

社会開発に対して）の色彩が強い教育実

践が必要とされています。

 

 

■ 図表 1-4 先進国における環境破壊の構造と所在 － 豊かさの陰で 

 
筆者作成 

経済活動 

の高度化 

経済活動の大型化 資源利用大 

※想定される環境教育のトピック 

地球温暖化、酸性雨、オゾン層の破壊、化

学物質、消費問題、貿易、メディア・ICT、

都市問題、生物多様性など 

グローバリゼーションと市場経済がもたらす途上国との相互依存関係 

オゾン層破壊物質、重

金属、有機媒介、洗剤、 

放射性物質、温室効果

ガス 

化石燃料大量使用、木

材伐採、国際取引の活

発化、廃棄物量大 

科学技術発達 

（科学物質使用） 
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２．身のまわりの生活環境と導入テーマ 

 

１．水へのアクセス・水の質 

途上国における水へのアクセスと水質

の維持は、地域住民の生存に直接かか

わる深刻な問題です。水は飲み水・生活

用水としてのみならず、農業や牧畜にお

いても不可欠です。水の採取は女性の家

事労働として位置付けられることが多く、

結果として女性の教育へのアクセスを阻

害している原因にもなっています。 

さらに、衛生的側面のみならず、工場

排水や重金属による水質悪化・生活排水

による富栄養化などにより、水へのアクセ

スはあっても水を利用できない地域も多

数みられます。環境教育においては、社

会的側面とも深く関連づけた取り組みが

期待されています。 

 
２．ゴミと衛生問題 

途上国におけるゴミの廃棄は、衛生問

題に直接つながる深刻な問題です。ゴミ

の廃棄は、水質の悪化を招くだけでなく、

さまざまな感染症をもたらします。さらに、

ゴミの廃棄は治安の悪化やスラム化とも

深く関係性があり、社会的・経済的問題と

しても位置付けられています。一方、貧困

層の住民にとっては、ゴミ廃棄場は収入

を確保するための重要な生活源であるこ

ともあります。 

日本のように、環境管理システムや自

治体単位での適切なゴミ回収システムが

存在していないことが多い途上国におい

て、ゴミ問題を解決することは容易ではあ

りません。さらに、「焼却」を通してゴミを

一時的に削減することは、大量生産・消

費の文化を根付かせる原因にもなります。

環境教育においては、①ゴミを資源として

認識させること（分別による販売やコンポ

ストなどによる農業利用）、②財・サービ

スの購入段階での配慮（グリーン購入）、

③ゴミ総量の削減（マイバックの普及や不

必要なものを購入しない文化）などが重

要な取り組みと言えるでしょう。 

 

３．過耕作・過放牧・過剰伐採・自然

環境の破壊 

グローバリゼーションと市場経済のもと

では、多くの住民が貨幣経済に振り回さ

れます。現金収入を得るために、途上国

の地域住民は、身の回りにある換金可能

な財・サービスを売り、限られた土地を酷

使しながら生活収入を得ています。過耕

作・過放牧・過剰伐採は、現金収入を得

るために限られた土地を酷使した結果と

してみることができるでしょう。 

土地の過剰な酷使は、土壌劣化を招く

だけでなく、再生不可能な生態系の破壊

（乾燥・湿潤地域の森林、湿地・湿原、マ

ングローブの急速な減少）をもたらします。
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土地の負担を軽減するために、耕作頻度

や放牧密度を低下させたり、地域在来の

樹木を植林したりする活動は、地域固有

の生態系の復元に貢献するだけでなく、

土壌劣化と水分の蒸散をふせぐのに役

立ちます。環境教育活動においては、た

だ復元にむけた活動をするのではなく、

地域住民の参加と対話を促し、地域住民

の主体者意識を向上させることが必要と

されています。 

 

４．都市化と環境問題 

グローバリゼーションと市場経済、人口

増加は、多くの人々が都市に集中する原

因となっています。都市への急激な人口

集中は、近視眼的な開発をもたらし、結

果として多くの産業公害や都市環境の悪

化をもたらします。 

工場用水のために地下水を利用すると

地盤沈下が起きるだけでなく、工場排水

と生活排水による水質汚濁と富栄養化、

車やバイクの排気ガスや工場煤煙がもた

らす大気汚染、工場廃液や不適切な化学

物質管理による土壌汚染などのさまざま

な問題をもたらします。車中心の交通シ

ステムと環境配慮のない車両の利用は、

渋滞の悪化や騒音、大気汚染などをもた

らしています。さらに、貧困層の住民によ

る都市への移動は、都市のスラムの拡大

に影響しています。都市化の問題は、ま

さに、環境・経済・社会問題が複雑に絡み

合った問題群なのです。 

 

５．気候変動がもたらす自然災害 

世界的な気候変動は、途上国の地域

にも大きな影響を与えています。寒波・洪

水・台風・干ばつなど、さまざまな自然災

害が各地で起きていることもグローバル

な環境問題と言えるでしょう。自然災害の

未然防止も、環境教育の取り組みと関連

づけることが可能です。グローバルな文

脈と地域の文脈を関連づける想像力が

必要とされています。
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３．途上国における環境教育 
 

１．環境教育の重要性 

環境教育の目的とは何でしょうか？ 

環境に関する関心・感受性の向上や知識

の獲得はもちろんのこと、途上国と先進

国との相互依存関係の中では、問題解決

にむけた技能の習得や価値観の醸成、

日常生活におけるライフスタイルの構築

（態度）、持続可能な社会構築にむけた

行動・参加の推進が環境教育の目的とし

て位置付けられています。 

1977 年に開催されたとトビリシ会議で

は、環境教育の 5 つの目的である関心・

知識・態度・技能・参加（図表 1-5）と指導

原則（付録資料 1 P152）が示され、今日

においても基本的理念として扱われてい

ます。 

 

２．環境教育の 3つのアプローチ 

環境教育は子どもから大人まであらゆ

る年代が対象です。環境教育には大きく

分けて 3 つのアプローチがあると言われ

ています（図表 1-6）。学齢期や年代、目

的に応じて、どのような環境教育アプロー

チが適切かどうかを検討する必要があり

ます。さらに言えば、各アプローチにおい

て教育者の役割が大きく異なることを理

解したうえで、対応することが必要です

（図表 1-7）。 

 

 

■ 図表 1-5 環境教育の５つの目的 

①関心（気づき） 

 

社会集団や個人を支援して、総体としての環境とそれにかかわる問題に対

する関心や感受性を獲得させること。 

②知識 

 

社会集団や個人を支援して、環境とそれにかかわる問題についての多様な

経験や基本的な理解力を獲得させること。 

③態度 

 

社会集団や個人を支援して、環境に関する価値観や思いやり、そして環境

の保護と改善に積極的に参加する意欲を獲得させること。 

④技能 

 

社会集団や個人を支援して、環境問題の明確化と解決に必要な技能を獲

得させること。 

⑤参加（関与） 

 

社会集団や個人に対して、環境問題の解決に向けたあらゆるレベルでの活

動に、積極的に関与する機会を与えること。 

出典： UNESCO-UNEP（1978）
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■ 図表 1-6 環境教育の 3つのアプローチ 

 
出所：Palmer, J. & Neal, P. （1996） 

 

■ 図表 1-7 環境教育の 3つのアプローチと教育者の役割 

アプローチ 特徴 教育者の役割 

環境のなかでの教育

（In）－感性学習・直接

体験型 

自然や人間（社会・文化・経済）の中での直接体験

による感性学習。幼年期での比重が高い。フィー

ルド体験などによる直接体験型学習活動。 

フィールド体験

のオーガナイ

ザー 

環境についての教育

（About ）－知の移転

型・理論型 

自然や人間（社会・文化・経済）についての知識・

技能学習。学齢期での比重が高い。講義形式など

による知の移転型学習活動。 

体系的な知の

移転 

環 境 の ための 教 育

（For）－集団的行動・

参加・対話型 

自然や人間（社会・文化・経済）のための行動・参

加学習。成人期での比重が高い。ワークショップな

どの参加型・対話型学習活動。 

協同の参加者・

追求者 

筆者作成

環境のなかでの教育 
Education IN/THROUGH the environment 

行動 

Action 

環境についての教育 
Education ABOUT the environment 

環境のための教育 
Education FOR the environment 

Concepts 
Skills 

Attitudes 
Knowledge & 

Understanding 

経験 

Experience 

関心 

Concern 
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３．ESDの 10の視点 

1990年代後半から、「持続可能な開発

のための教育（ESD）」に関する国際的な

議論が欧州を中心に行われてきました。

環境教育とも深いつながりのある「持続

可能な開発のための教育（ESD）」は、①

関係性学習、②価値と集合的行動、③学

習プロセスと協同プロセスの連続による

スパイラルの構築、④市民性とエンパワ

ーメントを重視しており、生涯を通じて「持

続可能性（生態学的持続可能性、社会的

公正、文化・精神的持続可能性）」を追求

しつづける運動的・創造的概念であると

いえるでしょう（ESD の 10 の視点につい

ては、付録資料 2 P153）。「つながり」

「かかわり」「ひろがり」「ふかまり」を大切

にしたESDの視点は、これからの環境教

育の実践において配慮すべき視点です。 

 

４．途上国における環境教育 

−その意義と配慮すべき視点 

途上国における環境教育活動を展開

するにあたり、配慮すべき視点にはどの

ようなものがあるでしょうか？ ここでは、

筆者の経験に基づいて、途上国における

環境教育の展開にむけた配慮項目を整

理しました。 

 

（1） 質の高い基礎教育の推進にむけて 

−貧困のスパイラルからの脱却 

途上国において環境教育を展開してい

くには、その前提段階である「質の高い基

礎教育1の推進にむけた教育機会の均等

と男女平等の達成」の視点が不可欠です。

その普及・実施こそが、環境改善（健康と

衛生問題の改善・環境に対する認識の向

上・機能識字2の向上など）と社会変革

（批判識字3の向上・コミュニケーション能

力の向上・女性の社会参加・集合的意思

決定の向上など）に寄与する可能性を有

しています。つまり、学校教育だけでなく、

識字率の向上や学校外教育の推進など

を通した基礎教育の充実が貧困のスパイ

ラル（図表 1-8）からの脱却を促すだけで

なく、適切な家族計画と衛生管理のもとで

の出生率の低下や女性の社会参加、住

民による自然資源の有効利用、男女参画

型の社会づくりに寄与するのです。

                                            
1 基礎教育－人が生涯学習していくための基

礎となる知識、価値、技能を獲得することを目

的とする活動。日本では初等教育・就学前教

育・成人識字教育などのことを指すが、国によ

って基礎教育の定義自体が異なるため固定的

な概念ではない。 
2 機能的識字－文字の読み書き能力（基礎識

字）だけではなく、その能力を用いて家族、団

体、社会で活動しながら生きていくための能

力。 
3 批判識字－社会的に弱い立場にいる学習者

が自らの抑圧された状況を客観的に理解し現

実社会を批判的に捉え、その状況を改善し新

しい社会を創造しようとする能力。 
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（2） 地域の知恵の活用・関連づけ 

途上国において比較的共通して言える

教育の問題点は、①学校教育において

座学を中心とした知識偏重主義の教育実

践がなされている、②地域の伝統や生活

の知恵が学校教育と結びついていないと

いう 2 点であると言えます。つまり、地域

を持続可能にするために施されてきた伝

統的な教育実践は、近代の学校教育に

よる知識重視の教育活動に多く破壊され

てしまったといっても過言ではないのです。

言い換えれば、地域にある資源と機会を

環境教育に活用することが、持続可能な

社会構築にむけた知を地域から獲得し、

地域の人々を巻き込んだ活動へとつなげ

ることを可能にするのです。 

 

（3） 「知の移転型」アプローチの活用 

途上国における教育活動の特徴であ

る知識偏重型の教育活動には、いくつか

の理由があります（図表 1-9）。環境教育

の活動において、知の移転型アプローチ

（環境についての教育）は、単体でもある

程度の環境教育の効果はありますが、他

のアプローチと組み合わせることによって

より大きな効果が期待できます。 

 

 

 

 

■ 図表 1-8 貧困の再生産の構造 

 

安定した職業に就けない 

教育を受けられない 

（基礎識字の欠如） 

生活の基礎的知識の欠如 

（機能識字の欠如） 

収入が少ない 
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（4） 代替的なアプローチの展開 

知識を詰め込むようなやり方では断片

的な知識しか身につかず、自分で判断し

て行動できるような人材を育成することは

とても難しいと言えます。参加者自身が

自ら参加・体験し、感受性を育み、自身で

気づきを生み出すような「環境の中での

教育（In）」アプローチ（感性学習・直接体

験型）と、環境保全に向けた参加と集合

的行動を通して多くの人々とともにコミュ

ニケーションをとりながら自分の意見をま

とめ、互いの価値観を尊重し、合意形成

と解決策を見出すような「環境のための

教育（For）」アプローチ（集団的行動・参

加・対話型）は、新しい知を創り出すとい

う点においては共通するアプローチと言

えるでしょう。その一方で、これらのアプロ

ーチは、今日の途上国の教育現場にお

いて理解されていなかったり、重要性が

低いとみなされていたりする場合が多々

あります。新しい学びのアプローチとして

環境教育活動に取り入れ、子どものみな

らず関係組織・教育関係者・地域住民に

その魅力と重要性を理解してもらうことが

重要です。 

 

（5） 五感を使う環境教育（全体言語） 

文字や言葉だけで伝えようとすると難

しいことも、五感（視覚・聴覚・触覚・嗅覚・

味覚）を使って体験することでより深く伝

わることがあります。五感を使った環境教

育活動では、見ること・聞くことに頼りきっ

ている人間の感性に新しい感覚を気づか

せるきっかけになります。さらに、新しく気

づいた感覚を参加者と共有することによ

り、一緒に感動をわかちあうことを可能に

します。五感を使う環境教育活動は、感

受性豊かな子どもたちだけでなく成人に

を対象とする取り組みにおいても有効で

あると言われています。 

 

■ 図表 1-9 「知の移転型」アプローチが途上国で行われている理由 

①教材の少なさ 
出版されている教材そのものが少ないため、教師が黒板に書いた内容

を板書する方法でしか知の伝達ができない。 

②教師能力 
地域教材や実験教材などの教材開発の技術、カリキュラム開発や参加

型プログラムのノウハウを有していない。 

③重視される知識偏

重型教育 

保護者は知識・技能獲得を期待しているため、参加型教育・野外教育が

重視されておらず、教育を統一試験にむけた受験対策として捉えている

ため、受験対策以外の教育内容には関心がない。 

④物理的なクラスの

人数の多さ 

 

クラス自体の生徒人数が多いため、体系知の移転のアプローチが効率

的である。 

筆者作成
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（6） 構成主義 

－過去の経験との関連づけ 

構成主義とは、学習者を自ら主体的に

知識を構成する存在とみなし、知識の形

成には学習者のバックグラウンド（生活環

境・持っている知識・態度など）から影響

を受けるという考えから、教育を教育者が

一方的に教える「知識の移転」のような方

法ではなく、学習者が自ら知識を構成で

きるような方法で行なうべきであるとする

ものです。学習者が自身の有する過去の

経験と環境教育の取り組みとを関連づけ

やすくなるような学習環境を作りだし、過

去の経験と関連づけた発問や意味づけ

などをすることが、学習を自分のものとし

て取り入れる大きなきっかけになります。 

 

（7） 地域独自の学習スタイルの尊重 

－踊り・会話・歌 

環境教育活動の効果的な展開には、

環境教育活動を実施する側の企画力・コ

ミュニケーション能力・学習展開などによ

るものだけではなく、学習者の「学習スタ

イル」が大きな影響を持ちます。欧米にお

いては、文字の読み書きが主流の学習ス

タイルとされていますが、途上国における

文化や伝統知識の学習スタイルには、踊

り・会話・歌といったコミュニケーションの

手法を通して学習を深める活動も多く見

られます。このような場合、基礎的な識字

能力（読み・書き・算数）がなくても、深い

意思疎通がとられていたり、伝統的な知

恵の伝達が行われていたりする事例も多

く見られます。文字を使用しないコミュニ

ケーションの手法にはどのようなものがあ

るのかを見極めることも、環境教育の効

果的展開において重要です。さらに、地

域やコミュニティ内のあるグループや小集

団によりコミュニケーションの度合いが深

まる例も多く見られています。個人の学習

スタイルとともに、どのようなグループ・小

集団だと活発なコミュニケーションがとら

れるのかについても十分な見極めが必要

です。 
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（8） 環境教育教材の開発と活用 

環境教育のメッセージを魅力的に表現

し、明確に伝達をする際には、環境教育

教材が重要な役割を持ちます。しかしな

がら、ただ教材をつくればいいというもの

ではありません。環境教育教材の開発に

は、まず設計図（カリキュラ・ユニット）を作

成することが、対象とする学習者の学び

を深めるうえでとても重要であると言えま

す。さらに、教材の学習目的に応じて、タ

イプ（動機づけ型教材・指導型教材・参加

型教材・フォローアップ教材）と内容表示、

用途に大きな違いが出てきます。現状把

握をしたうえで、誰を対象者に、どのよう

な目的で、どのような教材を開発すべき

かを検討する必要があります。 

また、教材開発は、その教材の開発プ

ロセスに配慮を行うことによって、住民を

巻き込んだり、住民同士のコミュニケーシ

ョンの活性化に寄与したりする可能性も

秘めています（教材の参加型開発）。村

落の紹介ビデオを作成する取り組みは、

地域の価値の顕在化にむけた地域住民

間のコミュニケーションの活性化に貢献を

もたらすでしょう。地域教材にボランティア

自らの経験や日本からの情報を新たに付

け加えることができれば、地域住民との

連携によるオリジナルな教材を開発する

ことが可能になります。 

 

 

 

（9） 環境教育活動の効果的展開にむけ

たキーパーソンの獲得 

環境教育活動の効果的展開には、地

域のキーパーソンの協力が不可欠です。

環境教育ボランティアの活動報告書を読

むと、このキーパーソンには、所属組織

のカウンターパートのみならず、組織のリ

ーダー、地域NGOのスタッフ・教師・地域

住民など多様です。しかし、信頼関係の

構築なしに、地域のキーパーソンが主体

的に動くことはありません。日々の生活や

活動の中で、キーパーソンとなる（なりう

る）関係者との信頼関係を構築していくこ

とが重要です。 

 

（10） さまざまな「つながり」を重視した環

境教育 

環境教育における一連の活動を通して、

「すべてがつながっている」という認識をも

つことが重要です。とりわけ、①事象間の

「つながり」（自然の中や自然と人間のつ

ながり、環境・経済・社会の相互関係性）、

②主体間の「つながり」（地域におけるさ

まざまな主体の相互依存関係）、③地域

的文脈との「つながり」（歴史・文化・精神

性・生命地域）、④グローバルな文脈との

「つながり」（グローバリゼーションと市場

経済）など、「つながり」にも多様性があり

ます。新たな視点として、⑤知識と態度・

行動との「つながり」（知識偏重の学習文

化における態度・行動の重要性の認識）、

⑥日常生活との「つながり」（ライフスタイ
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ルとの関連づけ）なども重要な「つながり」

と言えるでしょう。 

 

（11）効力感 

－主体者意識に配慮した環境教育 

環境教育の効果的展開には参加者・

学習者の主体者意識がとても重要です。

参加者・学習者の主体者意識の向上なし

では、環境教育活動の自立発展性を見

込むことは不可能であると言えます。参

加者・学習者が環境活動による活動成果

を見えるものとして提示することは、参加

者・学習者が自身の活動に効力を感じる

こと（効力感）を高めるだけでなく、自身や

自身の属する集団の主体者意識を向上

させることにつながります。 

ゴミの分別活動が分別で終わらずに、

ジャンクショップにおいて現金に交換し、

共通資産（サッカーボール、楽器など）を

購入することは、活動成果を提示すること

につながり、参加者・学習者の効力感と

主体者意識（オーナーシップ）を大幅に向

上させることでしょう。たとえ、それが金銭

的な価値が付されていないものであって

も、その活動の価値を顕在化させること

ができれば、同等の効果が期待できま

す。 

 

（12） エンパワーメント 

－社会変革を重視した環境教育 

エンパワーメントとは、女性・移民・障害

者など社会的弱者が、知識や技術を得て

自ら周囲の状況を改善していくことで自立

を促し、社会に対して主張する力を持つこ

とです。一人一人の潜在的に持っている

力を信じ、自信のなさや希望のなさを変

えて、自己や仲間の人生を肯定的に受け

入れることも重要です。エンパワーメント

概念の基礎を築いたジョン・フリードマン

は、エンパワーメントを育む基本要素を、

①生活空間、②余暇時間、③知識と技能、

④適正な情報、⑤社会組織、⑥社会ネッ

トワーク、⑦労働と生計を立てるための手

段、⑧資金とし、それぞれの要素は独立

しながらも相互依存関係にあるとしていま

す。 

途上国における環境教育活動におい

ても、社会改善をもたらしながら自立を促

すという点では、相互を連関させていくこ

とも十分に可能です。一方で、エンパワー

メントの段階的プロセスを踏まえた上で異

なる資源を投入していく点においては、実

際の展開に十分な配慮が必要です。 

 

（13） 国際的な教育イニシアティブとの連

関 

途上国における環境教育に取組む際

には、ミレニアム開発目標（MDGs）との

整合性を考える必要があります。この

MDGs の達成に向けた取り組みには「持

続可能な開発のための教育（ESD）」や

教育機会の均等を重視した「万人のため

の教育（EFA）」の運動、識字を重要な学

習手段として位置付けた「国連識字の 10



 

 20 

年（UNLD）」などがあります（図表1-10）。

途上国における環境教育活動が、環境に

関する教育活動を超えて学習と教育に関

するより深い意味合い（国際的な教育イ

ニシアティブとの連関）を有していることを

踏まえて、活動を進めていきましょう。 

 

５．途上国における生活環境問題と

環境教育 

前述の通り、環境問題は多くの問題と

深い関係性をもった「問題群」です。さら

に、途上国の環境教育の展開において

は、環境的側面をただ強調するのではな

く、経済的な側面や社会的文脈を反映さ

せた取り組みでないと、その効果と自立

発展性は期待できません。さらに、環境

問題は人口問題と開発問題とも密接な関

係を持っています。個人・組織・地域社

会・国・国際社会など様々なレベルででき

る環境改善と実施展開には、その活動レ

ベルと範囲があることを認識しましょう。 

このようなことを踏まえると、日本にお

ける環境教育の実践経験を直接途上国

の現場で展開することは困難です。赴任

した地域の現状をまず知り、自然界にど

のようなつながりがあるのか、自然と人間、

人間と人間の間にどのような関係性があ

るのか、どのような社会のしくみがあるか

について十分に把握をすることが必要と

されています。そして、カウンターパート

（以下、CP）を含む地域の関係者を巻き

込みながら、プログラムの企画・立案・実

施をしていく必要があるでしょう。 

「つながり」「かかわり」「ひろがり」「ふ

かまり」に十分配慮をしながら、ボランティ

ア自身が、途上国から学ぶ姿勢を持ち続

けることなしには、効果的な環境教育活

動を展開することはできません。ボランテ

ィア自らが、地域とグローバルな文脈を関

連づけさせる「想像力」と、現場に適した

環境教育を展開するための「創造力」が

必要とされています。

地域の小学校での環境教育の授業の様子。 

宮﨑紀子隊員（ボリビア・H18年度派遣） 
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■ 図表 1-10  国際的な教育イニシアティブとの連関 

国際的な 

教育イニシアティブ 
環境教育との連関 

ミレニアム開発目標 

（MDGs） 

ミレニアム開発目標（MDGs）の 8 つの目標と 18 のターゲット（達成目

標）は、国際開発協力における重要な枠組みであり、国連レベルで合意

されているものである。初等教育の提供と教育における男女間の平等に

関する条項は、MDGs と EFA のアジェンダの双方に共通する 2 つの分

野に関わる。識字・教育の質・ノンフォーマル教育など基礎教育のその

他の側面は、MDGs達成のための条件として提示されている。 

万人のための教育 

（EFA） 

万人のための教育（EFA）の 6 つの目標は、すべての子どもと成人へ

の基礎教育の普及、そしてこのような条項の本質について言及してい

る。基礎教育は、あらゆる年代の女性も男性もアクセス可能でなければ

ならず、適切な学習とライフスキルを提供し、常にその質の向上に努め

なければならない。基礎教育は、生活の質と貧困に対してよい影響を及

ぼすものであると見なされているのは明白であるが、このような影響の

本質と、最も適切な教育の内容についての検討は、さらに大きな課題で

ある。言い換えれば、EFA では教育の役割と提供が中心課題であり、こ

れらによって EFA の計画が前進するのである。教育の基本的な目的

は、社会的および政治的により広範囲に議論されるべき課題であると見

なされ、また考えられている。 

国連識字の 10年

（UNLD） 

国連識字の 10 年（UNLD）は、EFA の取り組みの一部である。識字

は、EFAの 6つの目標すべてに織り込まれたものであり、目標達成のた

めの条件でもある。あらゆる形態や段階の教育を実施する上で、識字を

学習の重要な手段として取り入れなければならない。十分に質の高い識

字能力の習得にしかるべき関心を払わなければ、体系化された学習の

場にアクセスしても意味がない。UNLD には、さまざまな生活の側面とも

戦略的に結びつくことにより、教育プロセス以外のものへも影響を及ぼ

すという側面もある。識字能力の習得と活用は、自信や自発性を高め、

市民としての社会参加や、文化的自尊心を促すという、目には見えにく

い効果があるとともに、母子の健康、出生率、収入レベルの向上といっ

た目に見える影響もある。 

筆者作成
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皆さんは様々な理由で協力隊への参加を

決意されたことと思います。私が技術専門

委員として面接を担当した際にも、子どもの

ころからの夢だったと語ってくれた方がいま

した。あるいは、世界の現状を憂いてやむ

にやまれず参加を決めた人、若いエネルギ

ーや可能性を試してみたいと参加を決めた

人、百人百様の動機があったかと思いま

す。 

最近、海外を目指す日本の若者が減って

きた、今の日本の若者は内向き志向になっ

てきたとの報道が頻繁になされています。

確かに、様々な仕組みが金属疲労をおこ

し、さらには格差の拡大といった社会状況の

悪化、閉塞感にとらわれている現在の状況

では、将来への希望を見出せず、チャレン

ジ精神が萎えてくることも理解できます。 

このような時こそ、自らの生活や私たちの

祖国である日本を相対化し、将来を見据え

た生き方を考えることが重要になってくるの

ではないでしょうか。協力隊は、このような

場として、最適な場の一つです。皆さんの活

動は、多岐にわたっていますが、いずれの

BOX 1 環境教育ボランティアに期待すること 

活動も任国の持続可能な社会の実現に確

実につながっています。そして皆さんの任国

での経験は、地球という一つの星の中で、

人間のみならず、他の生物種も含めて、互

いに支えあって生きることなしには私たちの

幸せがないことに気づかせてくれるでしょ

う。活動を通じて得たこの気づきと種々のジ

レンマを伴った経験が、生きる力となり、未

来づくりにつながります。 

日本が提案し、国連を中心に世界が取り

組んでいる持続可能な開発のための教育

（ESD）は、日頃皆さんが取り組んでいる活

動にほかなりません。皆さんの経験と知恵

が新たな社会創造につながることを確信し

ています。 

 

立教大学教授、日本環境教育学会会長 

阿部 治 
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NOTES 
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第２章 

第２章 赴任直後、とりあえずやってみること 
 

 

章では途上国における環境と教育が直面する多くの問題点を概観し、

さまざまな教育的アプローチを簡単に紹介しました。公害問題や貧

富の格差、直接・間接的に先進国が影響を与える途上国の環境問題などな

ど、「テーマが大きすぎる！」「とても私の手に負えない！」「難しすぎる…。」

と感じる人も多いかもしれません。実際、環境問題は非常に大きなテーマで

あり、個人の力で全てを解決することは不可能です。 

しかし、個々人の活動が「つながる」ことで大きな力を発揮することを私た

ちは知っています。特に環境教育にたずさわる私たちは個々の活動を「つな

げる」ファシリテーターであり、人と人、人と社会、社会と自然、途上国と先進

国など、さまざまなスケールの「つながり」を意識しながら個々の活動を具体

化していかなければなりません。 “Think Globally, Act Locally” とりあえず

大きく考えて、足下から行動してみましょう。 

前 
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１. まわりの人を知ろう 
 

１．JICA事務所と調整員 

現地に赴任し、真っ先に訪れるのは現

地の JICA 在外事務所です。在外事務所

には、事務所長をはじめとする日本人職

員のほかに複数のナショナルスタッフが

おり、任地の一般情報のほとんどが手に

入ります。環境担当（もしくは教育担当）

のナショナルスタッフは活動に直結する

情報に詳しいので、気になることは躊躇

せずに質問しておきましょう。特に教育省

（環境教育）や環境省・公共事業省（廃棄

物処理等）など、中央官庁の中でも今後

の活動に関係してくると思われる組織の

情報は地方では入りにくいかもしれませ

ん。任国行政組織の中で自分の CPが何

処に位置するかくらいは知っておくと、今

後の活動が「どの範囲まで」行えるかを類

推する材料となります。また、配属機関の

テリトリーを「超える」活動を行う必要が出

てきたときも、JICA ナショナルスタッフの

支援を受けられる可能性があるので、十

分にコミュニケーションをとっておいてくだ

さい（ただし、ナショナルスタッフも多岐に

わたる仕事を抱えて忙しい場合があるの

で、社会人としての配慮は忘れずに）。 

ボランティアにとって現地事務所でもっ

とも頼りになるのは、ボランティアを担当

する「企画調査員（ボランティア）」（以下、

調整員）です。 

多くの調整員はボランティア経験があ

り、ボランティアが活動中に直面する問題

や、生活する上のアイディアなど、多岐に

わたって相談に乗ってくれます。また任国

からの要請を精査し、ボランティア派遣申

請を JICA 本部に行うのも調整員であり、

多くの場合、現地や CP の情報をもっとも

把握していているのも彼らです。 

既に任国内で活動している環境教育ボ

ランティアがいれば連絡先を聞いておくと

今後の活動に参考になるでしょう。また同

じ職種ばかりでなく、農業や林業、栄養士、

村落開発など、それぞれの分野で活躍中

のボランティアにも可能な限りコンタクトを

とってみてください。他職種の中にも環境

教育活動の中で生かせるアイディアがた

くさんありますし、逆に他職種のボランテ

ィアも環境教育のアイディアを必要として

いるかもしれません。これら「協業」は、協

力隊の最大の強みでもあります。
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また、現地事務所には「健康管理員」を

配置している場合があります。ほとんどが

医療現場での経験がある任国保健情報

のスペシャリストで、任地周辺都市の病

院情報や感染症情報などに精通していま

す。健康面でのサポートはもちろんのこと、

医療廃棄物の処理や感染症、地域保健

医療制度など、環境教育ボランティアの

活動として想定されるトピックの情報も健

康管理員が力になってくれるかもしれま

せん。 

 

２．ホストファミリー・近隣住民 

JICA 事務所でのオリエンテーションも

終わって、無事活動現場に到着したら、

ホストファミリーや近隣の住民とのコミュ

ニケーションから始めましょう。 

ホストファミリーは、ほとんどの場合「あ

なたの味方」です。「外国人がホームステ

イすることを了承している」こと一つとって

も、よそ者に対して柔軟なことは間違いあ

りません。それどころか、新たに受け入れ

る日本人に「興味津々」で、好意をもって

接してくれるであろうことは容易に想像が

付きます。 

多くの場合、ホストファミリーはその国

の平均的生活かちょっと上、中流から中

上流家庭であることがほとんどでしょう。

そのことを認識した上で、家族のこと、仕

事のこと、子供の学校のこと、最近街で

流行していることなど、どんなことでも話し

てみましょう。こういった基礎的な周辺情

報は地元コミュニティと接していく上での

「共通認識」となり、今後のスムーズな活

動には欠かせません。 

あなたが「情報収集」するだけでなく、

日本の情報や両国の違いを相手側に伝

えることも忘れないでください。相手は今

後一緒に暮らすあなたの情報をかなり

「知りたがって」いるはずです。 

また、赴任後 2ヶ月くらいまでの新鮮な

感覚をこまめにメモしておくことをおすす

めします。人間はどのような異なった環境

にも適応し、慣れていくものです。赴任当

初はとても気になったこと（時間を守らな

い、衛生状態が悪い、イイカゲンなど）が

慣れてくるに従って平気になり、よい意味

でも悪い意味でも「ネイティブ化」していく

ものです。また、最初に感じた「違和感」

の示す意味を後になって知ることも多々

あります。この「最初の感覚」は、慣れた

後では感じることができなくなることがほ

とんどなので、なるべく詳細にメモをとって

おいてください。現地のよい部分も悪い部

分も含め、後に直面する無数の問いの答

えがこの「最初の感覚（直感・違和感・驚

き）」に含まれていることが多くあります。 

 

３．カウンターパート（CP） 

赴任地での仕事、最初に親しくなるの

は CP です。CP は、活動をする上でのも

っとも重要な理解者になります。ボランテ

ィア活動をスムーズに始めるために、CP

とは十分な理解と信頼関係を構築しなけ
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ればなりません。仕事上での「同僚」であ

ると同時に、よき「友人」関係を築いてくだ

さい。今後 2 年間の活動のパートナーで

すから、気兼ねなく何でも質問してみまし

ょう。 

環境教育のCPは多くの場合環境教育

もしくは環境問題の担当者としての経験

を持ち、ホストファミリーよりはボランティ

アの知識・興味レベルに近い情報が得ら

れるでしょう。地元コミュニティにもそれな

りに「顔が利く」可能性もあり、そこに住む

人々やその生活、職場の人間関係、政局

や地元経済まで、ありとあらゆることを教

えてくれるかもしれません。特に地域のキ

ーパーソンの情報は、できるだけ CPから

得てください。もちろん、現地と日本の大

きな違いがあれば、こちらからも積極的に

教えてあげましょう。小さな理解の積み重

ねが信頼関係につながります。 

活動に関する情報はできるだけ CP と

共有し、「解決すべき問題」に対するスタ

ンスは可能な限り共通化しておくのがキ

ーポイントです。例えば、ボランティアが

「住民の意見を吸い上げ、巻き込み、主

体性を引き出していきたい」と考えていて

も、CP が「住民は行政の側でコントロー

ルしたい」と考えていては、活動はスムー

ズにいきません。最初からは無理かもし

れませんが、相互理解を進めるうちに、こ

の「スタンスの共通化」を心がけてくださ

い。 

しかし、どんなにボランティアが努力し

ても CP との大きな問題が生じてしまうこ

とがあります。そうした場合には、一人で

悩まずに（修復不可能になる前に、できる

だけ早い段階で）事務所の担当調整員に

相談してみましょう。調整員はさまざまな

チャネルを通じて問題解決に力を貸してく

れるはずです。 

 

４．地域のキーパーソン 

ホストファミリーと CP から地域の一般

的な情報を得られたら、地域の「要人（キ

ーパーソン）」に可能な限り「ご挨拶」して

みましょう。 

個人主義が行き届いた日本と違い、途

上国では「人と人のつながり」が生活その

ものを規定している場合が多く見られま

す。特に遠方から赴任してきたばかりの

異国人（＝ボランティア）に対して、地域コ

ミュニティは大きな好奇心を抱いているは

ずです。ポジティブな印象かネガティブな

印象かの判断はとりあえず置いておいて、

「よそ者」の礼儀として、地域の代表者に

挨拶をしておきましょう。CP は既に「地域

の人」なので、時間が許すかぎり同行して

もらいましょう。 

この場合の「代表者」は必ずしも行政

的な「首長」ではなく、神父さんやお坊さ

んなど宗教的な場合もあるでしょうし、女

性グループ代表や隣組の組長さん、学校

の校長先生など社会的な場合もあるでし

ょう。とにかく、本格的な活動を始める前

に個人として「仁義を切っておく」ことで、
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後々の余計な対立を防ぐ大きな効果があ

ります。 

可能であれば、今後の活動にアドバイ

スをもらえるように伝えること（広義の「関

係者巻き込み」）ができればよりよいでし

ょう。特に政治的・思想的にセンシティブ

な、ゴミ問題や教育などの活動を始めて

からだと、利害関係が既に対立してしまっ

ていて「にっちもさっちも」いかないことが

多々あります。事前にできるだけ「信頼関

係を構築しておく」ことを心がけましょう。

 

 

 

■ 図表 2-1 情報源と得られる情報例 

情報源 得られる情報例 

環境/教育担当 

ナショナルスタッフ 

任国の中央行政機関（環境省・教育省など）・各種関連団体の情報、CP 機

関の情報、環境および環境教育に関する政策 

企画調査員 

（ボランティア） 

CPおよび任地に関する情報、ボランティア支援体制・制度について、事務

所およびボランティア連絡所の機材について（コピー・印刷など）、他ボラン

ティアの情報（環境教育ボランティアおよび他職種） 

健康管理員 

任地および近郊の保健医療情報、任地および近郊の医療機関情報、地 域

保健医療制度（貧しい人が医療を受けられる？など）、感染症など環境教

育に関係する情報 

ホストファミリー 

近隣住民 

地域の学校について、学校の種類（幼稚園・小中高・大学、それぞれ何

年？ 義務教育は？）、何部制？（校舎は一つでも、午前・午後・夜間の部

などがあるか？）、全校児童数＆クラス数（だいたいの児童数でよい）、仕

事について、町（村）について（一般情報・おいしいレストラン・市場など） 

カウンターパート 

活動に関係する全ての情報（地元教育機関、環境教育の現状、ゴミ行政な

ど）、配属先組織図、職場の人間関係、配属先と地元住民の関係、地域の

キーパーソン 

地域のキーパー

ソン 

（間接的に）各キーパーソンの立ち位置（政治的・宗教的・社会的）、地域の

環境 NGO/NPO の活動内容および理念、年間活動（イベント）カレンダー、

地元住民が抱える問題（もしくは地域住民が「問題と考えている」事柄）、地

元の社会構成 

地元教師や地元

NPO 

子どのたちが抱える問題、地域の問題一般、環境 NPO の活動内容および

理念、年間活動（イベント）カレンダー 
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｢人びとは本音を語るか？｣ 

インタビューでいつも考えることです。 

日本の東北地方で、家庭訪問調査をした時

のこと。 

『ごめんください。』 と私、 

家の中から 『留守です。』 という声。 

声がするのだから家に誰かいるはずです。

しかし 『留守です』 とはどうしたことでしょ

う。考えてみましょう。 

インタビューの拒否？ いいえ。 

その家の人でない人が留守番をしていた？             

いいえ。 

『うちは○○が留守だから、聞き取り調査

に答えられない。』 という意味でした。この

声の主は 60 代の女性。にこにこしている。

私が 『お母さんの意見を聞きたい。』 と言

うと、『私は意見を言える者ではない。』 と

その女性。しかし、私が 『是非、奥さんの意

見が聞きたい。』 とねばって聞き始めると、

時間が経つにつれて次々に話してくれま

す。しかし、確かに男性に聞くよりは時間が

かかりました。こういう質問に慣れていない

ために、時間がかかるのです。 

その隣の家も、またまたその隣の家も同

じく年配の女性の 『留守です。』 という返

事がきます。私が座り込むといろいろな話を

してくれます。何件か同じ状況が続いて、気

づいたことがありました。私はいつも最初の

質問が『今、一番気になっていることは何で

BOX 2 「声」を聴く－「私たち」はあるが「私」がない 

すか？』 と尋ねます。この東北の村での典

型的な「気になっていること」は次の３つで

す。 

①嫁不足（若い女性が少ないので、独身の

中年男性が多い。） 

②減反（毎年、国の農業政策で田んぼの耕

作面積を減らさざるを得ない。） 

③雪対策（冬場、若い男性が出稼ぎにいっ

ている中で、女と年寄りで行う雪下ろしが大

変。） 

ところで、上の回答をした 60代のお母さんと

のやりとりは次のようでした。 

私： 『お子さんいますか？』 

お母さん： 『息子が 3人いるよ。』 

私： 『息子さんたちは独身ですか？』 

お母さん：  『いんや、3 人とも嫁っ子いる

よ。』 

ということは、この家では嫁不足は問題で

はないようです。では、このお母さんは嘘を

ついたのでしょうか。そうではありません。彼

女の主張は「私たちの村では嫁不足が問題

である」で、彼女の主語は「私は」ではなく

「私たちは」でした。英語で言うと 

“We have such a problem in our village.”

であって、 “I have such a problem.” で

はないのです。この東北地方での調査の話

には続きがあります。 

私はどの調査でも個別のインタビューを

行いますが、グループインタビューも行いま



第２章 赴任直後、とりあえずやってみること    ―    １. まわりの人を知ろう 

 

 31 

す。この時は中学 3年生のグループインタビ

ューを最初に行きました。やはり質問は

「今、一番気になっていることは？」です。中

学生たちの声は「高校を卒業したらこの村を

離れないといけないこと」「農業をしたいけれ

ど、親がやらせてくれないこと」「都会に出て

いかなければないこと」といった類の答えが

多いです。 

次に大人のグループインタビュー。ここ

で、先に行った中学 3 年生の「村を離れたく

ない」声を伝えると、大人たちは「いやいや、

この子たちが高校生になると現実的になる

よ」と異口同音。大人のグループインタビュ

ー後、今度は個別の家庭訪問インタビュー。

そこでの会話は… 

私： 『おたくの次男はこの村に残って農業

をやりたいと強く思っているようですよ。』 

父： 『知っていますよ。でもね、この村で本

気で農業やりたいのはうちの息子だけなん

ですよ。』 

私： 『「兄ちゃんも農業をやりたかったけれ

ど、親に仙台に行かされた」とも言ってまし

たけど。』 

母：  『そうなんです。長男も次男もなんで

す。でも、うちの息子たちだけが村に残され

たらかわいそうじゃないですか。他の家の子

供さんたちも本気でこの村や農業をやる気

があったら良いのですが。うちの子供たちだ

けじゃあね。』 

この家だけでなく、他の家でも同じような

やりとりがありました。つまり、どの家も「うち

の子供たちだけが本気で農業をしたい」「う

ちの子供たちだけが本気でこの村に残りた

い」と思っていました。「私たちの村では、本

気でこの村に残り、農業したい子どもたちは

いない」という言説ができあがっていたので

す。ここでも主語は「私たち」であって「私」で

はありませんでした。インタビューに答える

人が「私たち」を主語にして話しているうちは

本音ではないでしょう。 

ワークショップなどでは、グループ活動が

多くなります。グループ活動はグループの見

えざる力で個々人の声を引き出す効果があ

ります。しかし、人はそれぞれ考えをまとめ

るのにかかる時間が違います。この個々の

時間の違いを埋めるためには、個人作業が

必要となりあます。これまでのグループ活動

では「私たち」ばかりに気を取られて、「私」

を忘れていたのです。ワークショップや調査

などの活動をする際は、ファシリテーターが

グループでの「私たち」の時間を生かすため

に、参加者の「私」の時間を作るお手伝いを

することも大切なのです。 

私の仕事は日本でも発展途上国でも

人々の「声」を聴く仕事です。 

 

平山 恵 

明治学院大学准教授 

 

BOX 2 
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２．地域を知ろう 
 

１．地域の一般情報（人口、産業、学

校ほか） 

自分を取り巻く「人模様」を把握したら、

次は「地域を知り」ましょう。 

CP などからの情報によって、地域の

「おおよその姿」はつかめてきたかと思い

ますが、その多くが伝聞や個人の記憶に

基づいたちょっとあやふやなものかもしれ

ません。またほとんどが現状を反映し「現

在を切り取った」ものだと思います。人口

が減っているのか増えているのか？ 主

産業は成長期？ 衰退期？ 子供の数は

増えている？ 若者は流出？ どの地域

に子供が多い？ ゴミの排出量の推移

は？ 周辺地域と比べてどう？ など、活

動を始めるに当たって必要なさまざまな

基礎情報を集めなければなりません。 

この部分は、ぜひ CPと作業を進めてく

ださい。情報の所在を確認し、担当者とコ

ンタクトし、必要であればより信頼できる

複数のソースを探す。この作業を協同で

行うことによって認識を共通化し、今後の

活動に対するスタンスを共有することに

役立ちます。また、情報請求に対する各

機関の対応から、それぞれの信頼度や

自主性（＝やる気）を類推することができ

ますし、それによって今後各機関をいか

に巻き込んでいくか（巻き込むべきか否

かを含めて）を考える根拠にもなります。

インターネット上に公開されているデータ

に関しては、積極的に利用し効率を上げ

ましょう。 

とりあえずはあまり完璧さを追求せず、

CP との最初の共同作業くらいのつもりで、

楽しんでやってみましょう。データ収集お

よび他機関との交渉は、CPが結構テキト

ウであったり、逆に潔癖症であったり、正

義感が強かったり、といった性格を知る上

でとても役に立ちます。相手の「強みと弱

み」をできるだけ把握して「強みを伸ばし

弱みを補う」ような「チームづくり」を進め

ましょう。

 

■ 図表 2-2 地域の一般情報の例 

・CPおよび任地に関する情報 

・人口および人口動態（総務省・国土省もしくは国土地理院、市町村役場） 

・主要産業および産業動向（経済省・産業省もしくは経団連、地域の商工会議所、市町村役場） 

・学校（教育省、市町村役場、少なければ校長先生を訪ねるのがおすすめ） 
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２．地域の環境や教育問題 

（ゴミ問題、違法伐採、公害、飲

酒・ドラッグほか） 

ところで、ゴミ問題（＝廃棄物処理）に

関する調査を始めると、ほぼ例外なく「利

権」の問題に出くわします。飲酒やドラッ

グ問題を含めて「利権」にはマフィア等が

関わってくる可能性も否定できません。実

際に環境教育活動で危険な目に遭うこと

は少ないと思われますが、「そういうことも

ありうる」と意識し、常に CP や調整員の

助言に耳を傾けるようにしてください。 

地域の一般情報が集まってきたら、い

よいよ環境や教育といったテーマに関わ

る情報収集に取りかかりましょう。ここま

での調査で、地域の大まかな問題点を把

握し、地元が「問題である」と考える事柄

や、場合によっては統計データとの差異

（人々が「問題」と感じていることが、統計

では「他地域に比べて良好」であったりす

ること）がわかってきたかと思います。 

それらの中で、今後の活動に大きく関

わってきそうな事柄について、より深く調

べてみましょう。特にこのパートは活動の

「中心目的」を設定するための核となる調

査ですので、できる限り CP と一緒に行い、

認識を共有しておくことが非常に重要で

す。 

 

 



 34 

さて、まずは学校の先生に話しを聞い

てみましょう。地元の小・中学校の先生は、

土地によっては地域の指導者的な役割を

担っていることもあり、情報の宝庫です。

多くの場合、子供たちを取り巻く環境やド

ラッグ・飲酒などの社会問題、ジェンダー

や貧困から町の美化まで、ほとんどの環

境および教育に関する興味領域をカバー

しています。まじめで熱意のある人が多

いので、活動期間を通じてさまざまな助

言や支援を期待できますし、学校におけ

る環境教育活動では中心になってもらう

可能性が高い人たちでもあります。ぜひ

仲良くなってください。 

また、今後の活動を見越して、地域で

環境教育や自然保護活動、教育活動一

般にたずさわっている NPO や団体を訪

ねておくのも非常に重要です。地元の環

境問題に継続的に関心を持つ環境 NPO

は、非常に多くのデータや情報を持って

います。年間の活動予定や大きなイベン

トなどの情報を入手し、協力できる部分は

積極的に関わっていきましょう。特に環境

に関わるイベントは、共催形式にする方

が単発でやるよりも格段に効果が高く、

「ヒト、モノ、カネ」全てにおいてコスト的な

メリットが大きくなります。 

また、JICA の活動は「政府間」技術協

力であるため、必然的に配属機関は（中

央、地方を問わず）政府関連機関になる

傾向にあります。途上国の行政機構は脆

弱なことが多いため、選挙などによる政

権交代で配属先機関およびCPが変更に

なり、せっかくの協力活動（および成果）

が引き継がれない危険性を常に持ってい

ます。その点、地域の環境 NPO や団体

は継続性が比較的担保されているので、

新政権（県・州政府や市役所）に対する働

きかけに非常に効果を発揮します。CP と

も時間があるときにこの点について話し

合っておくことをお勧めします。 
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３. 活動のビジョンをはっきりさせる 
 

ここまでで活動を始めるに当たって必

要な情報の収集および CP との活動の導

入部分が終わりました。CP の性格や能

力が少しずつでも把握できてきたのでは

ないでしょうか？ この節では 2年間の活

動の「パートナー」であるCPと、問題の分

析をしながら活動のビジョンを明確にして

いきましょう。 

 

１．｢やるべきこと｣｢やれること｣｢やり

たいこと｣ 

ボランティアの活動においては、「やる

べきこと（求められること）」「やれること」

のほかに、ボランティア自身が「やりたい

こと」（ボランタリーな意志）という重要な

要素があります。「あなた自身がやりたい

こと」と「CP がやりたいこと」、さらには収

集した情報から「やるべきこと（任地で解

決すべき問題）」をそれぞれ分析し、2 年

という活動期間、与えられた状況および

人員で行える範囲内（「やれること」）で活

動のビジョンを描いてみましょう。 

ビジョンが描けてきたら、前節で収集し

た情報から「この町で解決すべき問題」を

環境教育という視点で考えてみましょう。

その中で「自分がやりたいこと」「やれるこ

と（得意分野）」などに従って、どのような

活動、プロジェクトを実施するのか選択し

てみましょう。 

その際、「私は子供との活動が大好

き！」とか、「町の中心部からポイ捨てゴミ

がなくなったらすごいだろうなぁ！」とか、

「やはり根本から廃棄物処理システムを

考えなければ！」など、あなたが主体的

に「感じる」ことを大切にしてください。あな

た自身が「これをやりたい！」と思うことで

なければ、①十分な支援体制がない可能

性があること、②途上国固有の不確実性、

③2 年間という制限において、活動を実

行・継続していくことは非常に困難です。

まずは「やりたいこと」、次に「やれること」、

最後に「やるべきこと」を考慮してくださ

い。 
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２．2 年後・10 年後にどうなっていて

ほしいか具体的にイメージする 

実施するプロジェクトや活動が決まった

ら、CP と共有し、具体的な「絵」を書き始

めます。その際に重要なのは「2 年後の

活動終了時にどうなっていたいか（どうな

って欲しいか）？」と「10 年後にどうなって

いて欲しいか？」を明確にし、イメージを

共有することです。選択したプロジェクト

（活動）を実行し、計画通りに進んだ場合

に2年後の「プロジェクト終了時」にどのよ

うな変化が望ましいかを、「絵に描く」なり

「ストーリーにする」なりして具体的に CP

と共有します（必要に応じて、関係機関と

も共有します。） 

この作業によって、常に「ビジョンを意

識する」ことが可能になり、途中で問題が

生じたり、迷ったりしたときに常にイメージ

に立ち返って軌道修正をする基礎が出来

上がります。特に言葉や文化・習慣が違

うと、同じものを見ている「つもり」で、全く

違った方向に向かっていたというようなこ

とが起こりがちですが、初期の段階でこ

の「イメージのすり合わせ」をすることで誤

解を回避し、直面する困難をともに乗り越

える勇気と仲間意識を醸成することがで

きます。 
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-

キーパーソンや周りにある資源、材料は

見つかってきた、でもやっぱり何をしたらい

いのかよくわからない。そんな時は、自分の

もつ情報を少しでも深いものにしていく「活

動」を行ってみるのも一つです。必ずしもイ

ベントやアクティビティを行うことだけが協力

隊の「活動」ではなく、自分が住んだ村、関

わった人たちのエピソードを丁寧に蓄積して

いくことも立派な「活動」の一つです。それが

後任や他の援助関係者の活動やプロジェク

トに貢献することもあるでしょうし、一部でも

現地語に訳して帰国時などに残すことがで

きれば現地へのフィードバックにもなり、お

世話になった方々への感謝の気持ちにもな

ります。「見聞きしたことを残す」ことも十分

「活動」になるのです。 

 

■ 観察で大切なこと 

普段私たちは身の回りで起こる事を十分

に観察しているかというとそうではありませ

ん。起こる事象を「見る」ことはあっても、そ

れらを注意深く「観察する」にはある程度の

準備が必要です。また、偏った観察にならな

いようなポイントを抑えておくことも大切で

す。 

ポイント① 観察者は自分一人ではなく、

現地の同僚、同期、同職のボランティアなど

色々な視点を持った人と一緒に観ることでよ

り深い観察ができます。例えば私の住んだ

BOX 3 人々の生活を観察し記録する 

シリアの村はイスラム教徒が多く、同僚と仲

良くなってもその妻子には会えないというこ

ともよくありました。その点、女性は国籍に

関わらず会い、話をすることができます。 

ポイント② 観察する対象は異なる様々

な属性を持つこと。同じ村の中でも村長、学

校の先生、農民、遊牧民、仕事や年齢等に

よって考え方や持つ意見は異なります。 

ポイント③ 過去のボランティアや専門家

の報告書、任国の５カ年計画などに目を通

すこと。 

ポイント④  過去のデータに目を通す際

は自分一人ではなく何人かで目を通すこと。

同じデータでも異なる視点（同期ボランティ

アや調整員、あるいは現地の人）で観れば

異なる解釈が出てくるかもしれません。水や

土壌の汚染が問題とされていたシリアの村

で水質専門家の方々と水を採取し、有害性

の調査を行いました。その結果を見て、水銀

とクロムの値がWHO基準以下であるとシリ

ア人は無害を主張しましたが、日本人は日

本の環境省基準では有害であると判断しま

した。どちらが正しいというよりも 1人の解釈

ではデータの信頼性は明らかにならないこ

とを知っておく必要があります。 

 

■ 自分も観察されている？ 

任国は動物園でも見学施設でもありませ

んから相手を観察するだけでは相手からの
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信頼も得られません。相手も自分達を観察

しているわけですから、謙虚な態度や自分

のことを相手に伝える準備（自己分析など）

や練習（P150 マイクロティーチング参照）を

しておくことも大切です。 

 

■ 観察して、そしてどうするの？ 

観察して終わりではせっかく集めた情報

が宝の持ち腐れになってしまいます。大切

なのは記録をとり蓄積し、共有することで

す。これら情報をどのように分析するかにつ

いてはこのコラムでは割愛しますが様々な

人のエピソードや観察事項を書き出し、いく

つかのテーマ（例：村人達の最大の関心事

など）に絞ってみましょう。そしてそれらのテ

ーマについて様々な人に話を聞いてみると

よいでしょう（これを衆目評価と言い、多くの

人の目で情報を共有します。当然異なった

意見や反発する意見も登場するでしょうが

それらも含めて記録し、より信頼性のある情

報にしていきます）。 

まとめた情報を共有するには、調整員な

どに協力してもらい、図書スペースやネット

上で公開するなど誰でもアクセスしやすくす

るとよいでしょう。また現地語に訳すことで、

現地の人にもシェアできると新たな衆目評

価となります。協力隊のように 2年間現場に

密着し、現地の人々と暮らす経験ができる

人は少なく、こうした情報は JICAのような援

助機関だけでなく、赴任地の人たちにとって

も後々意義あるアーカイブ（情報の蓄積）と

なるはずです。 

 

■ 活動の最終目標はフィードバック 

折角協力隊で赴任するのだからプロジェ

クトを立ち上げたい、現地の人の役に立つこ

とをしたいという気持ちはわかりますが国際

協力の根本理念として自分が望む社会を押

しつけるのではなく、その国の社会を構成し

ている人たち（自分の同僚や周りの人たち）

がどのような社会を望んでいるのかを知る

ことが大切です。私の周りのシリア人も始め

は車がほしい、テレビがほしい、お金をもっ

と稼ぎたい、と言っていましたが「自分が住

む地域をよくするためにもっとこうしたい」と

いうアイディアを私に伝えてくれ始めたのは

帰国を目前にした頃、あるいは帰国後夏休

みを利用して遊びに行ったときでした。 

2年間の間に立ち上げたイベントやプロジ

ェクトはその時は周りの人々が望む社会と

一致しているように見えても、実は彼等の表

面的な要求から生まれたニーズに過ぎない

のかもしれません。たった2年間で本当に現

地の人たちの本音が聞こえるものかどう

か、常に注意深く観察を続けてみてはどうで

しょうか。 

田村 雅文 

シリア・環境教育・H17年度派遣 

 

BOX 3 
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第３章 

第３章 本格的に活動を始めよう 
 

 

地の生活に慣れてきたら、いよいよ活動開始です。思えば長い道の

り。はじめて JICAボランティアのことを知って心動かされたあの瞬間

から、決心、応募、合格、派遣前訓練と、長い準備期間でした。 

「途上国の人々の役に立ちたい、自分にだって何か貢献ができるはず！」 

今までたくさんの準備をしながら温めてきたこの思いの丈をいよいよ活動に

具現化していくときがやって来ました。そこで、はやる気持ちをあとほんの少

しだけ抑えて、この思いをできるかぎり効果的な貢献活動へと展開できるよう、

この章で学びましょう。 

現 
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１．活動のための資源を探す 
 

１．「資源」ってなに？ 

さぁ、いよいよ活動開始。手始めに何を

したらいいでしょう。はやる気持ちで、活

動が空回りしてしまわないように、最初に

活動に活かせる 「資源」にはどんなもの

があるのかを確認してみましょう。 

ところで、「資源」とはなんでしょう。しば

しば、経済・経営などの分野で、資源の代

表格として「人・物・金・情報」という呼び方

を耳にしたことがあると思います。近年で

は、この4つに加えて、第5の経営資源と

して「ビジョン」を挙げる人もいます。国際

貢献と経済・経営では、大きく分野が異な

るように見えますが、「複数の人々が一つ

の思い、すなわちビジョンに向かって力を

合わせて進み、関係する様々な立場の

人々がよりよい実りを得ようとする組織的

な活動」といった意味で、わたしたちの国

際貢献の活動にも経済や経営の感覚は

とても役に立ちます。 

 

２．途上国の中での「資源」 

ただ、私たちのフィールドは途上国。

「人・物・金・情報」などの資源が、先進国

のように活用できるわけではありませんし、

もともと物的資源の貧しい状況下、しかも

異文化の中で、資源としての人が誰で、

資源としての物がどういうものか、それが

どこで、どのように入手できるのか、という

ことが、すぐにはよくわかりません。わか

ったとしても、自由に資源にアクセスして

活用することができるとは限りません。語

学の壁も感じつつ必死に生活していると、

ついつい余裕をなくして、貴重な資源を見

過ごしてしまうことも多いものです。 

そこで、「思いがけない資源」や「途上

国ならではの資源」、異文化の中での活

用の仕方を見落とさないように、途上国

の中での資源をまず確認しておくことがと

ても大切な作業になります。 

 

３．資源のチェック表を作ろう 

途上国の中での資源を確認するため

に、まず、身の回りの資源となるものを紙

に書き出すなどして、活動資源を整理し

てみましょう。「さまざまな活動資源の例」

（図表 3-1）では、代表的な資源について

それぞれ参考事例を示して具体的に説

明しています。これをもとに、赴任先の状

況に照らし合わせ、資源の分類の仕方を

工夫しながら｢わたしの活動資源｣を具体

的に作成してみましょう。 

 資源… 
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書くという行為を通じた確認作業は、整

理ができるだけでなく、とても力強い意識

化の役目も果たします。また、活動の振り

返りの材料にもなり、この作業自体がさら

なる活動展開の資源蓄積になります。 

 

 

途上国では、文字や文書を書くことに

対する価値を共有できないことが多いで

すが、あきらめずに活動のプロセスを書

き残し、貴重な 2 年間の自分自身の活動

そのものも資源化してみましょう。 

 

■ 図表 3-1 さまざまな活動資源の例 

種類 内容 例 

人 
キーパーソン・好意的な

人々 

村長、宗教的指導者、教師、調整員、地域をよく知っている

子供たちやそのお母さんなど地域住民 

物 材料・道具 

自動車、コンピューター、プリンター、ゴミ袋、OA 機器、紙

芝居、空き缶（雨水を貯める貯蔵槽にリユース）、古着（お

掃除用のクロスやエコバッグなどにリメイク）、廃油（石鹸に

リサイクル） 

金 活動資金 
予算化された公的資金、各種団体の活動資金、募金 

（P46図表 3-2参照） 

事 
機会 

町のお祭り、「環境の日」などの環境保全にちなんだイベン

ト、海や山など自然の中で行われる各種イベント 

場 寄合集会や町内会などの定期的な集まり 

情報 

形式知（知識・技術） コンポスト、バイオマスエネルギー 

暗黙知 

（文化や知恵など形式

化・成文化されていない

が、地域の人々に内在

する価値あるものやノ

ウハウ） 

「オレンジの皮は油汚れを拭き取ってくれる」など、おばあ

ちゃんの生活の知恵的なものから、地域の土壌の様子や

地下水脈を植生で見分けたり、自然の徴候から天候や気

候の変化をいち早く読み取って、種まきや収穫のタイミング

をはかったりする、というような「地域の知」までいろいろ 

自分 

自分の特技や、性格的

に特長といえる自分自

身の強み 

絵が得意、歌が歌える、ダンスが好き、日曜大工が得意 
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４．それぞれの資源の特徴 

「人」「物」「金」「事」など資源は何かイメ

ージができたら、それぞれの資源の特徴

をもう少し詳しくみてみましょう。 

 

（1） 資源としての「人」 

まずは、「人」についての資源です。「キ

ーパーソン」とはなんらかの組織やコミュ

ニティにおける人間関係の中で、その成

員の意思決定に対して特に大きな影響を

及ぼしたり、よいきっかけをつくってくれた

りする、文字通り「鍵となる人物」のことで

す。資源になる人、つまり「味方になる人」

は、いったいどんな人で、どこにいて、ど

んな風に知り合えるでしょうか。 

実は、2章で紹介した調整員や CP、地

域の人々は皆、あなたにとって「資源」に

なり得るキーパーソンです。その中から特

に環境教育の活動において、誰がキーパ

ーソンとなるのか考えて見ましょう。 

特に見逃しがちなのが、寺院や教会な

ど、地域の人々の信仰の対象や、心の拠

り所になっているところです。日本人の多

くが初詣に神社へ行き、結婚式は教会、

お宮参りは神社、告別式はお寺でという

ように、諸宗教に対して寛容で、宗教を文

化としてとらえる傾向が強いように思われ

ます。一方で、特定の宗教をもつ人々に

とって、信仰とは時として生きる意味その

ものであり、何よりも大切な心の拠り所で

す。そこで例えば、寺院や教会が、地域コ

ミュニティにとってどのような大きな存在と

なっているのか、そこでの組織はどのよう

になっており、そこにグループ活動などは

あるのか、といったことを、相手にとって

失礼にならない範囲で調べ、そのグルー

プリーダー的な存在が誰か探してみまし

ょう。 

また、「主」「長」のつく偉い人だけがキ

ーパーソンにはあらず、ということも覚え

ておきたいことのひとつです。最終的に資

源となる人とは、活動の理念やビジョンに

賛同し、実現への道のりの労苦をわかち

あってくれる人です。ひとりでできないこと

も、仲間と助け合って取り組んでみましょ

う。 

 

（2） 「もったいない」のココロで見える、身

のまわりの使える「もの」 

環境分野で初のノーベル平和賞を受

賞したケニア人女性、ワンガリ・マータイさ

ん。マータイさんが、1977 年から始めた

グリーンベルト運動は、植林を通じて貧困

からの脱却、女性の地位向上、ケニア社

会の民主化に大きく寄与しています。そ

のマータイさんが、2005 年の来日の際に

感銘を受けたのが「もったいない」という

日本語だったといいます。 

マータイさんは、「もったいない」という

日本語は、Reduce（ゴミ削減）・Reuse

（再利用）・Recycle（再資源化）という 3R

の環境活動をたった一言で表せるだけで

なく、かけがえのない地球資源に対する

Respect(尊敬の念)が込められている美
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し い 言 葉 で あ る と 、 世 界 共 通 語

「MOTTAINAI」として広めることを提唱し

ました。その後の愛知万博「愛・地球博」

でも、当時の首相が開会式のあいさつで

「もったいない」という言葉を紹介し、環境

省の環境白書・循環型社会白書にもこの

言葉が登場するなど、「もったいない」は

全国的な盛り上がりをみせました。 

この日本人が持つ｢もったいない｣精神

は、途上国で物的資源も活動資金も限ら

れているボランティア活動の中で、きっと

生きてくることでしょう。そして、最近では、

Reduce・Reuse・Recycle の 3 つだけで

なく、たくさんの｢R｣が表現されるようにな

ってきました。私達の資源消費に対する

考え方を Re-think（再考）したり、その場

に合わせて Remake（作り変え）、Refine

（性能向上）したりするなど、「もったいな

い」と｢R｣をヒントにいろいろな資源の活

用方法を考えてみましょう。また、不要な

ものと、必要なものをバーター交換したり、

提供してもらえるようにお願いしたりする

など、新製品を購入する前に、まず身の

回りのチェックと行動が大切です。 

 

（3） 資金を集めるにはどうする？ 

さまざまな道具などの物的資源や、協

力者などの人的資源に恵まれても、活動

によっては資金が必要になってきます。し

かし、インフラも整っていない途上国では、

環境関連分野の予算の優先順位が低く

ならざるをえないのが現状です。 

しかし、予算が乏しくても、予算以外の

資金を得るチャンスもあります。資金源に

はどのようなものがあるのか、まず種類

別に整理して地域の現状を調べてみまし

ょう（図表 3-2）。そして、ダメもとでも資金

集めの様々な方策を試してしてみましょ

う。 

例えば、かの有名なマザー・テレサは、

資金集めのアイディアにとても長けた人

だったと言われています。ある時、ローマ

法王パウロ 6世がインドを訪れた際、イン

ド滞在中にとアメリカの大富豪が最高級

車を献上しました。そしてパウロ 6 世は、

インドを去るときこの車をマザー・テレサ

にプレゼントしました。そこで、彼女は、こ

れを賞品にした「チャリティ宝クジ」を売り

出し、あっという間に車の値段の何倍も

の金額を集め、ハンセン病患者のための

「平和の村」作りの資金としたそうです（沖 

2010）。 

皆さんの先輩ボランティアの中にも、た

だ「寄付をして下さい！｣といってもなかな

かお金が集まらないため、宝くじやディナ

ーパーティーなど、お金を払う側が楽しめ

るような仕組みを作ることで、活動資金を

得た人達もいます（但し、国によって宝くじ

が法律に触れることもあるので事前に調

べましょう）。みなさんも資金がないからと

すぐ諦めず、様々な工夫を凝らして活動

資金を集めてみましょう。
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■ 表 3-2 資金源の種類と例・工夫ポイント 

資金源 例・工夫ポイント 

予算化された公的資金 
市役所の環境局等、行政機関における環境問題改善・環境教育推

進などに関する活動予算、ボランティアの現地業務費など。 

各種団体の活動資金 

学校などの活動費、企業の CSR への取組の一環など民間企業の

資金、NGO などからの活動支援金、教会や修道会など慈善団体

からの寄付など。 

競争的資金 
国際機関や研究所、民間企業などさまざまな機関・組織・団体によ

るプロジェクトへの資金提供などの公募への応募など。 

募金 

様々な組織や個人に呼びかけての募金。資金集めだけでなく、国

際理解教育のツールとして、現地の様子をニュースレターにして伝

えるなど、そのほかの活動と連携させながら試してみる。 

その他 その他、フェアトレードやビジネスを通した資金調達など。 

 

 

4） 機会があなたを待っている 

－お祭り・集会を利用せよ 

活動に使えるものという視点で見ると、

地域のお祭りや集会をはじめ人々が集う

｢機会｣や｢場｣には、活動の展開への大き

な可能性が秘められています。ぜひ、地

域の集会やお祭り、冠婚葬祭などに積極

的に参加してみましょう。 

直接自分の活動内容に関わらないテ

ーマの集いであっても、人々が集まる場

で人々のやり方を見ることで、その地域

の文化をより深く知ることができます。寄

合集会のとき、男性と女性は分かれて座

るか、女性も積極的に意見を発言してい

るかといった関与の仕方で、その地域の

ジェンダー格差を垣間見ることもできます

し、中心的な人物が誰かわかることもあり

ます。 

お祭りは、地域の人々が共に収穫の豊

穣を祈ったり、豊作を感謝したりすること

を通じて、人々の連帯感を高め、絆を強く

するといった働きもあります。冠婚葬祭で

は、人々と一緒に笑い、一緒に泣いて、

気持ちをわかちあってみてください。役に

立てることが何もなくてよいのです。ただ

その場を共有して、地域の人々と「喜怒

哀楽」をわかちあうことであなたも地域に

だんだん馴染んでいくはずです。 

また、積極的に自ら何かの｢機会｣や

｢場｣を企画してつくってみることにもチャ

レンジしたいものです。取り掛かりは環境

教育でなくても、日本文化紹介の集いで

も構いません。人が集まってくれないこと
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があってもあきらめず、そういった経験を

通じて、この地域の人々はどんな事、ど

んなアプローチで興味関心が喚起される

のか探ってみましょう。 

 

（5） 地域におけるさまざまな価値 

地域の人々にとって大切なことが何か

を知るのは、異文化理解だけでなく、環境

教育の波及効果を高める上でも大変重

要です。環境教育によって、たとえば 3R

の知識やゴミの分別について知識を得れ

ば、環境を保全する行動が促進されるか

いうと、必ずしもそうだはと言えないことは、

先進国でもしばしば議論されるところで

す。 

なぜでしょう？ それは、人は決して知

識や理論だけで動く生き物ではないから

です。頭の納得とココロの納得の両方が

必要です。ココロが納得するには、環境

保全に役立つ行動が自分自身にとってど

んな意味があるか、言い換えれば自分に

とってのインセンティブを理解し、それを

将来世代ではなく今ここで生きている自

分が味わえることが重要な要因になって

きます。 

インセンティブは、経済的価値などの目

に見えるものだけでなく、その人に内発的

な行動を喚起させる価値意識や倫理観、

モラルなど目に見えないものがあります。

ココロの納得、その人が何に価値を置い

ているかは、経済的貧困からやむを得ず

時間を費やす作業は別として、何に時間

や労力を費やすかによく表れます。これら

を把握するために、まず、１年の「地域行

事のカレンダー」をつくるなど、地域の暦

を十分に把握し、人々がこの地域で、学

校や職場をお休みにしてまで行う祭事や

行事、その祭事が何をお祝いしてのもの

なのか、何を記念しているのかといった事

を把握するのも重要です。それらは、この

地域の人々にとっての自然観や環境思

想の源流とあいまって人々の行動を内面

から動かすものだからです。

滅多に訪れそうもないよい機会。二度と来ないかもしれないほど恵まれた状態。 
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（6） 自分の可能性を解き放て 

－自分の強みを再認識しよう 

最後に、意外な盲点となりがちなのが、

｢内なる資源｣。いつでも無尽蔵にある資

源が、自分自身に内在しています。夢や

志を持ち続けることも大きな資源です。そ

して、活動においてもう一つの｢内なる資

源｣の視点は、自分の得意なことや好きな

ことなど、｢セールスポイント｣です。「好き

こそものの上手なれ」ということわざがあ

るように、自分の好きな分野では大きな

力を発揮することができます。そして何よ

りも、自分が好きなことをやっているとき、

自分のココロは喜びでいっぱい！ そん

なココロの状態は、相手のココロも理屈抜

きに喜びで満たす力があるのです。 

ぜひ、自分の好きなことを活動に生か

してください。もし、歌が好きなら、伝えた

いことを歌に乗せたり、絵を描くことが得

意なら、絵画ポスターなど絵の環境教育

教材をつくってみたり、工作が得意なら子

どもたちが思わずゴミを捨てたくなるよう

なダストボックスをつくってみたりしてみま

しょう。他にも、地域の人たちと得意技の

大会を開いて活動を展開するきっかけづ

くりをするなど、積極的に自分の強みを活

動に生かしましょう。 

また、先輩ボランティアが残してくれた

活動や教材、既に地域で行われている活

動の中には、実にすばらしいものがたくさ

んあります。一から自分ですべてをやろう

とする必要はありません。もし自分がその

配属先の初代のボランティアでなければ、

まずは先輩の足跡をたどり、先輩ボラン

ティアの仕事のよいところをぜひ受け継ぎ

つつ、自分の得意技も加え、その時々の

状況に応じて活動を継続発展させていく

ことも大切です。

得意の音楽を活かした環境ソングで啓発活動を実施。 

吉岡幹人隊員（ネパール・H20年度派遣） 
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東京都市大学の佐藤真久研究室では、

1999年から 2007年の環境教育隊員 61名

の活動報告書の文章分析（第 1号～第 5号

報告書）を行いました。本分析から、ボラン

ティアの活動の成功をもたらす要因（貢献要

因）として、赴任国におけるキーパーソン（以

下、補完的エージェント）の属性と役割・機

能、時系列に基づく出現頻度に特徴がある

ことが明らかになりました。 

ボランティアの活動における補完的エー

ジェント（99 名）の抽出と時系列変化におい

ては、外的な関わりを持つ地域住民、学校・

教師、NGO、青年が計 65％を占める一方、

内的な関わりを持つ、配属先職員、配属先

組織・上司、配属先同僚が計 35％を占めま

した。さらに、補完的エージェントの出現数と

プロジェクトの貢献要因の出現数を時系列

でみると、任期後半に双方の増加（正の相

関）がみられています。このように、補完的

エージェントの存在が、隊員活動の成功に

BOX 4 環境教育隊員の活動報告書にみられる多様なキーパーソン 

大きな影響をもたらしているということが言

えます。 

環境教育活動における成功には、活動目

的に適した補完的エージェントの獲得が重

要であるといえます。配属先組織の関係者

のみならず、地域住民や外部関係者とのコ

ミュニケーションと信頼獲得が、環境教育活

動の成功を支える大きな要因であると言うこ

とができるでしょう。このことは、途上国にお

ける環境教育活動は隊員一人で行うもので

はなく、様々な関係者との信頼関係のもとで

の連携・協力による実践であることを意味し

ています。隊員一人で環境教育活動をする

のではなく、多くの関係者を巻き込み実践す

ることが成功の鍵となるでしょう。本研究成

果は、「JOCV 環境教育関連プロジェクト阻

害・貢献要因シミュレーション教材」として出

版され、現在では、環境教育隊員の技術補

完研修などにおいて活用されています。 

 

佐藤真久 

東京都市大学准教授 

図： 環境教育隊員の活動報告書の分析研究成果による「阻害・貢献要因シミュレーション教材」と、教材を活用して多様なキーパ

ーソンの出現等の学びを深める技術補完研修の実施風景 
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２．活動計画を立てよう 

それでは、いよいよ計画を立てて活動

開始です。活動は一人でもできますが、

ぜひ活動目標を地域の人々と共有し、プ

ロジェクト型の活動に挑戦してみましょう。

全員の意見が合わなくて苦労することも

多いかもしれませんが、皆で取り組めば

1＋1=3 以上の成果が期待できるだけで

なく、共通の課題で苦楽を共にする中で

深まる人と人との絆は格別のものです。

たとえ目に見える成果が出なかったとし

ても、取り組みのプロセスの中での人々

との信頼関係の構築は、国際協力の原

点や喜びを感じさせてくれるはずです。 

 

１．PCM と PDM 

さて、実際に何かの活動を行うために、

または、プロジェクトを立ち上げて活動計

画を練って実際に活動を行うために、プロ

ジェクトを管理していくための方法につい

て少し学んでみましょう。 

JICA では、主に技術協力の分野での

プロジェクトの推進にあたり、「PCM

（Project Cycle Management）」という手

法を用いています。PCM とはプロジェクト

の計画・実施・評価を「PDM（Project 

Design Matrix）」というプロジェクト概念

表を通じて一貫して運営・管理する手法

です。これは技術協力の分野で比較的大

規模なプロジェクト推進の手法のひとつで、

必ずしもボランティアの2年間の活動で使

うわけではありません。 

しかし、国際協力の場面で海外に出た

ならば、しばしば耳にするこの言葉。JICA

だけではなく、多くの国際機関などでもプ

ロジェクト手法として PCMを用いているこ

とが多く、さまざまな国際協力の場面での

会話にPCMやPDMという言葉が出てき

ます。現地での活動では、国内外の

NGO や国際機関のプロジェクトと一緒に

連携した取り組みを行うような場面が生じ

ることもありますので、これらの用語がプ

ロジェクトにかかわるものだということを頭

の片隅に置いておくとよいでしょう。 

 

２．PDCA 

ここで、ぜひ学んでいただきたいのは、

「PDCA」です。PDCA とは、組織目標や

プロジェクト型の活動をよりよいものにし

ていくための、いわゆる「チェックツール」

です。P：Plan（企画）を、D：Do（実施）し、

一定の基準に従ってC：Check（評価）し、

それを再びA：Actionに反映する（フィード

バック）の４ステップのサイクルからなって

います（図表 3-3）。 

 

 

 

 



第３章 本格的に活動を始めよう    ―    ２．活動計画を立てよう 

 51 

PDCA は、改善改革のサイクルのツー

ルとして、国際的な取り組み、国家政策

から草の根活動まで、さまざまなジャンル

や場面で広く使われています。PCM や

PDM でもこの「PDCA」が活用されていま

す。 

 

３．プロジェクトの企画・立案・計画 

JICA では、配属先でのボランティア活

動に関する「活動報告書」を 2 年の派遣

期間の間に 5 回提出することをルールと

しています。この「活動報告書」の提出は、

①ボランティア自身が自己の活動の管理

及び評価を行う ②事業関係者が情報を

共有する ③情報を広く国民へ開示する、

という 3つの目的を持っています。 

赴任後6か月目、第2回目の活動報告

の際には所定の「活動計画書」を提出し

ます。これには配属先における目標、ボ

ランティア活動目標の設定などを記入す

る仕組みになっていますので、ぜひその

機会に、実際に活動を開始すべくプロジ

ェクトを企画して、活動計画を立ててみて

ください。そして、赴任後12ヶ月と18ヶ月

に提出する 3号、4号報告書の際に作成

する「活動状況表」でそれまでの活動の

評価（Check）を行い、必要に応じて計画

の修正（Action）を行いましょう。最後の 5

号報告書の「活動結果表」では、2年間の

活動の評価を行います。 

さて、将来こうあるべきだという考えや、

こうしたいといった願いや思いなど、心の

中にプロジェクトのゴールのイメージが描

けたら、そのビジョンをコンセプトに落とし

てみましょう。これが「企画」の第一歩で

す。 

 

■ 図表 3-3 PDCAサイクル 

 

ACTION 

PLAN 

DO 
CHECK 

計画 

実施 
評価 

改善 
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「コンセプト」は、心に描いたビジョンを

他の人々と共有するために、共通言語で

表現したものをいいます。つまり、言葉だ

けでなく共通言語としての数字や、ビジュ

アルなども駆使し、プロジェクト目標が達

成された状態を具体的に表現したものが

コンセプトです。 

コンセプトを具体化していく段階で留意

すべき点は、客観性です。次ページでプ

ロジェクトの評価基準を参考として紹介し

ていますが、コンセプトが実現することで

これらの基準が満たされるかどうか、特

に環境教育プロジェクトにおける 2つの評

価基準について検討してみましょう。 

コンセプトが具体的に表現できたら、次

は、それをどのようなアプローチで、どの

ようなタイムスケジュールで達成するのか

を具体化する段階です。企画コンセプトの

こうした具体化を「立案」、あるいは、「立

案計画」といいます。 

立案段階では主に、プロジェクト目標

達成のためにどのような資源や手段を使

って、どのようなアプローチを採るのかと

いった計画を行います。資源やアプロー

チの各ステップに時間的な資源を割り当

てていく、目標達成の日までの行程表（ロ

ードマップ）づくりです。もちろん、コンセプ

トを描いて企画・立案・計画したものが、

その達成までロードマップ通りに進むわ

けではありません。途中で道に迷うことも

あれば、思いもよらぬハプニングによって、

迂回や新たな経路設計を余儀なくされる

こともあり、そもそもコンセプト自体を修正

する必要が生じることもあるでしょう。 

このように、PDCA サイクルでたびたび

計画修正を行い、地域の人々を巻き込み

ながら、プロジェクト参加者がみな参画意

識と主体者意識をもってかかわれるよう

合意形成を重んじ、結果よりもプロセスを

大切に進んでいきましょう。 
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４．プロジェクトの評価基準 

何かの活動目標を立ててプロジェクト

を立ち上げるとしたら、やはり効果的、効

率的によりよい結果を出したいもの。プロ

ジェクトを改善改革するツールとしての

Plan（企画）、Do（実施）、Check（評価）、

Action（フィードバック）の 4 ステップのサ

イクルを具体的に回していくとき、重要と

なるのが、「プロジェクトの評価基準」です。

評価基準があいまいだと、課題を共有し、

プロジェクトを改善改革する方向がブレた

りすることがあるからです。 

JICA の『事業評価ガイドライン』では、

評価基準として「評価 5 項目」を設けてい

ます（図表 3-4）。この評価基準は、一般

的なプロジェクトのものですが、環境教育

のプロジェクトにおいては、さらに追加す

べき「学びの評価 2 項目」があることに留

意しましょう。 

 

■ 図表 3-4 プロジェクトにおける 5つの評価基準（DAC評価 5項目） 

妥当性 

Relevance  

プロジェクトの目標は、受益者のニーズと合致しているか、問題や課題の解

決策としてプロジェクトのアプローチは適切か、相手国の政策や日本の援

助政策との整合性はあるか等の正当性や必要性を問う 

有効性 

Effectiveness 

プロジェクトの実施によって、プロジェクトの目標が達成され、受益者や対

象社会に便益がもたらされているか等を問う。 

効率性 

Efficiency 

プロジェクトの投入と成果の関係に着目し、投入した資源が効果的に活用

されているか等を問う。 

インパクト 

Impact 

プロジェクトの実施によってもたらされる、長期的な効果、波及効果、上位

目標の達成度合い等を問う。 

自立発展性 

Sustainability 

プロジェクトで発現した効果が、協力終了後においても持続し発展している

かを問う。 

出典： JICA 「JICAの評価制度とは」 

 

■ 図表 3-5 環境教育プロジェクトにおいて追加すべき 2つの評価基準 

受益者の満足度 

Beneficiaries’ Satisfaction 
オーナーシップ・効力感・学習の深化 

住民巻き込み度 

Participatory Process 
ジェンダー・マイノリティー・意思決定への配慮・社会形成 

佐藤真久作成
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これら一般のプロジェクトにおける評価

基準 5 項目と、環境教育において追加す

べき評価基準 2項目は、それぞれの評価

基準の性質に注目すると、前者は「プロ

ジェクトそのものの評価」であり、後者は

「プロジェクトによる学びの評価」であると

言えます。一つめの、プロジェクトそのも

のの評価とは、「評価 5 項目」に代表され

るように、プロジェクトがどのように展開さ

れ、いかに効果的に持続発展させられた

かといったことに基づきます。 

一方、「プロジェクトによる学びの評価」

とは、プロジェクトに直接かかわった人々

はもちろんのこと、間接的にかかわった

人々も含めて、当該プロジェクトが個々人

にどのような学びをもたらし、それぞれの

資質能力をいかに向上させたのかという

ことに基づく評価の側面です。 

私たちの活動が特に環境教育のプロ

ジェクトであることをふまえると、とりわけ

この「プロジェクトによる学びの評価」に配

慮することは重要で、そのために「受益者

の満足度」、「地域住民の巻き込み度」と

いう２つの評価の視点が重要になってくる

のです。「受益者の満足度」も「地域住民

の巻き込み度」も、環境教育プロジェクト

による人々の内発的な側面にかかるから

です。 

なぜ、とりわけ環境教育のプロジェクト

でこの視点が重要なのか、環境教育の歴

史をふりかえってお話ししましょう。 
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1977 年のトビリシ会議で、環境教育の

目 的 は 認 識 （ Awareness ） 、 知 識

（Knowledge）、態度（Attitude）、技能

（Skills）、参加（Participation）という 5 つ

に整理され、これらは現在でも環境教育

の指針とされています。そして、現在に至

るまで、これらを高める環境教育の実践

が行われ、環境教育の歴史的進展ととも

に、その実践のあり方や学びのプロセス

は、次第に変化してきました（佐藤 

2010）。1970年代半ばから 90年代半ば

までは、有識者や研究者、教師などが学

習者に対して一般的な知識を移転する

「知識移転型」の教育アプローチが主流

でした。しかし、このアプローチは環境問

題の改善に重要な役割を担う一方で、地

域固有の様々な状況や社会的な文脈を

反映させることができません。そこで、フィ

ールドでの体験学習が重要視されるよう

になってきたのです。このアプローチにお

いて教師は知を移転するのではなく、フィ

ールド体験のオーガナイザーの役割を担

うことになります。さらに近年の環境教育

では、環境改善に向け共同行動と参加を

通して、集団的に新しい知を獲得・構築し

ていこうという参加型・対話型アプローチ

が注目されるようになっています（佐藤 

前掲書）。 

これらのアプローチは、純粋にどれか

一つを採用できるものではありませんが、

プロジェクトにかかわっている人々全員が、

オーナーシップ感や効力感を抱くことがで

きているか、学習の深化が起こっている

か、そして当事者だけでなく、より広くより

多くの地域住民を参加に導いているか、

あるいは対話が行われているかといった

ことが、活動における学びの指標であり

大切な基準となってきます。 

 

５．環境教育プロジェクトで重視され

る評価基準「学びの 2項目」 

環境教育プロジェクトにおいて、 「プロ

ジェクトそのものの評価」のみならず、「プ

ロジェクトによる学びの評価」が重視され

る所以についてお話ししましたが、実際に、

「プロジェクトによる学びの評価」を行うの

は難しいものです。そこで、「受益者の満

足度」と「地域住民の巻き込み度」という 2

つの具体的な評価項目を目安に考えて

みましょう。 

「受益者の満足度」には、さらにキーワ

ードとして、「オーナーシップ」「効力感」

「学習の深化」などがあげられます。「オ

ーナーシップ」とは、プロジェクトにかかわ

る人々全員が、主体者意識を持ち、自分

たち自身のこととして取組んでいるかどう

かということです。そして、自分自身が活

動に関わることで、よい結果・効果がもた

らされているのだという認識があるかどう

かが「効力感」であり、環境という刻々と

変化しつづけるものに対し、対策や取り

組みをその時々の状況に適応させたり、

応用したりしながら学びを深めていく過程

が形成されていくかどうかということが「学
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習の深化」です。 

もう一方の「地域住民の巻き込み度」を

はかる際には、キーワードとして、「ジェン

ダー」「マイノリティー」「意思決定への配

慮」「社会形成」などがあげられます。これ

は、途上国の環境問題において、自然科

学にもとづく問題解決型の教育実践だけ

でなく、個人や集団のエンパワーメントと

社会変革を意識した、より人間開発の色

彩が強い教育実践が必要とされているか

らです。 

近視眼的で外発的な開発の影で、グロ

ーバル化の恩恵から排除された社会的

弱者の貧困はますます拡大する一方で

す。そして、それこそが、途上国の環境問

題の原因の一つとして横たわっていると

いうことをふまえ、いかに、「ジェンダー」

「マイノリティー」といった社会的弱者を取

り込み、活動に巻き込んでエンパワーメン

トしていけるかが、根本的な意味での地

域の環境問題解決を促すことにつながる

からです。 

 

６．プロセス志向による環境教育プロ

ジェクトのクオリティアップ 

このようなプロジェクトの評価として学

びの側面を考慮することの意味は、プロ

ジェクトそのものの評価に比して、結果よ

りもプロセスを重視しているところにあり

ます。 

本章第 1節で、環境教育による知識の

習得が、必ずしもその後の環境保全行動

の促進につながるとは言い切れないとい

う近年の議論について触れていますが、

結果とプロセスを考えた時、そのプロジェ

クトがどんなによい結果を出したとしても、

そのプロセスで内発的な意識変化を伴わ

ないものであったなら、その先、外発的な

力が働かないかぎり、自発的な環境保全

への取り組みとなっていくことはないでし

ょう。逆に、たとえプロジェクトが期待した

結果に終わらなかったとしても、プロセス

の中で人々の絆が深まったり、プロジェク

ト型で取り組む事の喜びや意義を人々が

感じとったりすることができたなら、それ

は次なる協働的な取り組みの素晴らしい

結果につながるココロの土壌が大きく耕さ

れたと言えることも多いのではないでしょ

うか。 

環境問題への取り組みは、終わりのな

い協働活動を必要とします。また、一つの

活動による環境改善が可視化できるよう

になるまでに、比較的時間を要するのも、

環境教育分野の特徴です。 

「受益者の満足度」と「地域住民の巻き

込み度」といった側面を、評価基準として

意識することで、現時点での結果を可視

化できることだけでなく、長期的な展望で

真の効果とは何かを考えることを促すこと

ができます。また、この 2 つの側面によっ

て、不可視でも確かに効果と言えることや、

見えにくいけれど環境問題の解決には不

可欠で重要なことが見えやすくなります。

さらに、これらの視点をよりよく生かすた
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めの地域での有効な仕組みやあり方が

見つかりやすくなってきます。このことは、

環境問題のアプローチが、知識移転型か

ら体験重視の参加型・対話型に重点が置

かれるようになってきたことや、学びや資

質能力の向上が、内発性に支えられてい

ることの所為でもあります。つまり、環境

教育プロジェクトにおいて、学びの側面を

重視した評価基準を持つことは、有効性

や効率性、自立発展性など、プロジェクト

そのものの評価を高めるための、いわば

基礎固めにもなっているのです。 

 

７．エンパワーメント 

「エンパワーメント」という言葉は、日本

でも途上国の活動でも、さまざまな場面で

登場します。辞書によると、エンパワーメ

ント（Empowerment）は、「権限を与える

こと、能力・実力をつけること」（小学館

2001）とあります。途上国の開発の文脈

では、もともとは、貧困者・社会的弱者に

対する「力の付与」という意味合いで使わ

れる言葉です。 

しかし、例えば、カウンターパートに、

Excel などの PC ソフトの操作を教えると

いった能力開発も、広義でのエンパワー

メントにあたります。また、ミーティングの

記録をとる習慣がなかった配属先で、文

書管理の仕組みやルールをつくることも

カウンターパートや同僚のエンパワーメン

トにつながっています。このように、実際

には、エンパワーメントという言葉は、さま

ざまな文脈で、幅広い意味で使われてい

ます。
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同様の意味合いを示すものとして、「キ

ャパシティ・ビルディング」や「キャパシテ

ィ・ディベロップメント」という言葉があり、

これらもよく使われる言葉です。JICA で

は、「キャパシティ・ビルディング」とは、主

に組織や個人の能力向上をいうのに対し、

「キャパシティ・ディベロップメント」は、そ

れらに加えて制度や政策の整備、社会シ

ステムの改善などまでを広く対象に含め

て、「途上国の課題対処能力が、個人、

組織、社会などの複数のレベルの総体と

して向上していくプロセス」としています

（JICA 2006）。 

以上、活動を始めるにあたってのいろ

いろな基礎知識や言葉を紹介してきまし

たが、こうした基礎知識は、形式的に共

有できるいわば最大公約数的な枠組み

であって、わたしたちが実際に現場で直

面する状況の中で、そのまま適用・活用

できないことも少なくありません。 

しかし、形式知としてのフレームワーク

を学ぶことによって、その場その場で新た

に発生するさまざまな状況の真っただ中

でも「漂流」することなく、その状況をプロ

ジェクトの中で整理統合し、全体的なビジ

ョンと部分的な物事との関係性や、さらに

はその中での自分の立ち位置や役割を

明確化することができるでしょう。 

 

８．プロジェクトの運営（仕組みとルー

ルづくりと留意点） 

プロジェクトのビジョン・コンセプト・目標

達成への行程表などができたら、プロジェ

クト運営の仕組みを考えましょう。まず、

必ず必要となるのが、プロジェクトのサイ

クルを共有・推進し、時には修正していく

場としてのプロジェクト委員会です。プロ

ジェクト委員会というと、オフィシャルな大

きな組織をイメージするかもしれませんが、

草の根の小さな活動であっても、規模の

大小に関係なく、協働的な取り組みすべ

てがプロジェクトです。少人数でもぜひ委

員会を立ち上げてみてください。 

委員会のメンバー構成や役割分担、運

営方針も含めてプロジェクトの仕組みの

あり方を考えるポイントは、「コンセプトと

のマッチング」です。 

一般的な組織論ではなく、その地域の

実情をふまえた上で、このコンセプトをそ

の状況下で具現化していくために必要な

カタチと方策を考えていきましょう。そして、

プロジェクト運営の原則は「公平性」と「透

明性」です。理想的には、みんなで一緒

にルールを決めていきたいものですが、

あくまでもこれは原則であり、地域の状況

や文化によっては、「公平性」や「透明性」

は、かえって活動の阻害要因になってし

まう場合も少なくありません。まずは、こ

のプロセスで、プロジェクトに関わる人々

には誰がいるか？ その特徴や抱えてい

る問題は何か？ といった関係者分析や、

問題の原因や深刻度、問題同士の関係

はどういったものか？ といった問題分析

を、あせらずゆっくり行ってみることが大
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切です。また、いったん決めたルールでも、

何らかの状況が変わったとき、それらの

ルールが合わなくなっていたら、再び新た

なルールをつくる必要があるでしょう。 

また、プロジェクトの運営のプロセスで、

ぜひ留意しておかなければならないこと

があります。それは、特に先述の 2 つの

学びの評価基準を満たし、人々の内発性、

内面的満足感を維持するための工夫と

努力を惜しんではいけないということです。

オーナーシップを高めるためには、地域

の人々が一つ一つ納得して次に進んでい

くスピードと、自分のそれとは大きな隔た

りがあるであろうことを心に留めて、彼ら

の速度で、彼らのやり方で、彼らにとって

の価値ある方法で進むことをバックアップ

するような気持ちを持つことが大切です。

それには大きな忍耐を伴うこともしばしば

ですが、自分が主役というよりも、彼ら自

身のやる気や能力を引き出す係りだとい

う意識で取り組みましょう。効力感を維持

するためには、具体的にどのように効果

が得られたのかを可視化する、つまり｢効

果の見える化｣に配慮していく必要があり

ます。 

さらに、取り組みの試行錯誤や失敗も

成功もできるかぎり記録に残しておきまし

ょう。どんなことがうまくいって成功に結び

ついたのか、あるいは、どんな失敗があ

ったのかなど、活動の軌跡は、自分だけ

でなくその後のボランティアへの貴重な資

源づくりです。
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1991 年、インドはグジャラート州、ダング

ス県の先住民族のある小さな村に、1 台の

小さな灌漑ポンプが設置され、「参加型灌漑

プロジェクト」がスタートしました。このプロジ

ェクトは、地元の教育支援団体によって行わ

れたもので、極度の経済的貧困状態にある

ために、教育支援を行っても学校に来ること

ができない村人たちのための飢餓救済策で

した。厳しい自然環境の中で、乾季には収

穫物がなく、1 日 1 枚のチャパティと 1 本の

チリで凌ぐという日もめずらしくない状態だっ

たのです。 

ポンプ設置から 2 年目、初めて二毛作が

実現し、乾季の収穫で飢餓から救われ、子

どもたちが学校に通えるようになりました。

次第に人々の意識は大きく変化し始め、

徐々に出始めた経済的余力によって乳牛を

飼育し、新たに「ミルク・プロジェクト」がスタ

ート。地域の牛乳協同組合を通じてミルク販

売を行い、副収入の道を拓きました。採取し

たミルクは村人たちも飲んで栄養状態も改

善され、子どもたちの学校での集中力が増

して、学力も向上したそうです。また、ミルク

販売にあたって署名や簡単な計算が必要に

なることから、自主的に読み書きを学び始

め、瞬く間に村の成人識字率が向上。かつ

ては経済的貧困に対して無抵抗に見えた村

人たちは、こうして自分たちで生活を変えら

れるということを体験し、商業作物の栽培に

BOX 5 
経済開発から環境保全へ 
－プロジェクトによる豊かさのスパイラル 
 

も取り組むなど人生の豊かさへの希望を持

ち始めています。 

そして、もともと環境教育が目的のプロジ

ェクトではなかったにもかかわらず、もっと経

済的に豊かになりたいという思いから、経費

節約のために高価な化学肥料の購入をや

めて、乳牛の牛糞を利用して天然肥料を作

る方法や、バイオマスガスを利用する方法

などを学び、さまざまな環境保全につながる

取り組みが村人の中からどんどん広がって

います。さらに、かつてこの村では、子ども

は労働力であり多産が望ましいと考えられ

ていましたが、今では子どもは多くなくても

教育を受けさせたほうがよいと考えるように

なり、近隣の村々に比べて一世帯当たりの

子どもの数が減少してきたそうです。 

途上国の経済的貧困問題と環境問題は

ともに人口増加の問題と絡み合っていると

指摘されていますが、貧困救済から、生活

改善、教育水準の向上、環境保全につなが

る行動、出生率の減少など、この村の一連

のプロセスは、国際協力のアプローチに多く

の示唆を与えてくれます。現在、この村の

人々は支援団体の手を借りることなく、いま

も灌漑プロジェクトの運営を行っています。 

 

吉川 まみ 

東京都市大学特別研究員 
 

※このプロジェクトの詳細は、吉川まみ（2008）参照。 
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３．活動を進める上で心に留めておくこと 
 

これまで、途上国ならではの資源発見

のコツ、計画の立て方や PDCA サイクル

などについてお話ししました。本節では、

そういったノウハウとは別に、活動を始め

る前に心に留めておくとよいこと、そして

実際に活動を行う上での留意点について

学びましょう。 

 

１．何事にも段階がある！ 

－対象を丁寧に見る必要性 

途上国に限らず海外の国々に行くと、

まず衣・食・住をはじめとする目に見える

違いの大きさに驚かされます。そして次

第に、人々の立ち居振る舞い方から、も

のの見方、感じ方、表現の仕方まで、さま

ざまな違いにも気がつくようになってきま

す。そんな異文化の中で、価値の多様性

を五感で体験できることは、大きな喜びや

感動です。そして、異文化を理解するに

つれて、赴任した地域が身近なものに感

じられ、暮らしやすくなります。 

しかし、途上国の中で環境教育のプロ

ジェクトを行う場合には、異文化理解だけ

でなく、途上国が抱える問題を理解しよう

とする必要があります。本書第 1章「途上

国における環境教育」で 13 の配慮事項

について学びましたが、環境教育プロジェ

クトの観点から、とりわけ心に留めておく

とよい点についてもう少し詳しくお話しし

たいと思います。それは、対象となる地域

の人々は多かれ少なかれ、私たちのよう

な先進国の人々よりも経済的貧困にある

ということです。特に、経済的貧困問題が

深刻な地域では、経済的貧困問題をかか

えることが、人々の暮らしに何をもたらし

ているのか、どんな状態を強いる結果と

なっているのかということを忘れてはいけ

ません。 

貧困問題というのは、何も経済的な量

で測れることだけを意味するわけではあ

りません。例えば、孤独死や自殺など先

進国の社会問題は精神的貧困問題を象

徴しているとしばしば指摘されています。

また、文化的貧困といった言葉もあります。

しかし、こうした経済的貧困と精神的貧困

といった違いは広く認識されてはいるもの

の、先進国に暮らす私たちはどれほど経

済的な貧困問題の意味を理解しているで

しょうか。いま、私たちはテレビやインター

ネット、書物を通じてさまざまな途上国の

様子を知ることができます。そして、ストリ

ートチルドレンやスカベンジャー（ゴミの中

から鉄くずなどの換金できるものを拾って

生計を立てている人）などを目にすると心

が痛み、なんらかの国際協力をしたいと

思います。しかし、先進国の物質的に恵

まれた生活の中で生きてきた私たちは、

国際機関などによって示されている貧困
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ラインという経済指標やデータを見ても、

実際にそれが意味するのはどういうこと

か体験から学んでいません。まして、経

済的貧困とひとことで言っても、それには

実はさまざまな異なる段階があることもよ

くわかりません。 

本章第 2 節で、「エンパワーメント」とい

う言葉が、いろいろな文脈で広く使われる

ことをお話ししましたが、途上国の開発の

文脈では、もともとは、貧困者・社会的弱

者に対する「力の付与」という意味合いで

使用されています。途上国の農村で国際

協力によって、この意味でのエンパワーメ

ントがすすむ過程を、ある研究者が調査

し、経済開発過程とそれに伴う人々の内

面的な意識状態の変遷を考察したところ、

このエンパワーメントのプロセスは段階的

であることを指摘しています。エンパワー

メントのプロセスでは、本来は段階と段階

の間にはっきりとした境界線があるわけ

ではありませんが、考え易くするために便

宜上、プロセスをいくつかの特徴的な変

化によって段階として捉え、5 段階で示さ

れています（図表 3－6）。 

 

■ 図表 3-6 エンパワーメントの段階的なプロセス 

第 1段階： 基本的ニーズレベル 

「絶体絶命」 

生存の危機と隣り合わせの状態 

「その日暮らし」の状態で、生存のための最低限度の衣食

住を満たすこと以外に余裕が全くない状態。 

第 2段階： アクセスレベル 

「現状の問題視」、生活向上への

希望を初めて持ち始める状態 

完全に受け入れていた貧困状態を、そもそもなぜ？ これ

からもこの状態でいいの？ と問いかけ、自分の状態を客

観視する余裕が芽生えてくるレベル。 

第 3段階： 意識化レベル 

「社会意識の萌芽」 

問題への気づきが芽生え始めるとともに、問題視するよう

になった現状の根本的な原因を、社会の中に発見できるよ

うになる段階。また、経済活動やサービスの利用を通じて

社会的なネットワークが広がる。 

第 4段階： 参加レベル 

「生活改善への行動力アップ」 

目標などを意識して、積極的に社会的な活動に参加できる

ようになる。 

第 5段階： コントロールレベル 

「積極的な取り組みの開始」 

さまざまな面でのエンパワーメントが進み、生活向上や活

動推進など、前向きな取組ができるようになる。 

最終段階：トランスフォーメーション 

（相互変容） 

「スクラップ＆ビルド」 

かつてパワーを握っていた人々と、社会的弱者との間の力

関係など、社会構造やさまざまな関係性に変化が生じる段

階。 

出典： 久木田（1998）をもとに筆者まとめ
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ここからわかるのは、経済的貧困には、

いつも飢餓に直面している生存ギリギリ

の状態から、最低限食べて生きていくこと

はできるけれど、とても教育を受ける余裕

はない状態、などさまざまな状態があると

いうことです。大切なことは、そういった段

階によって、人々の心の状態や生きる意

欲や希望など内発的な精神状態も異なる

ばかりか、自由に使える時間の長さや、

自由な時間に何をするか、何をしたいか、

何が一番必要なのかといった優先順位も

異なるのだということです。 

 

２．最優先課題を考えてみる必要性 

かつて国際協力において、協力対象と

なる地域の経済的貧困状態がどのような

段階にあるかということが、きめ細かく考

慮されることはありませんでした。しかし

段階的にプロセスを捉え、最優先でエン

パワーメントすべきことは何か、必要とし

ていることは何かを丁寧に見ていくことで、

私たちの活動はより役立つようになるでし

ょう。経済的貧困問題といってもその段階

はさまざまで、水、食料、身体を覆う衣服、

雨風・寒暑をしのぐ場など、人間が生存

するために最低限必要なものにも事欠く

状態である人々に対して、人間にとって

最も大切なものは教育だからと識字教育

を行ったり、教科書を提供したりしても、

かえって人々に多くの負担を強いる結果

になってしまうこともあるのです。 

仕事を持っていたとしても 1 日の労働

報酬をその日のうちに受取って、その日

に自分と家族が食べるお米に換えなけれ

ば、たちまち飢えてしまう人々は大勢いま

す。蓄えがないために、たった 1日も仕事

を休むこともできません。このような「貧困

のスパイラル」が「その日暮らし」を強いら

れるという状態です。貯蓄がないために、

将来このスパイラルを断ち切るための時

間や物資や資金を投資することや、その

実りを待つだけの余裕がないというのが

「その日暮らし」の意味です。そして、この

状態にあるとき、多くが貧しさを完全に受

入れてしまい、何かを変えていこうという

意欲や意志、希望を抱くといった心の力

を失くしているということも、「貧困のスパ

イラル」の段階にある人々に特徴的な問

題なのです。 

 

３．「一石二鳥」の活動もある！ 

もしも、赴任した地域がこのような状態

の地域であれば、そこでプロジェクトを立

ち上げて参加を呼び掛けるというのは、

地域の人々にとってとても酷なことです。

その日に家族が食べるための労働の時

間を奪うことになるからです。農作業の手

を休めることができずにプロジェクトに参

加できないことはしばしばです。まずは何

よりも、その日１日の生活の糧を得る時

間を尊重しなければなりません。あるい

は、プロジェクト活動に時間を費やしても

らうためには、その時間で本来なら手にし

ているはずの報酬か、あるいはそれに代
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替する食糧を保証してあげなければなら

ないのです。 

しかも、私たちのようにやる気満々で海

外にやってきた、そんな心の状態ではあ

りません。プロジェクト参加で報酬を支給

できるわけではありませんし、がんば

れ！と励ましたら、人々の心にやる気が

わいてくるわけでもありません。たとえ彼

らがいくらか生業の手を休める時間的余

裕を持っていたとしても、経済開発プロジ

ェクトならまだしも環境教育プロジェクトを

立ち上げてみんなで心を合わせて活動す

るには多くの困難を伴います。 

そんなとき、何か活動せねば…と焦る

前に、｢一石二鳥型のプロジェクト｣を考え

てみてください。「生活も環境も」という同

時達成型プロジェクトです。ケニアのワン

ガリ・マータイさんが、グリーンベルト運動

で、植林すればするほどお金が稼げるよ

うな仕組みを作り、結果的に植林が進み、

更に女性がお金を持ったことでジェンダー

問題や紛争が解消されるというよい連鎖

が起こったことは有名ですね。 

もっともこのような素晴らしいノーベル

賞ものの活動を行わねばならないのでは

ありません。ただ、こうした素晴らしい事

例というのは、途上国での生活体験のな

い私たちに、途上国の暮らしの真っ只中

にある人々にとって何が最優先で大切な

のか、何がインセンティブになって人々の

内発的な気持ちが動くのかを示してくれ

ています。そんなヒントを見逃してしまって

は、それこそ「もったいない」と思いません

か？ 

地域の人々の生業やそのやり方を見

て、まずは最優先でそれを助けたりする

ことを、初めにプロジェクトの中心に据え

ていくと、生活の助けとなることがインセ

ンティブとなって人々のモチベーションが

上がります。 

とはいえ、私たちは環境教育ボランティ

アです。生活の助けになる活動の中から、

環境保全にもつながる接点を見つけたら、

それを積極的に推進してみましょう。

BOX4（P60）で紹介しているインドの事例

は、まず最優先課題としての経済的な救

済への取り組みから、人々の内発的な意

欲の喚起、そして、経済的なインセンティ

ブがモチベーションとなり、環境保全につ

ながる活動が自発的に生じている点がと

りわけ興味深いものです。ボランティアに

よる活動事例ではなく、活動年月も長い

ものではありますが、この事例はグリーン

ベルト運動と同様に、人々が置かれた状

態と優先課題を段階的に的確に捉えてい

った点に、いつでもどこでもどんな活動に

おいても参考になる多くの重要なポイント

を含んでいると言えるでしょう。
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私は、シリアへ環境教育ボランティアとし

て派遣されました。しかし、赴任直後は、す

ぐに活動が順調にいくような状況ではありま

せんでした。せっかく来たのに、2 年間を無

駄にするわけには行かないと思い、既に 3

ヶ月前に赴任していた環境教育ボランティア

2 名と共に「できること」を探して駆けずり回

りました。 

誰が言い出したか、毎月 1 回週末に首都

で最もにぎわう公園で清掃活動を行うことと

なりました。幼児教育ボランティアには子供

の遊び、音楽ボランティアには楽器演奏をし

てもらい盛大に毎月 1 回の清掃活動を始め

ました。これを基点にしながら、環境問題に

取り組む NGOや清掃局を訪問したり、更に

は大学にある日本語学科で運営に協力して

くれるボランティアを集めたりと勢力的に動

き回りました。公園清掃に参加してくれる子

どもたちへのプレゼントとしてグリーンバンド

（ボランティアの支援経費で現地の伝統工

芸品を利用）を作成し、更にはスポーツ用品

会社から布の端切れを提供してもらい、シニ

ア海外ボランティアが赴任していた裁縫学

校でマイバックを作る試みも行いました。 

考えつくこと全てを実施し、成功と失敗を

重ねる中、「毎月 1 回日本人が清掃活動を

している」という噂が広がり少しずつ協力者

も増えてきました。清掃活動を持続的なもの

にするために徐々にその運営を清掃局や日

BOX 6 
もうひとつの活動の形 
―原点に戻る、何のために、誰のために活動をするのか 

本語学生に譲り渡していく努力を続けてい

ると、隣の公園で清掃活動を行う団体が現

れたのです。我々が始めたこの活動は今 3

代目の隊員も続けてくれています。 

清掃活動を始めた頃に、国の青少年育成

を担当する青年同盟（日本の青少年育成課

のような団体）と活動することになり、そこで

は日本のエコクラブ活動を模して学校での

環境教育の授業を行いました。アクティビテ

ィを入れ、ふりかえりの時間を作り継続的に

先生ができるような教材やシステムも作りま

した。ここでもアイディアを実行に移しがむし

ゃらに活動を続け、気がつくと１年が経って

いました。学校で教えたことや日本での環境

教育の経験の少ない私にとっては毎日が孤

軍奮闘、いったいこれからどうしていこうかと

悩みあぐねていました。 

そんな時、明治学院大学の平山恵さんか

らゼミの学生とシリアの農村部で社会調査

の実習をしたいが協力してもらえないか、と

声がかかったのです。もともと首都とその郊

外を中心に生活、活動をしていた私にとって

よい機会と思い、タクシーを貸し切りシリア

の村々を回りました。先生はイラクやルワン

ダをはじめ多くの国々で調査を行ってきてお

り、何故農村部なのか、社会調査とは何か

など色々な話を聞く中で、自分がいかにシリ

アの一部だけしか見ていなかったかを思い

知らされました。それからの 1年は自分の希
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望で所属先を環境省に移してもらい 3000

人ほどの村での社会調査を実施しました。

夏には 2 週間ほどのホームスティをゼミ生

達と行い、清掃活動で協力してくれていた日

本語学科の学生にも一緒に寝泊りをしても

らいました。清掃活動で知り合った環境

NGO の人たちともこの村の現状をシェアす

るなど、1 年目につくった人間関係が生きた

場面もありました。 

このゼミにはいくつかモットーがあり、調

査とは「プロジェクトを作るための調査では

なく住民の声を聞くためのもの」「必ずフィー

ドバック（住民への還元）を伴うもの」「一人

ではできず、また 1 回で終らない」と何度も

聞かされました。 

赴任 1年目は、私はがむしゃらに走り回り

色々な試行錯誤を経て沢山の失敗をしまし

た。清掃活動は結果的に今でも続いてお

り、活動を通して様々な人間関係もできまし

た。ただ 2 年目になって気になったのは、本

当にシリアの人たちの声を聞いていたのか

ということでした。主役であるシリアの人たち

の望む姿を確認しないまま、自分達が、これ

が正しいのでは、と思うことをやってきたの

ではないか。自分達の試行は、とても小さな

物だったから、恐らくネガティブなインパクト

がなくてすんだが、これが人の命や健康に

関わることだったら取り返しのつかないこと

になるのではないか。「その土地を知らず、

BOX 6 

声を聞かずに自分達の思いだけで突っ走

る」ことの怖さを感じました。協力隊として赴

任する上で「人々のために」と思っていたに

も関わらずこんなに簡単に「自己満足」の活

動に傾いていたということに 2年目の村での

調査で初めて気がつきました。 

私は帰国後も 3 度シリアを訪れました。明

治学院大学の平山ゼミの学生は、毎年 2、3

年生がシリアを訪れフォローアップを行って

います。今でも、毎年新しい発見があり、信

頼関係がどんどん深まる中で、調査はやは

り１回では終らないと改めて感じています。   

こんな活動もあっていいかなと思います。 

 

田村 雅文 

シリア・環境教育・H17年度派遣 
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第４章 

第４章 活動のツボ 
 

 

 

境教育教材の開発や廃棄物問題の改善、学校巡回活動、イベント

の企画は、多くの環境教育ボランティアが取り組む活動内容です。こ

れらの活動においてちょっとした「ツボ」（ポイント）をおさえておくだけで、活動

がスムーズにいったり、事前にトラブルを避けたりすることができます。この

章で各活動のポイントをおさえて活動をどんどん盛り上げていきましょう！ 

環 
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１．環境教育教材の開発 
 

これまで、現地のニーズに合わせたさ

まざまな教材が環境教育ボランティアに

よって開発されてきました（図表 4-1）。ま

た、ボランティアが開発した教材以外にも、

国際プロジェクトとして展開しているもの

や日本国内でつくられたものなど多様な

教材が開発されています。ここでは、環境

教育の教材の種類、特徴、開発プロセス、

普及・利用プロセス、及び配慮事項につ

いて紹介していきます。 

 

１．教材開発の準備 

（1） 環境教育教材を開発する目的 

そもそも、なぜ環境教育教材を開発す

るのでしょうか？ 教材開発の目的には、

①直面する課題と目指すべき方向性の

明確化、②日常生活において活用可能な

知識・技能の獲得、③日々の生活態度の

振り返り、④今後の生活態度と行動に役

立てること、などがあります。 

さらに、地域住民と連携した教材開発

は、⑤地域資源・価値の明確化と共有、

⑥村落の構成員間のコミュニケーション

などにも役立つと言われています。環境

教育の教材を開発する前に、まずどのよ

うな対象にどのような目的で教材開発を

行うのかを明確にしましょう。 

 

（2） ニーズの明確化 

教材開発の際には、学習者のニーズ

の把握することが不可欠です。そのため

には、まず学習者の日常生活を知ること

から始めましょう。学習者との会合は、学

習ニーズをより深く理解することに役立ち

ます。学習者のニーズの把握に有効な手

段としては、①個人・グループとの会話と

質問の投げかけ（構造的・非構造的）、 

②個人・グループの生活現場への訪問

（生活環境・条件の把握と生活課題の明

確化）、③フォーカスグループ・ディスカッ

ションや対話の機会の構築（村落のキー

パーソン・ユースグループ・女性グルー

プ・学校の教師）などがあります。 

ニーズの把握は、単なる生活課題を明

確にすることだけではなく、個人・集団が

将来どのような生活環境を望んでいるか

についても明らかにします。現状の課題

改善だけでなく、個人・グループが望むよ

りよい生活環境にむけた創造的な学習プ

ロセスの構築が必要とされています。 

 

（3） 環境教育教材の設計図 

（カリキュラユニット） 

目的とニーズを明確にしたら、次の段

階は、教材の設計図（カリキュラユニット）

づくりです。カリキュラユニットの各要素の

検討を通して、より具体的で内容の充実

した環境教育教材の開発を目指しましょ

う（図表 4-2）。
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■ 図表 4-1 環境教育ボランティアにより開発された環境教育教材 

左上： 海洋汚染の啓発ポスター（ケニア） 

左下： ゴミ問題の啓発ソング（ネパール） 

右上： ゴミの啓発マンガ教材（サモア） 

右下： 家庭用コンポストのカレンダー教材（ネパール） 
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■ 図表 4-2 環境教育教材の設計図（カリキュラ・ユニット） 

テーマの選択 ・ 教材のテーマを選択する。 

対象者 

・ 非識字者、新識字者、成人識字者 

・ 初等教育段階、中等教育段階、高等教育段階 

・ 一般市民、子どもの保護者、子どもの家庭構成員 

・ 教職課程の学生、現職教師 

・ 企業関係者、メディア関係者、自治体・政府関係者、NGO・社会教育関

係者 

・ 村落・地域社会の構成員（世代、ジェンダー、役割分担） 

目的 
・ 関心（気づき）、知識、態度、技能、参加（関与） 

図表 1-5「環境教育の 5つの目的」参照（P12） 

学習内容に基づく

教材のタイプ 

・ 動機づけ型教材： 学習者がテーマに対して関心を持ち、動機づけ

を促す教材。 

・ 参 加 型 教 材 ： 学習者が活動への参加を通して楽しみながら、

理解を深める教材。 

・ 指 導 型 教 材 ： 課題解決にむけて明確な知識・技能を提示した

教材。 

・ フォローアップ教材： 全体を関連づけ、付加的な情報を提供するとと

もに、包括的な説明と意味合いを述べる教材。 

学習教材の 

フォーマット 

・ 文字・絵教材（例：ポスター、壁新聞、パンフレット、書籍、雑誌、フリップ

チャート、紙芝居、カードゲーム、すごろく、ボードゲーム、インターネッ

ト） 

・ フォークメディア（例：演劇、影絵、語り、パペット、歌） 

・ 実験・観察教材 

・ 視聴覚教材（例：DVD、VCD、ラジオ、TV、音楽、写真・スライド、

Youtube） 

教材の内容と 

ストーリー展開 

・ 導入部分、展開部分、振り返り・まとめ部分 

・ 補足資料部分（例：作業シート・関連情報・定義づけ） 

※ストーリー展開が必要ない教材もあります。 

筆者作成 
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２．教材の開発 

（1） 教材の選択（Selection） 

環境教育の教材が必要なときに、いつ

も一から新しい教材を作る必要はありま

せん。任国で先輩ボランティアが作成した

教材や、地域の団体や国際NGOが現地

のニーズに合わせて開発した教材など、

既存の教材があることが多いので、まず

どのようなものがあるかを探してみましょ

う。既存の教材を活用するときに重要な

のは、教材が対象者の学習ニーズに合っ

たものであるかということです。環境教育

教材の開発においては、新しいものをつく

るだけでなく、既存の教材の中から学習

者にとって適切なものを選択し活用する

ことも必要となります。 

 

（2） 教材の適合化（Adaptation） 

学習ニーズを踏まえたうえで、既存の

教材を活用できる可能性がある場合は、

教材の適合化（アダプテーション）をする

必要があります。対象とする学習者にとっ

て、どのような言語・用語レベル・文字量・

画像・学習スタイル・歴史文化・教材フォ

ーマット・ストーリー・概念・教材サイズ・付

録ワークシートが適しているかを見極め、

既存の教材を学習ニーズに応じて適合化

します。「アダプテーション」は、まさに、地

域の文化と価値観の尊重と配慮であると

も言えるでしょう。 

 

（3） 教材の開発（Development） 

対象者の学習ニーズに合った既存の

教材やアダプテーション可能な教材がな

い場合は、独自に環境教育教材を開発し

てみましょう。これまで、日本や海外にお

いて、優良な環境教育教材がたくさん開

発されています。様々な教材を参考にし

ながら、ぜひ独自の教材の開発に取り組

んでください。

状況に応じた行動をとること。場合によって、その対応を変えること。 
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３．異なる学習目的に基づく教材 

（1） 動機づけ型教材 

「動機づけ型教材」の特長は、学習者

がテーマに対して関心を持つよう、動機

づけを促す点にあります。美しく描画され

た絵画やポスター、環境破壊の悲惨な風

景を撮影した写真、簡単な実験教材で子

どもたちの興味をそそる科学実験ショー

なども動機づけ教材です。気づきや関心

に重きを置いた教材には、美意識や深層

心理、価値観に訴えかける教材が多くあ

ります。環境教育のさまざまな目的を達

成する導入部分として、動機づけ教材は

大変有効です。 

 

（2） 参加型教材 

「参加型教材」の特長は、学習者が活

動への参加を通して楽しみながら理解を

深める点にあります。参加型教材には、

すごろく・かるた・カードゲーム・遊びがで

きるポスターから、パペット・紙芝居・歌・

踊りのような大人数で楽しめるものまであ

ります。また、実験や観察の教材・教具も

実験室やフィールドで活用できる参加型

教材です。参加型教材は、教材のイメー

ジが教科書のイメージしかない途上国の

子どもたちに、体験に基づく新鮮な印象を

もたらすでしょう。 

 

（3） 指導型教材 

「指導型教材」の特長は、課題解決に

むけて明確な知識・技能を提示している

点にあります。実際の生活課題に対して、

具体的な知識・技能を提供する教材は、

途上国の人々にとって生活の改善に直

結する教材です。水のろ過の仕方から、

衛生面に配慮した料理法、生ゴミの堆肥

化（コンポスト）、収入向上のための薬草

や換金作物の栽培方法など、指導型教

材は、すぐに活用できる知識・技能を提

示しています。また、途上国の生活環境

における学習は、広い意味で環境教育と

関係性を持っているため、衛生・感染症・

植林・理数科教育などにおける教育活動

と関連づけることができます。 

 

（4） フォローアップ型教材 

「フォローアップ教材」の特長は、全体

を関連づけ、付加的な情報を提供すると

ともに、包括的な説明と意味合いを述べ

ている点にあります。一連の環境教育活

動を通して獲得されたさまざまな学びを

相互に関連づけ、付加的な情報とともに、

その理解を深めことができるのがフォロ

ーアップ型教材です。環境教育の 5 つの

目的（関心・知識・態度・技能・参加）に相

互関連性を持たせ、知識・技能の側面と

態度・行動の側面のギャップを埋める役

割を持っているとも言えるでしょう。環境

問題の相互依存関係、環境・社会・経済

のバランスについて、包括的な説明と意

味合いを提示することにより、「関係性」を

重視した学びに貢献します。
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■ 図表 4-3 異なる学習目的に基づく教材（ACCU機能識字教材より） 

 

左上：飲料水の処理に関する指導型教材 

右上：参加型教材のカードゲーム 

右中：動機付け型教材のポスター 

右下：フォローアップ型の漫画教材 
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４．教材の普及と利用 

開発された環境教育教材の普及と利

用において、配慮すべき視点を以下にま

とめました。地域住民の生活環境と学習

ニーズが多様な途上国においては、次の

ような点に配慮する必要があります。 

 

（1）デジタルデバイド（情報格差） 

メッセージの伝達においては、多様な

デジタルデバイド（情報の格差）に配慮し

ましょう。デジタルデバイドは、ジェンダー

や世代間のみならず、学習スタイル、居

住環境、使用言語などにおいてもその格

差が見られます（図表 4-4）。多様なデジ

タルデバイドの側面を踏まえた上で、環

境教育教材を活用する学習環境を見極

める必要があります。 

 

（2） 配布と普及 

教 材 活 動 の 目 的 は 、 「 配 布

（ Dissemination ） 」 で は な く 「 普 及

（Diffusion）」を重視しなければなりませ

ん。教材の配布は直接的で、テーマの重

要性を発信していく点では効果的である

と言えますが、教材はテーマに関する内

容を深めるだけなく、関連教材・教育活

動・地域的文脈とを関連づけることにより、

様々な学習目的を満たす可能性を有して

います。さらに、教材の普及は、学習者間

の情報の共有とコミュニケーションに生か

すこともできます。このように、普及は、地

域社会の構成員間において、コミュニケ

ーションチャネルを通した開発プロセスで

あると言えます。 

 

（3） コミュニケーションチャネル 

コミュニケーションチャネルとはターゲッ

トとする対象にメッセージを届けるための

ルートを指します。教材の普及・活用にお

いて、コミュニケーションチャネルを決定

することは、重要な戦略の一つです。戦

略を構築する際には、教材の設計図（カ

リキュラユニット）において決定した対象

者に対して、どのようなコミュニケーション

手法を採用すべきかを検討する必要があ

ります。

 

■ 図表 4-4 多様な情報格差 

社 会 的 ・ 経 済 的 要 素 ：  教育レベル・収入レベル・文化慣習・識字レベルなどによる異なる

学習スタイルなど 

学 習 能 力 の 違 い ： 年齢や世代、労働環境などによる学習能力の違いなど 

ジ ェ ン ダ ー の ギ ャ ッ プ ： 社会的性差における情報格差など 

国内における情 報格差 ： 都市と農村地域、社会層など 

世界的にみられる情報格差： 英語圏・非英語圏など 
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コミュニケーションチャネルには、マスメ

ディアチャネルや、対人間チャネルなどが

ありますが、環境教育活動においては、

対人間チャネルを通した丁寧なコミュニケ

ーションが必要とされています。対象者と

信頼関係や共通の話題・関心を有してい

る関係者は誰なのかを見極めましょう。 

 

（4） 教材のパッケージ化 

環境教育のさまざまな学習目的と環境

教育教材のタイプには深い関係性があり

ます。環境教育の学習目的に基づいて、

教材のタイプを使い分けることによって、

環境教育の学習目的に合った教材を開

発することができます。しかしながら、環

境教育活動は、さまざまなアクティビティ

がともに関連づけられたプログラムとして

機能している場合がほとんどです。このよ

うな場合には、多様な学習目的の達成に

むけた、環境教育教材のパッケージ化が

必要になります。「動機づけ型」「参加型」

「指導型」「フォローアップ型」の教材を組

み合わせることにより、より深い学習プロ

セスの展開が可能になります。 

 

（5） 教材活用と対面式（ブレンドアプロー

チとファシリテーション） 

教材を配布するだけでは、その効果は

期待できません。教材を通して情報の共

有を促したり、地域の文脈と関連づけさ

せたりするためには、対面式のコミュニケ

ーションが必要不可欠です。さらに、教材

のテーマについて、多くの学習者が議論

し学びを深めていくには、学びの深化を

促すファシリテーターの機能が必要とされ

ています。つまり教材に全て頼るのでは

なく、教材を生かし学びを深めることので

きる人材の育成も必要とされています。 

 

（6） 地域教材の参加型教材開発 

環境教育教材は、ボランティア一人で

つくることもできますが、誰と、どのように

開発をするかについても検討する必要が

あります。とりわけ、地域の資源を活用し

た教材の開発において、地域住民を巻き

込んだ教材の開発プロセスはとても大き

な意義を持ちます。地域の資源を明確に

する地域資源マップ、地域の危険区域を

明確化するハザードマップ、地域のよさを

アピールするビデオ教材、多くの子どもた

ちを巻き込んだ未来志向の壁絵づくり、

環境のメッセージを織り込んだ歌と踊り、

地域の環境活動のカレンダー、地域の言

い伝えを活かした紙芝居などさまざまな

切り口が考えられます。環境教育教材の

開発において、地域住民を巻き込むこと

は、地域資源・価値の明確化と共有や村

落の構成員間のコミュニケーションにも大

きな意義を持ちます。参加と対話を重視

した教材の開発は、自然に地域住民の主

体者意識を高めることもつながります。 
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５． 情報共有とコミュニケーションの

手段としての環境教育教材 

これまで見てきたように、環境教育の

教材にはさまざまな種類と特徴がありま

す。さらに、教材の開発プロセス、普及・

利用プロセス、配慮事項についても紹介

をしてきました。教材は、いわばメッセー

ジそのもののであるだけでなく、情報の共

有とコミュニケーションの手段にもなり得

ます。環境教育ボランティアが地域住民

との連携のもとで、対象とする学習者の

ニーズに適した教材を開発すること自体

が、素晴らしい学びのプロセスなのです。

教材の開発には終わりがありません。常

に改善を繰り返しながら、教材の質的向

上を続けていくことが重要です。 

 

６．教材開発・普及・利用における成

功のノウハウ 

環境教育教材の開発・普及・利用にお

いては、前述した視点以外にも、次ペー

ジにあるような視点もおさえておくことをお

すすめします（図表 4-5）。教材開発・普

及・利用のノウハウを蓄積しつつ、関係者

や同僚のボランティアとともにぜひ知見を

共有してください。
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■ 図表 4-5 教材開発・普及・利用における成功のノウハウ 

① 社会的適合性（地域的文脈への配慮） 

・ 歴史的・文化的文脈への配慮（例：擬人化の受容性、太陽や自然物の表現、色・人物像・画像

の嗜好性、言語・特殊文字の受容性、教材フォーマットの嗜好性） 

・ 地理的文脈への配慮 

・ 地域特有の学習スタイルへの配慮（例：歌、会話、踊り） 

② 教材開発の主体（教材の開発主体） 

・ 子ども主体の教材開発（例：後輩へのメッセージ媒体、絵画や歌など視聴覚を活かした教材） 

・ ボランティア主体の教材開発（例：日本の経験の発信、ボランティアの専門性・特技を生かした

教材） 

・ ボランティアと CPでつくる教材開発（例：紙芝居の開発、シェルブックへの現地語の挿入） 

・ 地域住民との協同による教材開発（例：壁絵の協同制作、歌・踊りの開発） 

③ 参加者の動員（多くの人々の巻き込み） 

・ 資金調達と教材開発・イベントの実施（例：協賛企業の巻き込み） 

・ 村落の構成員間のコミュニケーションの活発化（例：村落紹介用のビデオ教材開発）  

・ 地域価値の顕在化（例：地域資源マップ、地域の知恵やことわざの教材化） 

・ 視聴覚教材の開発（例：非識字・多言語対応のクリップアートやフォトランゲージ） 

④ インパクト（学習効果の向上） 

・ メッセージの一貫性（例：つながり、かかわり、ひろがり、ふかまり） 

・ 生活に身近なものの教材化（例：カレンダー、ノート、エコバック、母子手帳、日記帳、マンガ、

校歌、壁画、替え歌） 

・ キャラクターの一貫性（例：役割・機能をふまえたキャラクターの配置と一貫性） 

・ 非識字や他言語社会に対応した視覚教材開発（例：フォトランゲージ、シェルブック、紙芝居） 

・ メッセージの明確化（例：分類、時系列、比較、因果関係、因果ループ、優先順位、全体像、指

標、二元軸） 

・ 未来志向のメッセージ・理想像の共有（例：壁絵作成、スローガン、動機づけ型教材） 

⑤ 効率性の向上（メッセージの効率的伝達） 

・ ポスター教材の開発 

・ 歌・踊りの開発 

・ 共有物の教材化（例：校舎校庭、教室壁、掲示版・案内版、ゴミ箱） 

・ 地域メディアの活用（例：掲示板、壁新聞） 

・ マスメディアチャネルの活用（例：ビデオ教材、インターネット） 

⑥ 受益者の満足度の向上（楽しさや面白さの向上） 

・ イベント活動とのリンク（例：絵画イベントとのリンク、体験活動と教材化のリンク） 

・ 体で楽しめる参加型教材（例：床面を活用したすごろくゲーム、音楽や踊り・演劇とリンクした

教材、歌詞や脚本の開発） 

筆者作成 
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２．廃棄物問題の改善 
 

廃棄物の活動に取り組むことになった

ら、以下の「活動のツボ」を抑えておきま

しょう！ 

・ 引き取り手の無いゴミに手間と時間を

かけない。 

・ 住民の信頼と参加は必須。 

・ 住民巻き込み型の活動を始めるのは

全体像を描いてから。 

・ 日本の「モラル」を基準に考えない。 

 

１．廃棄物処理は｢後ろ｣から考える 

−「とりあえず家庭内のゴミ分別

指導から」は危険 

世界的に環境問題が重視される傾向

が強まる中、環境教育ボランティアに求

められる活動内容も非常に多岐にわたっ

てきています。特に近年は地方自治体に

おける「ゴミ問題」が要請内容に含まれる

ことが増えてきました。その中でも「市域

におけるゴミ処理全般」や「廃棄物処理シ

ステムの構築」など、場合によってはボラ

ンティアの手に余るような大きなテーマの

要請もあがってきています。しかし、ひる

む必要はありません。ゴミ問題も大きな視

点で考え、その中で日常の活動を組み立

てていけば、必ずしも難しいものではあり

ません。 

例えば、「一般家庭ゴミの処理」などの

要請の場合、環境教育ボランティアとして

は「家庭内ゴミ分別の啓蒙（教育）」活動

から始めたくなってしまいますが、ちょっと

だけ視点を大きくとって「家庭内分別をし

た後、分別資源はどうなるのだろう？」と

考えてみましょう。 

・ 家庭内で分別された資源は、分別され

た状態で収集されますか？ 

・ 市役所の収集能力は全資源を収集す

るのに十分ですか？ 

・ 収集された資源は最終処分場で埋め

立てられていませんか？ 

・ 収集された資源を一時的に保管する

集積所はありますか？ 

・ 資源物を引き取るリサイクル業者はあ

りますか？ 

・ 資源の販売で得た利益は市民に還元

されますか？ 

 

家庭内分別指導の後には、これら多く

のハードルが待ち受けています。これら

のうち一部分でも不備があり、各家庭の

協力を得て回収した資源が結果的に有

効利用されなかった場合、住民の努力が

無駄になるばかりでなく、市役所や廃棄

物処理システム全体への不信感を増加さ

せてしまうことになります。スムーズに効

果的な活動を行うために、事前の調査を

十分に行ってください。
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２．廃棄物処理プロセスを調査しよう 

任地の廃棄物処理に関する調査を、以下の順番で行ってみてください。 

 

■ ステップ① − 任国の廃棄物処理に関する法律・制度の調査 

・ 行政の役割分担（一般廃棄物＝市、危険廃棄物＝国・連邦政府、医療廃棄物＝

州・県など） 

・ ゴミ処理の方法（焼却処理、埋め立てなど） 

・ リサイクル関連法（リサイクルを義務づけられている資源など） 

 

■ ステップ② − 市のゴミ処理の現状 

・ 回収システムの現状（CP などへの聞き取り調査、回収頻度や料金、住民カバー率

など） 

・ 廃棄物関連予算（総額、市の予算に占める割合、近年の増減など） 

・ 埋め立て地（現場を観察、スカベンジャーの有無と回収物の種類、ゴミを燃やして

いるか、総量、規模、拡大速度など、おおよそのイメージをつかむ） 

 

■ ステップ③ − 排出されるゴミの調査 

・ 排出量（家庭ゴミと事業ゴミの量と割合、有機と無機の量と割合、無機ゴミの内容、

有価物の割り出しなど〕 

 

■ ステップ④ − 資源物回収業者の調査 

・ 市内にある業者（回収可能な資源物の種類と価格、回収形態、収集場まで引き取

りにこられるか、など） 

・ 近隣市にある業者（資源物の種類と価格、回収形態、引取りに来てくれるか、など） 
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（1） ゴミ処理の責任分担をチェック 

まず、ステップ①の任国の廃棄物関連

法から調べましょう。廃棄物は大きく分け

て、各家庭から出る「一般ゴミ」と企業や

団体からでる「事業系ゴミ」に分かれ、国

によってはそれぞれ回収プロセスが違う

場合があります。また、一般ゴミの中でも

通常の「一般廃棄物」のほかに、バッテリ

ー・電池や化学物質などの「危険廃棄物」

や一般家庭で出る注射針や医療機関の

出す「医療廃棄物」などに分類され、種類

ごとに行政の責任範囲が違っている場合

も多くあります。一般的には一般廃棄物

は「市役所」、危険廃棄物は「国・県もしく

は州」、医療廃棄物は「県または国の保

健省」などが受け持っているケースが多く、

回収方法も回収後のプロセスも異なって

いる場合があります。 

また、ゴミ処理の方法もさまざまで、日

本のように焼却処理を行っているのは土

地が限られたわずかな国々で、大多数は

処分場に埋め立てる方式をとっています。

焼却処理は有害物質を排出したり、燃料

を消費したりと問題が多く、国によっては

燃やすこと自体を禁止している場合もあ

ります。埋め立ての方法も有害物質や経

年変化による土壌への影響を減らすため

に、土中にゴムシートを埋めこんだり、浸

透しないコンクリートで造成したりとさまざ

まな規定が国によってされています。 

国によっては、リサイクル関連法が制

定されており、リサイクルが義務づけられ

ている資源物や回収方法の規定、さらに

はリサイクルを促進するための補助金制

度などがある場合がありますので、これら

についても可能な範囲で調べてみてくだ

さい。 

特に任国の廃棄物処理に関しては、現

地の JICA 在外事務所が情報を持ってい

ることが多いので、ぜひ問い合わせてみ

てください。任国で廃棄物関連の専門家

による技術移転プロジェクトがある場合は、

調整員を通してコンタクトしてみるのもい

いかもしれません。 

 

（2） 「ゴミ問題」が凝縮されている埋め立

て地は情報の宝庫 

ステップ②の市のゴミ処理の現状につ

いては、CP などに対するゴミ回収の現状

聞き取り調査と埋立地を実際に訪問して

みることで、おおよそをつかむことができ

ます。 

CPには、CP機関または市役所が行っ

ているゴミ処理の現状を、回収頻度、各

家庭から徴収する回収料金と徴収方法、

回収地域が全住民に占めるカバー率な

どを中心に聞き出してください。その上で、

現状の問題点を CP と話し合い、「現シス

テムの改善」で対応できるのか、「全く新

しいシステムが必要」なのかを大体のイメ

ージでよいので共有しておくとよいでしょ

う。 

埋め立て地の視察では、回収されたゴ

ミが実際にどうなっているかを確認しまし
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ょう。CP や市役所が「リサイクルしてい

る」などと言っている場合でも、埋め立て

地に行ってみれば一目瞭然です。どのよ

うなものが無駄に捨てられているか、何

がもっとも場所をとっているか、有機物と

無機物が別れているか、ハエや野良犬は

どうかなど、埋め立て地を観察することで

非常に多くの情報が得られます。 

埋め立て地の観察で特に注意してほし

いのが「スカベンジャー」の有無です。途

上国ではゴミの中から資源を探して売る

ことで生計を立てている人たちがおり、そ

ういう人々は「スカベンジャー」や「ウェイ

ストピッカー」と呼ばれています。自然界

ではハゲワシやシデムシなどが「腐肉食

動物(スカベンジャー)」と呼ばれ、生態系

維持のために非常に重要な役割を担って

います。人間界でもゴミ埋め立て地で有

価物をリサイクルする作業は非常に重要

な仕事ですが、地域によっては「スカベン

ジャー」を差別的な用語としているところ

もありますので、用語の使用には十分な

注意が必要です。 

彼らの多くは、どのようなものが売れて、

何が売れないのかを熟知している、いわ

ば「リサイクルのスペシャリスト」です。可

能な範囲でインタビューをし、現地のゴミ

問題の末端をよく理解してください。一方

で、ゴミ分別をはじめとしたリサイクル型

の廃棄物処理システム整備は、スカベン

ジャーの人々の仕事を奪ってしまう可能

性があります。処理システムを新たに構

築する場合は、市役所などと交渉し、でき

るだけスカベンジャーの人々を雇用する

などして、システムの中に取り込んでいく

配慮が必要でしょう。 

また、一人一人のスカベンジャーの利

益は少なくても、全体としては大きな資金

が動くため、多くの途上国・中進国では廃

棄物処理が「マフィア」の資金源になって

いる場合があります。そのような状況が

明らかになった場合は、直ちに現地 JICA

在外事務所の調整員に相談し、調査自

体を中断してください。「新たな廃棄物処

理システムの可能性を調査している」とい

うだけでも、彼らにとっては十分な驚異で

す。無理をしないで、別の可能性を探って

ください。 

 

（3） どんな「資源」がどのくらい？ 

おおよその目安を把握する 

上記の「現場調査」の後、可能な範囲

でステップ③の「ゴミ排出量」調査を行っ

てください。ゴミの総量などは市役所が行

っている回収の現状データから得られる

かもしれませんが、有価物の割合や、事

業系・家庭ゴミの量、有機・無機の別など

は、CP とゴミ回収に同行するなどして調

べる必要があるかもしれません。この段

階ではあまり無理をせず、簡単なサンプ

リングで「（1 日あたり）売れるものがどの

くらい排出されているか」のおおよそのと

ころをつかんでください。近隣に大学など

がある場合は研究室と共同で調査をした
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り、町内会や婦人会の協力（家庭ゴミの

住民自身による調査）を頼んだりすること

で、より精度の高い調査を行うことができ

ます。調査結果から「1 ヶ月あたりどのくら

いの量のペットボトルが出るか」などの情

報が明らかになれば、後々の買い取り価

格交渉が有利になったり、一時的な貯留

場所の規模が類推できたりといったメリッ

トがあります。 

いずれも、どんな「売れるもの」がある

かを把握することが 1 番の目的なので、

「1 ヶ月あたり排出量がどのくらいでいくら

の収入になる」など、この段階での皮算

用をする必要はありません。あくまで「大

体こんなものがこのくらい出そう」くらいに

楽に考えてください。 

もう一つ、引き取り業者の調査で重要

なのは「どのような形で買い取ってもらえ

るか」という点です。日本ではペットボトル

のラベルをはがしたり、フタを外したりした

状態で回収することが多いようですが、処

理設備によっては粉砕しチップ化した後

に比重の違いなどによって自動分別する

システムもあり、必ずしもラベルをはがす

必要がない国もあります。そういった国で

各家庭に「ラベルをはがす」要請をするこ

とは無駄であり、場合によっては協力を

得られない可能性もあります。基本的に

は「かかる手間」がどれだけ「買い取り価

格」に見合うかを基準にして考えてみまし

ょう。 

また、資源物の種類によっては「値段

がつかない」で無料で引き取るようなケー

スもあるかもしれません。その際も、業者

が市まで引き取りに来てくれるなどでコス

トが減らせる場合には十分に検討する価

値があります。市の埋め立て地も無限で

はなく、またゴミの経年劣化によってしみ

出る有害物質の汚染など、廃棄物の野ざ

らしは長年にわたってコストを発生し続け

ます。それらを総合的に判断して「ただで

引き取ってもらえる」方が少ないコストで

済むことが多く見られます。 
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３．｢実現可能性」を精査する 

－住民に無駄な努力をさせない 

これらステップ①から④の調査を一通

り行った後で、CP と「実現可能性」につい

てじっくりと話し合ってください。現行のゴ

ミ収集システムを部分的に改善すること

で対応できるならば、それに越したことは

ありません。改善点をまとめて、CP の上

司や市長、関係部署の担当者らを「説得」

してみてください。また、全く新しい処理シ

ステムを構築しなければならない場合も、

ひるむことはありません。調査結果をもと

に CP と十分に協議し、最終的に廃棄物

を処理できる目処が立つならば、挑戦し

てみる価値は十分にあります。 

ただし、現状で廃棄物の「持って行く

先」が全く見つからない場合は、「家庭内

分別指導」などの活動も行わないようにし

てください。住民がポジティブに協力し、

結果としてその努力が「無駄になった」場

合には、住民の信頼を失い、将来にわた

って協力を得られない可能性があり、「何

もしない状態より悪化する」ことも考えら

れます。ゴミ分別＆リサイクル以外にも町

の美化運動や環境意識向上などの「環境

教育」活動はたくさんありますので、状況

に合った活動を行ってください。 

 

４．いざ、実行。ボランティアの創意

工夫の見せどころ 

ゴミ処理に目処がついたなら、CP と共

に活動計画を作成してプロジェクトを組み

立ててください。調査の過程でほとんどの

ステークホルダーと面識ができていると

思いますし、場合によってはあなたの調

査活動に賛同して協力を申し出てくれる

住民もいるかもしれません。皆の「やる

気」をポジティブに受け止めて、一つの目

標に向かって導くような創意工夫を行って

ください。以下、実際に活動をはじめるに

あたってのヒントをいくつかあげてみま

す。 

 

（1） 一般家庭およびゴミ排出業者に対す

る啓蒙活動と環境教育 

基本的にゴミ処理は「排出者責任」で

あることの理解を促します。ゴミ処理には

コストがかかること、ゴミを出す人がそれ

を負担するのが原則であること、コストを

減らすために「家庭内分別」など「ほんの

少しの協力」を促すこと、3R+1R＝4Rで

コストが減らせること（Reduce, Reuse, 

Recycle + Reject）、などを重点にワーク

ショップや住民集会などを行ってみるのも

よいでしょう。任国の識字率や文字を読

む習慣の有無などを考慮して、絵で表現

した分別ポスターなどを配布してみるのも

お勧めです。町の診療所や小中学校と協

力した講習会なども効果的です。 

廃棄物の処理システムでは、一般家庭

の協力を取りつけることがもっとも重要で、

もっとも難しい部分でもあります。直接住

民に働きかけるこのパートは、環境教育

ボランティアの創意工夫が存分に発揮で
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きる活動でもありますので、CP と共に根

気を保ち、焦らず確実に住民の信頼を勝

ち取ってください。 

 

（2） 市役所の説得と予算の確保 

将来的には資源を売った資金が入って

くるとはいえ、活動の初期には設備投資

や人件費などのコストが発生します。市

長さんや助役さんなど政策決定者の十分

な理解を促してください。また、中間処理

場などのインフラ整備は市役所だけでは

予算的に対応できないこともありますの

で、州政府や県庁、国の出先機関などを

メンバーに入れた「作業部会（ラウンドテ

ーブル）」を組織してチームで活動するこ

とも必要になってくるかもしれません。さら

に住民代表や業者団体代表などの「ゴミ

排出者」を作業部会に組み入れることで、

活動が大きく促進されることも多いので常

に住民巻き込み型の工夫をしてみてくだ

さい。 

資源を買い取る業者はできるだけ「元

締め」に近い業者を探すようにしてくださ

い。仲介業者が増えるほど価格は下落し

ますし、小さな業者ほど付加価値をつけ

にくくなります。近隣の市に回収に来る

「ついで」に回ってもらうとか、量的なメリッ

トで価格を上乗せしてもらうなど、さまざま

な交渉を試みてみましょう。また、地元住

民の福祉に貢献するといった側面から、

CSR（企業の社会的責任）的な協力を要

請してみることもできるでしょう。国によっ

ては CSR 活動を行う企業に対する優遇

税制などもあるので、事前に調べて「提

案」をしてみるのも有効かもしれません。

資源物は住民が分別し手間暇かけた「商

品」であることを忘れずに、できるだけ付

加価値をつけて売り込んでみてください。 
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ボランティアの皆さんが暮らすこととなる

開発途上国では、急速な都市化が進んでい

ます。すでにかなりの都市化が進んだ先進

国では、都市の人口増加は緩やかであり、

かつインフラが整備されています。ところが

途上国の特に大都市では、もともとインフラ

が不十分なところに、農村部から大量の人

口が流入してきています。農村では食べら

れない、教育が受けられない、天災や内戦

で暮らせないなど、移動の理由は様々で

す。彼らの多くは職もなく、満足な教育も受

けていません。 

そこで、居住環境としては極めて劣悪な、

占拠しても排除されないような地域を不法

占拠するなどしてスクワッターを形成し、新

聞売りや靴磨きといった仕事とは呼べない

ようなインフォーマルな仕事でその日を食い

つなぐのです。水道もトイレもなければ、電

気もない、仕事もなければ学校もないという

ないない尽くしの生活を送りながら、よりよ

い明日を夢見て暮らすのです。 

こうした人々の生活環境の改善は、対途

上国支援の中でも重要度、困難度がとりわ

BOX 7 スラム・スクワッター地域の環境衛生改善 

 

け高い課題です。解決に当たっては、地域

の自然や社会経済に適合した適正技術の

適用も重要ですが、何と言っても大事なの

は、そこに暮らす人々の自分の生活をより

よいものにしたいという意欲を解き放ち、つ

なぎ、生かしていくことです。地域の変革に

は、「若者・バカ者・よそ者」が必要と言われ

ます。ボランティアの皆さんが加わることで

化学変化が起き、住民の自助努力を柱とし

た生活環境の改善が進むなら、素晴らしい

ことだと思いませんか。 

国際環境衛生講座の中の私の講義「スラ

ム・スクワッター地域の環境衛生改善」は、

そうした可能性にトライしてみたいというボラ

ンティアに送るエールです。 

 

桜井国俊 

沖縄大学図書館長 
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３．学校巡回活動 

１．巡回活動とは 

複数の学校を巡回する啓発活動は、

多くの環境教育ボランティアが取り組んで

いる活動です。英語ではスクール・アウト

リーチ（School Outreach）とも呼ばれる

学校巡回型の環境教育活動（以下、巡回

活動）は、広い地域やより多くの人々を対

象に啓発活動を行えるのが最大の特徴

です。 

ここでは、学校の巡回について述べて

ありますが、コミュニティへの巡回活動の

場合でも共通する活動のツボがあるので

参考にしてみてください。 

さて、一言に巡回活動と言っても、配属

先の移動手段の有無や予算によって、数

校を巡回するところから、中には 100校を

超える学校を巡回する必要がある場合も

あります。また、1 校につき訪問できる頻

度も 1年や 1学期に 1回から、週に数回

までさまざまです。一般的に多くの途上国

の教育現場では、カリキュラムに含まれ

ない環境教育のような課外活動は、数学

や理科といったテスト科目と比べて軽視さ

れる傾向があります。そのような状況の

中、効果的な巡回活動を行うためにはど

うしたらよいか考えてみましょう。 

 

２．きっかけとしての巡回活動 

途上国の学校では、環境教育というも

のを体験したことがない子ども達や先生

がたくさんいます。そもそも環境教育とは

何か知らない人達もいれば、興味・関心

があったとしても地理的・金銭的・時間

的・組織的な制約があり、そういった機会

を得られない人達もいるでしょう。巡回活

動は、環境教育の実施者（指導者）自ら

が学習者に積極的にアプローチすること

によって、そういった人々を対象に環境教

育の機会を提供することができる活動の

形です。 

巡回活動は通常複数の学校を対象と

し、かつ学校側がとってくれる時間は限ら

れているために、各校へ訪問する頻度や

授業に費やす時間はどうしても少なくなっ

てしまいます。そういった状況で、｢数回学

校に行くだけでは、生徒達の意識が変わ

るようには思えない、私のやっていること

に意味はあるのだろうか？｣といった悩み

を抱えるボランティアは少なくありません。

2年間の活動期間の中で何か形に見える

効果を出したいという気持ちは自然なも

のですが、何事においても人の｢意識を

変える｣には長い歳月と努力が必要です。

学校を数回訪問し啓発活動を行うことだ

けで、子ども達の意識や行動を大きく変

えることはその道の専門家であっても難

しいでしょう。 

意識の大幅な向上が難しいのであれ
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ば何のために巡回活動をするのでしょう

か？ それは、次のアクションにつながる

｢きっかけ｣を作ることです。巡回活動を通

してきっかけを与えることで、それまで受

身だった学習者が積極的に学んだり、環

境のために行動を起こしたりするようにな

れば、その巡回活動は成功と言えるでし

ょう。環境教育の 5 つの目的（関心・知

識・態度・技能・参加）でみると、巡回活動

では特に「関心」が重視されるといえま

す。 

ところで、ボランティアが巡回活動を行

う場合、一つの学校で与えられる時間は

1 時間前後のことがほとんどです。さまざ

まな制約の中で、どうすれば、次のステッ

プにつながる効果的な「きっかけ」がつく

れるのでしょうか。 

 

３．他の活動と組み合わせる 

巡回活動を効果的に次のアクションに

つなげるためには、巡回活動単体での実

施よりも、他の活動と組み合わせて展開

していく方がより効果的です。どんなに素

晴らしい巡回活動を行ったとしても、やり

っぱなしでそのまま放っておけば学校側

が主体的に次のアクションを起こす可能

性は低いままです。学校の主体性はもち

ろん大切ですが、最初のうちは、ある程

度の「お膳立て」が必要になってきます。 

 

■ 図表 4-6 学校巡回型の教育活動と次の取り組みへの展開例 

 

国立公園へのスタディーツアー 

清掃・植林イベントへの参加 

学校での取り組み 
例： 環境クラブの発足、ゴミ箱の設置、植林 

学校への環境教育巡回活動 

学校 

関心の獲得 

積極的な参加・関与へ 
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例えば、任地の学校数校を巡回し、ゴ

ミ問題に関する授業をしているとしましょ

う。生徒達はゴミ問題に関心を持ってくれ

るかもしれませんが、それだけでは、学ん

だ内容を実践に結びつけることは困難で

す。そこで、それらの学校を対象とした地

域の合同清掃活動や学校対抗のクイズ

大会、ゴミ箱アート大会、ディベートなど

のイベントを企画して、学んだ内容を活用

する場を提供することができれば、「関

心」から「参加」へとつなげることが可能に

なります。また、これらのイベントは、学び

を深めるだけでなく、参加する生徒や先

生のモチベーションの向上や学校間の交

流の促進にも大変役立ちます。 

これまで、環境教育の先輩ボランティア

も巡回活動と組み合わせて様々な活動を

実施してきました（図表 4-7）。これら以外

にも任地や配属先の現状に合わせて、巡

回活動と組み合わせられる活動を考えて

みましょう。 

また、巡回活動が要請内容に含まれて

いなくても、環境啓発イベント・キャンペー

ンの企画・運営に取り組んでいるボランテ

ィアにとっては、巡回活動は大きな武器に

なります。あるイベントに向けて事前に学

校を巡回することで、事前の予習や集客

効果が期待できます。そういう意味で巡

回活動は、イベントを効果的に実施する

準備の一つとしても捉えることができま

す。 

 

 

■ 図表 4-7 巡回活動と組み合わせられる活動例 

活動 活動内容とヒント 

エコスクールコンテスト 

巡回している学校の「エコ度」を評価し、順位を決める。エコ度の指

標の例としては、植林している苗木の数・ゴミのリユースやリサイク

ル・トイレの衛生状態などがあります。コンテストの表彰式と他のイ

ベントを組み合わせて実施することもできる。 

各種イベント 
清掃活動・植林活動・学校対抗クイズ大会・ディベート・演劇など、

巡回活動で学習した内容の実践の場を提供できる。 

詩、絵画コンテスト 
巡回している学校同士の距離が遠く一堂に集まれない場合でも、

環境のテーマに沿った詩・絵画コンテストには参加できる。 

ニュースレター 
ニュースレターの発行は、知識の伝達やイベントなどの告知だけで

なく、学校での先進的な取り組みの紹介などにも活用できる。 

シ ー ド エ ク ス チ ェ ンジ

（Seed Exchange） 

2 校以上の学校が、お互いの学校周辺から採取した種を交換し合

う。互いに持っていない種子が手に入ったり、学校同士の交流を促

したりすることができる。 
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４．学校を巻き込む 

（1） 先生の巻き込み 

環境教育ボランティアの配属機関には

巡回活動を担当しているスタッフがいない

こともあり、実際に学校を巡回するのはボ

ランティア 1人だけといった例も少なくあり

ません。このような場合、任期終了後、後

任のボランティアがいなければ、巡回活

動自体は停止してしまいます。本来は、

CP や同僚と一緒に巡回活動を行い、引

き継いでもらうのが理想的ではあります

が、CP が本来の業務で忙しく巡回活動

に参加できないということも実際には起こ

りえます。 

そんな状況で、巡回活動そのものが継

続されなくても、学校で環境教育の活動

が続けられるような体制を作るには、学

校で活動する先生を上手く巻き込んでい

く必要があります。キーパーソンとなりうる

学校の先生の中には、大抵環境につい

て高い問題意識を持っている人がいます。

まず、このような意欲のある先生を巻き込

むことが巡回活動の成功の条件の一つ

です。 

二つ目の条件として、学校側のサポー

ト体制があります。やる気のある先生が

いても、学校長を含め学校の運営側が反

対していては巡回活動の実施は困難で

す。学校が消極的な場合でも、環境教育

やその重要性を知らずに反対している場

合もあり得るので、話し合いの場を設けて

CP と一緒に学校側を説得するなどする

のもよいでしょう。 

逆に、とりあえず活動に協力的な学校

をパイロット校（環境モデル・スクール）と

して重点的に活動を行ってみるのも一つ

の手です。それらの学校で活動が軌道に

乗り、他の学校にも噂が広まれば、今ま

で関心を持っていなかった学校も興味を

示してくれるかもしれません。 

意欲のある先生がいて、学校も後押し

してくれるという条件が揃えば、巡回活動

や学校主体の活動も順調に進んでいくは

ずです。しかし、途上国で教師の異動は

よくあることで、せっかく活動が盛り上がっ

てきたのに、担当の先生がいなくなった

途端に活動が停滞・停止してしまうことも

よくあります。そこで、持続的に活動を続

けていくためには、できるだけ 1 校につき

2 人以上の先生を活動に巻き込むように

しましょう。環境クラブであれば顧問、副

顧問というように 1 人が辞めた場合でも、

引き継げる先生がいることが重要です。

ただし、形だけの副顧問でなく、活動にし

っかり巻き込めているか注意してみてくだ

さい。 

 

（2） モチベーションを高める 

協力してくれる先生を巻き込むときに

忘れてはいけないのが、教師は本業の傍

ら「ボランティアで」環境教育活動に協力

してくれるということです。したがって、何

らかのインセンティブなしに、本人のやる

気だけで積極的に関わり続けてもらうこと
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は難しいでしょう。 

ワークショップやセミナーを通して環境

分野でのスキルアップの機会を提供した

り、対外的に環境教育活動を行っている

ということを示す証明書を発行したりする

ことは、協力してくれる先生のモチベーシ

ョンをあげるのに役立ちます。そうすれば、

学校長に対して、どういった活動をしてい

るかの説明にもなり、またその先生が転

職や異動をする際に実績として示すこと

ができます。 

生徒には、環境教育クラブなどのメン

バーシップカードや環境クラブのロゴ入り

のバッジなどがあると、生徒も環境を守る

クラブの一員であるという自覚が高まるで

しょう。そこまでできなくても、ある一定の

課題をこなした学校や生徒に対して表彰

状や感謝状を授与することで、生徒の「も

っと頑張ろう」という意欲を引き出すことが

できるはずです。国立公園へのスタディ

ーツアーの開催など、他にもモチベーショ

ンをあげるアイディアはたくさんあります。 

さらに、学校で育てた苗木や木材を売

って環境クラブの活動資金にしたり、学校

の備品の購入にあてたりする仕組みがで

きれば、持続的な活動が期待できます。

他にも養鶏や「売れるゴミ」を収集して買

い取ってもらう活動などを通して「結果」を

見えやすくするとよいでしょう。 

 

（3） 横のつながりを作る 

学校による環境教育活動の持続性をさ

らに高めていくためには、イベントなどへ

の参加だけでなく、学校に積極的に企画・

運営に関わってもらう必要があります。中

心的な役割を担うのは教師ですが、高校

生や大学生であれば生徒に積極的に関

与してもらうとよいでしょう。 

アプローチで見ると、巡回活動の授業

自体は「環境についての教育」（知の移転

型）や「環境のなかでの教育」（感性学習・

直接体験型）になることがほとんどですが、

このように教師や生徒の積極的な関与を

促すことで「環境のための教育」（集団的

行動・参加・対話型）へとつなげることが

できます。 

環境教育活動の賛同者が増えてきた

ら、担当教師や関連団体のステークホル

ダーからなる実行委員会を立ち上げてみ

てください。イベントに参加してもらうだけ

でなく企画・運営にも積極的に関わっても

らいましょう。 

 

５．学校巡回のチェックポイント 

さて、実際に巡回活動を行う際のポイ

ントを見ていきましょう（表 4-8）。本章の 1.

「環境教育教材の開発」及び 4.「イベント・

ワークショップ」と共通するポイントも多い

ので参考にしましょう。 

また、先輩ボランティアが経験したトラ

ブルをもとに、巡回活動を実施する際の

留意点もおさえておきましょう。 
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■ 図表 4-8 学校巡回活動のチェックポイント 

チェック項目 チェックポイント 例 

目 的 
・ どんな学びを得てもらいたいか。 

・ どんなきっかけを与えたいか。 

ポイ捨てについて感心を持ってもら

う。 

対象者 

・ どの地域の学校か、初等・中等・

高等教育、私立・公立など。 

・ 対象者（環境クラブの生徒・全校

生徒・特定のクラスなど）。 

海辺に近い○△×地区の小学校 10

校の環境クラブに所属している生徒

約 500名。 

テーマ 

・ テーマを選択する際は、複数の学

校でテーマは同じでもよいか、テ

ーマが学校周辺の自然環境や生

活環境に合っているか確認する。 

「私の捨てたゴミはどこにいく？」 

（10 校とも海のそばにあり、ほとんど

の生徒が海に行ったことがあるので

全校同じテーマとする。） 

プログラム 

・ 手法（ビデオ上映、紙芝居、参加

型アクティビティなど） 

・ プログラムの長さ・時間配分 

・ 実施場所（学校の周りにどんな自

然があるか事前に把握しておくと

よい。） 

1回目：「ウミガメとゴミ」のビデオ上映

（30 分）→グループディスカッション

（20 分）→ふりかえり（10 分）、計 60

分 

2回目：ゴミの種類についての参加型

ワークショップ（50 分）→ふりかえり

（10分） 

スケジュール 
・ 時期、日程、各対象校への訪問

回数 

1 学期の間に各学校を 2 回ずつ訪

問、クラブ活動の時間に実施する。 

会 場 

機 材 

・ 機材（黒板、AV機器、DVDなど） 

・ 学校に機材を使える環境が整っ

ているか（電気、会場など）。 

・ 配属先と学校どちらが用意する

か。 

TV と DVD プレーヤーがある学校で

は事前に準備してもらう、ない場合は

機材を持参する。停電の際はビデオ

の代わりに紙芝居を使う。 

評 価 

・ 自己評価 

・ アンケート 

・ 口頭でのフィードバックなど 

生徒からは口頭でフィードバックをも

らい、担当の先生には授業について

のアンケートに回答してもらう。 

他の活動との

関 係 

・ ニュースレター 

・ イベントへの参加 

・ 次回の巡回時までの宿題など 

全校への巡回が終了後、合同のビー

チ清掃活動を実施する。 
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（1） 巡回活動のスケジュール 

多くの学校を巡回し、時には遠方に行

くこともある巡回活動の日程を決定する

際には、必ず CP など現地の人に相談し

ましょう。悪路で移動に予想以上の時間

がかかったり、イスラム圏ならラマダン

（断食）の時期は学校が午前中で終わっ

たりすることもあるので、普段から情報収

集に努めましょう。 

 

（2） 事前の通知 

事前に学校巡回の通知を郵送でする

場合は、その国の郵便事情によって配達

が遅れる場合があるため、時間には十分

余裕をもちましょう。電話やメールで連絡

がとれる場合は、郵便の他に二重、三重

で確認をすると、「遠路はるばる来たのに

休校だった…」というような事態を未然に

防ぐことができます。 

また、どんなに完璧に準備をして予定

通りの時間に学校に着いても、学校側の

対応が遅れることはよくあるので、時間と

心に常に余裕を持ちましょう。 

 

（3） カリキュラムの中での環境教育 

一般的に、巡回活動は生徒が登校す

る平日に行われます。学校では通常の授

業が行われていますので、訪問する際は

それを出来るだけ邪魔しないように授業

を設定する必要があります。 

多くの派遣国では環境教育のように既

存のカリキュラム以外の｢学び｣に対する

意識が低いので、授業をさせてもらう時

間を頂いているという意識を持ちましょ

う。 

また、授業のテーマがいつも｢環境教

育｣である必要はありません。既存の音

楽・理科・社会（日本の文化紹介）といっ

た授業に環境教育のエッセンスを盛り込

む方が、学校側にとって実施し易いという

場合は、その機会を利用するとよいでしょ

う。 

 

（4） ハプニングに備えよう 

どれだけ完璧に準備したと思っても、事

はそうそう予想通りに運びません。例えば、

野生生物のビデオを見せようと思って準

備していっても、急なトラブル（機械の故

障、停電）で見せられなくなった、というの

はよくある話です。こんなときに必要にな

ってくるのが｢プラン B｣です。急な停電な

どがあるときにも紙芝居は使うことができ

ます。トラブルや急な変更を想定して、準

備の段階で2つ以上の授業内容を準備し

ていくと、予定が変更されても対応するこ

とができるはずです。 
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（5） 授業本番 

さあ、いよいよ本番です。まずは、第 5

章のアイスブレイキング集などを使って話

し易い雰囲気を作りましょう。最初のうち

は、見慣れない外国人が来るわけですか

ら子どもが言うことを聞かない、わいわい

騒いで授業どころじゃないという状態にな

るかもしれません。そんな時は、無理にし

かったりせず、子どもたちを静かにさせる

のを担任の先生に任せるのも一つの手で

す。より効果的な授業を行うために、先生

にはできる限り同席してもらうようにしまし

ょう。それができない時は、第 5章で紹介

されている集中を高めるアイスブレイクな

どを駆使して乗り切りましょう。 

 

（6） フォローアップを忘れずに 

巡回活動は次の授業やイベントまでの

期間が空くことが多いです。そこで次回の

授業に関する課題を出したり、ニュースレ

ターを発行したりするなど、訪問できない

時も何らかの形で学習者が環境教育に

関わっていられるような環境を作るよう心

がけましょう。 
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４．イベント・ワークショップ 

 

１．事前のチェックポイント 

環境教育ボランティアがイベントやワー

クショップを企画する機会は多くあります

が、その実施において、思わぬハプニン

グはつきものです。当日まで参加者数が

わからない、来ると思っていた人がなかな

か来てくれない（参加者ならまだしも講師

やスタッフがということも）、兄弟姉妹をつ

れてきたので予定より人数が激増した、

届いていると思っていた協力依頼が読ま

れていない、など実際にはさまざまなハプ

ニングがあります。「周到な準備」とともに、

突然のハプニングをある程度「予測する

力」、予想外の事態にも対応できる「柔軟

な対応力」を磨きましょう。以下は、イベン

トやワークショップを実施するにあたって、

事前にチェックすべきポイントです（図表

4-9）。 

 

■ 図表 4-9 イベント・ワークショップ実施のチェックポイント 

目 的 

・ どんな体験をしてもらいたいか。 

・ どんな学びを得てもらいたいか。 

・ 社会的にはどんなメッセージを発信したいか。 

対象者 

人 数 

・ 年齢にばらつきはあるか。 

・ 固定的か流動的か。 

・ 配慮すべき用件は（字はかけるか、文化的タブーはないか、など）。 

・ はじめてかリピーターか。 

・ 自主的な参加か、ある程度強制的な参加か、偶発的な参加か。 

・ 参加者が期待するものは何か。 

会 場 

・ 使えるスペースの広さや備品（イス・机・電源・黒板・掲示できる場所など）。 

・ 場所の特性（魅力や特性・配慮事項・危険箇所・トイレ・移動手段など）。 

・ 野外の場合、日陰やトイレ、雨天時の活動場所など。 

時 間 

・ 参加しやすい季節や日時、時間帯があるか。 

・ 準備や告知の期間はどうか。 

・ 当日の状況はどうか（天候、他のイベントや活動とのかねあいなど）。 

協力者 

協力団体 

・ 協力者は誰か、協力団体は何か。 

・ 協力者・協力団体にとってのメリットは何か。 

・ どんな役割を担ってもらうとよいか。 

その他 
・ 告知はどうするか。 

・ 資金はどうか。 



第４章 活動のツボ    ―    ４．イベント・ワークショップ 

 

 97 

２．プログラムとアクティビティ 

一つの企画を考えるときに、プログラム

とアクティビティという考え方を知っておく

とよいでしょう。ゲームや紙芝居、講義と

いった個々の活動がアクティビティと呼ば

れ、それをつなげて一連の流れとしたも

のがプログラムです（図表 4-10）。 

その組み合わせの仕方としては、「導

入→展開→ふりかえり→まとめ」という流

れがオーソドックスなものです。 

「導入」で参加者同士が打ち解け、指

導者との信頼関係をつくります。ここでは、

アイスブレイクゲームなどの場を和ませる

活動が有効です。全体の雰囲気づくり、

参加者のやる気を引き出す段階です。 

「展開」では、テーマや目的により迫っ

ていく活動へと移ります。 

「ふりかえり・まとめ」は、それまでの活

動からの学びを意識化していく段階です。

お互いに気づいたことを共有したり、指導

者が学びを整理したりすることで、プログ

ラムで体験したことを意味づけしていきま

す。 

 

３．テーマを明確にしよう 

楽しいアクティビティをばらばらにつな

げていくのではなく、テーマにそって流れ

（ストーリー）をつくってみましょう。個々の

アクティビティもテーマを意識して展開し

ていくと、基本的な手順は同じでも、導入

やふりかえり・まとめの仕方一つで、参加

者の学びの視点は大きくかわってきます。

さまざまなアクティビティのマニュアルも、

自分のテーマに引き寄せてみてください。 

 

■ 図表 4-10 環境教育プログラムとアクティビティ

終了 

開始 

アクティビティ １ 

「導入」 
アクティビティ ２ 

「展開」 
アクティビティ ３ 

「展開」 
アクティビティ ４ 

「ふりかえり」 
アクティビティ ５ 

「まとめ」 
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４．プログラムの例 

（1） 事例 1 − ケニア・モンバサ市 ビーチ清掃イベント 

実際に先輩ボランティアが実施した企画を見てみましょう。一つ目の事例は、ケニア

のボランティアが企画した半日のビーチ清掃活動です。詳細を見ると、さまざまな配慮

がされていることがわかります。 
 
■ イベント概要・プログラム 

目 的 ゴミのポイ捨てについての意識を向上させる 

テーマ わたし達が捨てるゴミと海の生きもの 

対 象 環境クラブメンバーの小学生から大学生までの生徒約 500人 

会 場 海洋保護区に面したパブリックビーチ 

協力者 海洋保護区の管理団体（ゴミ袋・ゴム手袋提供）、市役所（収集したゴミの回収） 

 

時間 アクティビティ ねらい 配慮事項 

8:00 

集合・受付（待ち

時間にアイスブ

レイク） 

現地の人の遅刻癖に

柔軟に対応する。 

遅刻で実際の開始時間が大幅に遅れ

るので、招待レターのプログラムには 2

時間ほど早い時間を記載する。 

8:15 開始の挨拶 
配属先の紹介と安全確

認。 

主催者の挨拶とゴミ拾い時の注意事項

説明。遅れる学校が多いため、随時イ

ンターンが説明を実施。 

8:30 清掃活動 

ビーチをきれいにし、ど

れだけの、どんなゴミが

捨てられているか知っ

てもらう。 

日差しが強くならない内に清掃を実施

する。安全の為に、小学校のグループ

には大学生をひとりずつを割り当てる。 

10:00 サンドアート大会 

サンドアートを楽しみな

がら、ゴミが海の動物

に与える影響に関心を

もってもらう。 

清掃活動の後で疲れているので、エン

ターテイメント性の高いアクティビティを

行うことで雰囲気を盛り上げつつ学ぶ。 

11:15 
生徒による 

パフォーマンス 

生徒の参加によるふり

かえり・まとめ。 

生徒に海の環境とゴミに関する詩・歌・

劇・ダンスなどを事前に準備してもらう。 

11:45 

主催者・協力者

によるスピーチ、

閉会の挨拶 

主催者・協力者による

ふりかえり・まとめ（生

徒によるまとめの補

足）。 

協力者にスピーチの機会を与える。生

徒をねぎらってもらい、参加者のモチベ

ーションをあげる。海亀とビニール袋な

どの話も盛り込む。 

12:00 
各学校の自由時

間 

普段、海に来られない生徒が多くいるため、午後自由に浜辺や海

で遊ぶ時間をとれるようイベントは午前中で終わらせる。 
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（2） 事例 2 − ベトナム ハノイ市小学校における 3R環境教育増強計画 

二つ目はベトナムのハノイに短期でチームとして派遣されたボランティア達が

実践した連続したワークショップの事例です。学校の授業時間を使ったこの活動

は、「関心→知識→態度→技能→参加」の流れを意識してプログラムがつくられて

います。 
 
■ プログラム概要 

プログラム名 ハノイ市の小学校における 3R環境教育増強計画 

日 時 2009年 8月 21日－9月 18日 

対 象 ①Khuong Thuong 小学校 ②Hoang Hoa Tham 小学校 

目 的 

ハノイ市2箇所の小学校において「REDUCE、REUSE、RECYCLE」の３R環

境教育プログラムを教員と共に実施・共有して、ハノイ市の課題である廃棄物

管理に関連して、持続的な環境教育と 3Rの啓発を促進することである。 

内 容 
①環境教育プログラムの実施、②環境教育・啓発活動に関する優良事例の

共有、③環境教育ネットワークの構築 

期待される 

効 果 

①ハノイ市の 3R環境教育プログラムの改善と 3R促進、②環境教育・啓発活

動に関する基礎知識についての理解が深まる、③ハノイ市の今後の環境教

育の展開について方向性の共有 

投 入 

人員： 日本側：JOCV11名 その他 

ベトナム側： 小学校教員 2名 その他 3Rボランティア 5名  

資金： 21,185,200 VND 

 

日程及び 

内 容 

Khuong Thuong小学校 Hoang Hoa Tham小学校 

8/21～ E.E.準備開始 8/21～ E.E.準備開始 

8/25 学校側と 1st ミーティング 8/31 
学校側と 1st ミー

ティング 

8/26～28 E.E.準備（アクティビティ作成） 9/1～7 E.E.準備 

9/1 2ndミーティング 9/8 レッスン 1打合せ 

9/3～7 E.E.準備（E.E.ツール作成） 9/9 レッスン 1実施 

9/8 レッスン 1打合せ＆リハーサル 9/10 レッスン 2打合せ 

9/9 レッスン 1実施、L2打合せ 9/11 レッスン 2実施 

9/10 レッスン 2 リハーサル、L2実施 9/14 レッスン 3打合せ 

9/11 レッスン 3 リハーサル、L3実施 9/15 レッスン 3実施 

9/14 レッスン 4レビュー打合せ 9/16 レッスン 4打合せ 

9/15 
レッスン 4 実施、レビュー打合

せ 
9/17 レッスン 4実施 

9/16 レビュー実施、学年集会打合せ 9/18 レビュー実施 

9/17 学年集会での啓発活動の実施 9/21 
全校集会での啓

発活動の実施 



 100 

■ レッスン 1 （40分） 

目的 ハノイ市の廃棄物の現状を知る 【関心から知識へ】 

内容 

環境教育ツールを用いた参加体験型学習を通じて、ハノイ市の廃棄物の現状、Namson 埋立

地について学んでいく。参加者は、本授業から自分たちの町の現状を知り、自分達の町を守る責

任と環境保全の責任があることの認識と、そのための知識を得ることをねらいとする。 

① 自己紹介（アイスブレイク） 

② レッスン 1の紹介（既存教科書 P.1-2） 

③ 環境教育ゲーム(このまま廃棄物発生量が増加すると 2016 年にはハノイの埋立地が一杯

になってしまう。現在と 2016 年の埋立地の状況を表したゲームを通して、児童が五感で体

験する。) 

④ レクチャー（教科書・新規ツールを使用してハノイと海外の廃棄物事情を比較。都市部で廃

棄物がもたらすリスクについて体系的に学ぶ。） 

⑤ まとめ（環境保全の責任があることの認識） 

⑥ ミニテスト（本プログラム実施前と実施後の理解力を図る） 

必要なもの 

教科書『3R Education Text Book』(越語)、黒板、E.E.ゲーム（宝箱、布、笛）、写真パネル（ナム

ソン埋立地、ハノイ・ゴミカート、ミクロネシア埋立地、イタリア・ナポリ、シドニー・歩行者道、横浜・

赤レンガ、岡山・収集ステーション）、ミニテスト 

実施場所 Khuong Thuong小学校 4B クラス Hoang hoa Tham小学校 5A クラス 

実施日時 2009年 9月 9日 9：40～10：20 2009年 9月 9日 9：50～10：30 
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■ レッスン 2 （40分） 

目的 「3R」を知り、分別ができるようになる。 【知識から技能習得へ】 

内容 

環境教育ツールを用いた参加体験型学習を通じて、3 種類のゴミ(Organic waste, Inorganic 

waste, Recyclable)と 3Ｒ（Reduce, Reuse, Recycle）について学ぶ。参加者は、本授業からな

ぜ 3 種類のゴミに分ける必要があるのか、また 3 種類のゴミとは何かを学ぶ。またあわせて 3Ｒ

についての知識を身につける。 

① 前回授業の復習クイズ形式（アイスブレイク） 

② レッスン 2の紹介（既存教科書 P4-7） 

③ レクチャー（教科書、新規ツールを使用して、「3 種類のゴミについて学ぶ」→「3R について

学ぶ」） 

④ 環境教育ゲーム（ゴミの描かれたピクチャーカードを 3種類のゴミに分ける。本ゲームを通じ

て各生徒が 3種類のゴミについて正しく分別できるかを確認） 

⑤ まとめ（3種類のゴミ、3R に関する知識） 

必要なもの 

黒板、マグネット、笛、写真パネル（ナムソン埋立地、リサイクル品、コンポスト製品）、 

3Rパネル（Reduce、Reuse、Recycle）、ピクチャーカード（一組 20種） 

実施場所 Khuong Thuong小学校 4B クラス Hoang hoa Tham小学校 5A クラス 

実施日時 2009年 9月 10日 10：20～11：00 2009年 9月 11日 9：50～10：30 
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■ レッスン 3 （40分） 

目的 正しいゴミ出し方法を習得する 【技能習得から態度へ】 

内容 

環境教育ツールを用いた参加体験型学習を通じて、ゴミを出す時間・分別方法について学んで

いく。参加者は、本授業から正しいゴミの出し方を習得し、今後ハノイ市全域に拡大する予定のゴ

ミの分別収集参加への礎を築くことをねらいとする 

① 前回授業の復習 クイズ形式 （アイスブレイク） 

② レッスン３の紹介（既存教科書 P11） 

③ E.E.ゲーム（一次収集・二次収集の仕組みを組み込んだ EE ゲームを通じて、分別すること

を疑似体験する。レッスン２よりも実践的な方法） 

④ レクチャー（既存の３Rテキスト、新規ツールを利用し、具体的なゴミの出し方を学ぶと共に、

家庭から出されたゴミがどのように処理されるのかを学ぶ） 

⑤ まとめ（ゴミを捨てる際のルール知識） 

必要なもの 

パネル 3(Organic waste, Inorganic waste, Recyclable)、ゴミのピクチャーカード A5サイズ（ラミ

ネート）、Review 用クイズパネル（ラミネート）、パネル１（ゴミステーションと回収員の写真、よりス

テーション及び悪いステーションの写真、コンポスト向上のゴミの山）、Master of Dischargerゲー

ムキット（3色のバケツ・3色のザル・箸・ゴミリスト） 

実施場所 Khuong Thuong小学校 4B クラス Hoang hoa Tham小学校 5A クラス 

実施日時 2009年 9月 11日 10：20～11：00 2009年 9月 15日 9：50～10：30 
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■ レッスン 4 （40分） 

目的 3Rを日常で実践する 【態度から行動へ】 

内容 

環境教育ツールを用いた参加体験型学習を通じて、日常でできる 3R を学んでいく。参加者

は、本授業からゴミ問題を身近な問題ととらえ、実践的な行動を行えるようにする。 

① 前回授業のふりかえり（アイスブレイク） 

② レッスン 4 の紹介・レクチャー（パネルを用い日本の事例を紹介。例：レジ袋有料化、スーパ

ーでのリサイクルゴミ回収、マイ箸など） 

③ E.E.ゲーム（日常的にできる 3R 活動は多く存在する。そのことをスゴロクボードでのゲーム

を通して習得） 

④ まとめ（ゴミ問題を身近な問題として捉え、各個人がゴミ削減のためにできることを認識）  

必要なもの 

スゴロクボード、サイコロ、3Rに本の事例写真（ラミネート） 

実施場所 Khuong Thuong小学校 4B クラス Hoang hoa Tham小学校 5A クラス 

実施日時 2009年 9月 15日 10：20～11：00 2009年 9月 17日 9：50～10：30 
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■ レッスン 5 （40分） 

目的 すべてのレッスンをふりかえる 

内容 

レビューテストを実施し、知識の定着度の確認を行う。あわせて意識や認識が変わっているか

の測定を行う・ 

① レッスン 1〜4のふりかえり（アイスブレイク） 

② レビューテストの実施 

③ E.E.ゲーム（もったいないダンスに合わせて創作ダンスを行う）←この間にレビューテストの

採点。 

④ 表彰（創作ダンスの優勝チーム、レビューテストの優秀者） 

⑤ まとめ（環境教育ボランティアからの挨拶） 

必要なもの 

レビューテスト、エコバッグ 

実施場所 Khuong Thuong小学校 4B クラス Hoang hoa Tham小学校 5A クラス 

実施日時 2009年 9月 16日 10：20～11：00 2009年 9月 18日 9：50～10：30 
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■ 朝礼にて 3R啓発活動 （40分） 

目的 環境教育ボランティアの活動紹介 

内容 

① 花の交換（プロジェクト代表者、学校長） 

② レクチャー（簡単に 3Rについて説明） 

③ クイズ大会（3Rに関するクイズを出題） 

④ もったいないダンス（もったいないダンスを踊り、3R の啓発を行う） 

⑤ まとめ（エコバッグの利用やゴミの分別などの参加を促す） 

必要なもの 

Mottainai Book、PETボトル、エコバッグ 

実施場所 Khuong Thuong小学校 4Bクラス Hoang hoa Tham小学校 5A クラス 

実施日時 2009年 9月 21日 8：20～8：30 2009年 9月 21日 8：00～8：30 
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あなたの企画が「思い込み企画・独りよが

り企画」にならないために、企画の基本をま

とめてみました。 

 

■ 思い＋ポテンシャル分析 

＋マーケット分析＝コンセプト 

①思いがなくっちゃ始まらない 

「こうしたい」という思いは企画実施者であ

るあなたの思いもありますが、その事業の

主催者の思いもあるでしょう。客観性を持つ

ために明文化することが大切です。 

 

②手の内のポテンシャルを把握する 

地域にある（手の内の）資源（自然、施

設、協力者、人的資源、資金）をよく調べま

しょう。自分一人で背負いこまないように。 

 

③教育の対象者をよく理解する 

誰に教育イベント（プログラム・カリキュラ

ム）を実施するのか。対象者をよく知ること

は不可欠です。対象者の理解が深まればプ

ログラムは自然に沸いて出てきます。 

 

④上記①＋②＋③＝コンセプト（中心概

念）。その事業で実現したいこと。 

上記①と②と③を足してコンセプトを書き

ます。コンセプトとは旗印です。このイベント

で実現したいことを短い言葉で表現します。

スタッフ間での確認のためにも、募集型プロ

BOX 8 企画のツボ 

グラムの場合にはコンセプトが上手にプロ

グラムタイトルになれば主催者が何を実現

しようとしているのか明確になります。 

 

■ コンセプト実現のための 6Ｗ2Ｈの確認 

コンセプトの実現のために、When（い

つ）、Where（どこで）、Who（誰が）、Whom

（誰に）、What（何を）、How（どう）を考えま

す。いわゆる 5W1Hと呼ばれるものです。こ

れにあと一つずつ、ＷとＨを足しましょう。

What for（何のために）、How much（いくら

で）、これで 6W2H です。この 6W2H は全

て、コンセプトの実現のために適切かを考え

ます。コンセプトと 6W2H との間に齟齬があ

ったら、6W2Hかコンセプトを考え直します。 

 

川嶋 直 

財団法人キープ協会環境教育事業部 

シニアアドバイザー 
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５．先輩ボランティアの活動いろいろ 
 

先輩ボランティアは、さまざまな工夫を

こらしながら活動を展開してきました。ここ

では実際に実施された活動をもとに、いく

つかの切り口をご紹介しましょう。 

 

１． アートの力 

アートのもつ人々をひきつける力、つな

げる力、楽しくする力を生かした活動は、

環境教育ボランティアの間でも多く実践さ

れています。 

「絵画コンテスト」「ポスターコンテスト」

は、入賞者の作品をどのように活用する

かも工夫のしどころです。入賞作品をカレ

ンダーなどの日常の中で使うものに掲載

すれば、環境のメッセージを長く目にする

機会につなげることができます。 

「ゴミ箱」や「コンポスト」も、アートにす

れば、とても楽しくなります。2009 年のサ

モア沖地震後の津波の被害を受けたサ

モアでは「廃物アート」使った地域の人を

元気づける活動が実施されました。被害

のなかった小学校で被災地の状況を伝え、

防災の話をしながら被災後に残ったゴミ

を紹介し衛生やゴミの啓発活動を行いま

した。さらに、80 名の子どもたちの協力で

450 本のペットボトルを使って被災地にプ

レゼントするクリスマスツリーを製作しまし

た。みんなのカウントダウンでライトアップ

をして、明るいクリスマスのムードをつくり

ました（JICA 2009）。 

 

２．音楽の力 

「環境ソング」をつくって広めたり、環境

イベントに音楽的な要素を取り入れて盛

り上げたりする取り組みも多くあります。

ボランティア同士で楽団をつくって登場す

るのも楽しいですね。インドネシアでは「３

R 音頭コンテスト」を企画したら、30 校以

上もの学校が応募して大盛況でした。 

誰もが知っている曲の替え歌で環境メ

ッセージを伝えるというのも、親しみやすく

てよい方法です。 

 

３．日本の文化・経験 

日本の文化や経験を環境教育にから

めて実践する事例も多くあります。日本が

経験してきた「公害や消費社会の弊害」

「生活改善運動」「廃棄物に対する取り組

み」を紹介したり、「ふろしき」「紙すき」「折

り紙」など日本文化をとりいれた環境教育

を実践したりしています。 

「モッタイナイ」という言葉と考え方を伝

えていこうという活動もあります。ベトナム

やマーシャルでは、モッタイナイソング、モ

ッタイナイダンス、モッタイナイワークショ

ップ、モッタイナイハンドブックなどさまざ

まな活動が行われました。 
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４．調査・視察 

現地の廃棄物や衛生問題の現状をし

っかり調査し、それを現地団体や後任の

ボランティア、プロジェクトに引き継ぐこと

も立派な活動です。参加型の調査方法を

取り入れてカウンターパートや市民もまき

こんでいくことも検討してみてください。ま

た、調査結果をどのように共有・活用して

いくかも知恵の出しどころです。 

市内の廃棄物回収業者をほぼすべて

探し回り、売れるゴミの種類と値段・所在

地・連絡先をリーフレットとポスターにして

ワークショップで配布し、それをきっかけ

にして地元の教会が廃棄物回収活動を

スタートしたという成果をあげた実践もあ

ります。CP や関係者とともに処分場を訪

ね、現状を目の当たりにする｢処分場ツア

ー｣を実践した事例もあちこちで行われて

います。 

 

５．経済的なインセンティブ 

資金集めにつなげる工夫も大事です。

分別回収で集めたゴミを回収業者に引き

取ってもらい、売上金でグループが必要

なものを買う仕組みをつくったり、「リサイ

クルバンク」で「いらない人」と「ほしい人」

をつなげたりといった活動が考えられま

す。他にも、リサイクル手工芸で小規模な

収入源を確保したり、「有機ゴミ」「無機ゴ

ミ」の表示をやめて「売れるゴミ」「売れな

いゴミ」表示に切り替えたり、クリエイティ

ブな発想で活動を展開していきましょう。 

６．連携・交流 

環境教育ボランティア同士や他職種の

ボランティアとの連携も非常に有効です。

手工芸のボランティアと連携したネパー

ルの「エコバッグプロジェクト」、職種の違

うボランティアがアイディアや知識・イラス

トなどの技能をもちよって作成した「ボリビ

アのための環境教育ガイドブック」、任地

の異なる環境教育ボランティアと一斉に

イベントを実施することで社会的なインパ

クトをあげる工夫をした「ミクロネシア環境

週間」企画など、効果的な連携事例がい

くつもあります。 

インドネシアの環境分科会は、環境教

育以外にも青少年活動・野菜栽培・理数

科教師・栄養士.などの多様な職種のメン

バーで構成され、有機農場や最終処分場、

プラスチックゴミから鞄やゴミ・小物を作っ

ている工房の見学や、専門家を呼んでの

講演会、CP を連れてのセミナー開催、メ

ーリングリストでの情報交換、そして合同

で実施するイベントなど、実に多様な活動

を行っています。 

お互いのイベントを手伝うというような

ところから、新しいアイディアが生まれてく

ることもあります。ボランティア間のネット

ワークもぜひ活用してみましょう。 
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７．広報・啓発 

ホームページ・ポスター・ステッカー・ニ

ュースレター・集会でのアピール・ラジオ

などさまざまな広報、啓発手法がありま

す。 

書き手も読み手も高校生という「環境フ

リーペーパー」の取り組みは、読み手にと

っては環境情報を得るツールになり、記

者になった学生たちにとっては、作文技

術・論理的な考え方・取材能力・パソコン

技術など環境啓発以外の多くの力を身に

付けることができる総合的な「学びの場」

となったそうです。 

拡声器を持って、地域の人々にメッセ

ージを伝えながら練り歩くという広報手段

もあります。たとえばゴミ収集の日に、収

集場所などをアナウンスしながら街を歩く

と、後ろには子どもたちがくっついてきて、

一緒に大声でアピールしてくれるかもしれ

ません
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■ 活動の進みやすい団体とは 

任期前半、私はあるコミュニティでの活動

を通して、活動が進みやすい団体と進みづ

らい団体がある事に気づきました。極端に

言ってしまえば独裁的な団体の場合、活動

は進みません。リーダーとメンバーの意向

が異なっていてもメンバーはなんとなく言う

通りにさせられており、日頃から受身である

彼らは面と向かって不満を口にしないため

外部のボランティアや配属先にはその不満

が見えてきません。メンバーの不満はシラケ

に変わり、団体として活性化しません。「全

ての活動はリーダー次第」と言われていまし

たが、強いしがらみの中でもメンバーに自由

な話し合いをさせる勇気のあるリーダーが

必須なのだと、私は解釈しています。 

 

■ 学校への巡回活動 

学校での集団回収を企画した私は、幼稚

園を含めた 8校へ参加呼びかけの巡回を始

めました。とにかく「オープンに何でも話した

い」とまず自分から伝えるようにし、また、日

本の学校での廃品回収の歴史や任国で行

われるゴミ銀行について写真と絵で紹介し

て集団回収のイメージを持ってもらえるよう

努力しました。8 校の反応は様々で、「素敵

だ、是非やってみよう！」と言って参加を決

めてくれたのは小学校 1 校と幼稚園 1 校で

した。 

BOX 9 一緒に活動する団体をさがす 

■ 先生たちとのワークショップ 

後日新しい活動場所へ赴き、「どのように

廃品回収を実現させるか、どのようなシステ

ムがこの学校に向いているか」というテーマ

でブレーンストーミングを行い、自分たちの

モデルを作ってもらうワークショップを実施し

ました。この時、主に回収対象となるゴミの

種類、参加対象者、収入の使い道などが話

し合われました。 

 

小学校では、校内で販売する飲料のペッ

トボトルとコップ型プラスチック・紙ゴミを回

収、原則的に校内のゴミだけを扱うが定期

的に家庭ゴミの受け入れも実施、収入は学

校の活動に使用という方針になりました。 

幼稚園では、給食用食材の包装材（厚紙

やプラスチック）を全て回収、園内ゴミと教師

たちの家庭ゴミを対象とし、保護者にも参加

を呼びかけ、参加する保護者獲得のため、

保護者が持ち込むゴミに関しては収入の一

部を返還するなどのアイディアが出ました。 

 

■ 各学校での展開 

この後、それぞれの活動場所で活動チー

ムが作られました。彼らは希望の回収業者

を自力で見つけ、以後それぞれの活動計画

が展開されていきました。 
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小学校では、活動チームが「有機・無機」

のゴミ箱表示を「売れるゴミ・売れないゴミ」

に換えて全校で新しい分別に取り組みはじ

めました。毎週約 10人の生徒が対象となる

家庭ゴミを持ち込み始め、ゴミについての定

期的な授業を実施するなどの発展がありま

した。 

幼稚園では、園児と一緒に回収業社を訪

れる遠足を企画しても、1 人を除き全ての教

師が家ゴミを持参せず、活動が停滞してい

る様子でした。自分たちで計画を立てても、

出来ないことまで計画してしまう事があるよ

うで、明らかに暗い雰囲気になっていたた

め、PDCA アクションプランの勉強会を開

き、「実行と再計画を繰り返して、一番合うプ

ランを作っていく」ということを理解してもらう

ことに力を入れました。結果、①園内のゴミ

をメインに回収、②教師や保護者は好きな

時に参加できる、③収入は幼稚園で使用す

るという、よりシンプルなシステムで活動を

再開させることになりました。 

 

■ 団体のキャラクターをみる 

配属先が考える「目標」と、一般生活者の

「現状」の開きの大きさを実感しました。現状

BOX 9 

の改善を行うはずの配属先は現状を見よう

とせず、このような活動に対して「一番よい

方法とは言えない」というようなことを言う人

もいました。確かに大きな活動にはならなり

ませんでしたが、本来教師である活動メン

バー自身で計画を立てて活動していった事

で、実践的な活動ができたと思います。 

この活動で教師たちに自由な活動案と自

発的な行動があったのは、活動チームのキ

ャラクターによるところが多かったように思

います。みんなでオープンに話し合うこと、

またそれができる団体を選ぶ事は、小さくて

も成果を得るためには大事であると思いま

す。 

森 美佐子 

インドネシア・環境教育・Ｈ20年度派遣 
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第５章 

活動アイディアボックス 
 

 

 

動の引き出しを増やしましょう！この章では、短い時間で場を活気づ

けたり集中させたりするのに活用できるシンプルなゲームや、生活

系環境問題に活用できそうなアクティビティを紹介していきます。ぜひ、みな

さんの活動のヒントにしてください。現地の遊びと組み合わせたり、地域の文

化に合わせて応用したりしてみましょう。 

 

活 
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１．アイスブレイクいろいろ 

 

１．アイスブレイクとは？ 

活動のはじまりは、参加者も指導者も

少し緊張していることが多いものです。参

加者が、「これからはじまることはおもしろ

いのだろうか？」「自分はうまくやれるだろ

うか？」「この指導者は信頼できるのだろ

うか？」と少し不安に思っているいっぽう

で、指導者側も、「みんなに受け入れても

らえるだろうか？」｢果たしてうまくいくのだ

ろうか？｣と、内心プレッシャーを感じてい

ることはよくあることです。 

そんな双方の心の固まった状態を氷

（アイス）にたとえ、氷を壊して（ブレイク）、

リラックスした楽しい雰囲気をつくり出す

のがアイスブレイクの活動です。アイスブ

レイクは、活動への不安を和らげ、参加

者同士や指導者との打ち解けた関係をつ

くり、続く活動への意欲を高め、主体的な

かかわりを促す役目を持っています。 

 

２．以外な落とし穴 

（1） ジャンケン 

ジャンケンを使った活動は、日本ではと

てもポピュラーで楽しいものです。他国で

も同じような発想の遊びがある場合は、

活用しやすい一方、ジャンケンにあたるも

のがない地域では、どれがどれに勝つと

いうじゃんけんのルールを理解してもらう

ことが難しく、予想以上に時間がかかった

り、混乱したりしてしまう場合があります。 

（2） スキンシップ 

スキンシップの方法は、文化によってさ

まざまです。男女が手をつなぐことや身体

の接触は避けるという文化もあるので、

事前に現地の人に確認しておきましょう。 

 

（3） 読み書き 

文字の読み書きを含む活動を実施す

る場合は、読み書きができない人がいな

いか事前の確認が必要です。年齢的な

ばらつきがある場合も注意しましょう。読

み書きができない人が混じっている場合

は、その活動は行わない、活動を選択で

きるようにする、または書けない人へのフ

ォローを入れるなど、工夫をしてください。 

 
 
（4） 盛り上がりすぎ 

アイスブレイクが盛り上がり過ぎて、

後の活動に集中できないような心理状

態になっては本末転倒です。メインの

活動に向けての導入と考え、適切なム

ードをつくるよう心がけてください。 

 

３．地元の遊びをとりいれよう 

みなさんの派遣される地域でも、楽し

いアイスブレイクになるようなゲーム・歌・

踊りなどがあるはずです。誰もが知ってい

るので苦労なしに盛り上がります。現地

の仲間に担当してもらう、教えてもらうな

どして、大いに活用してください。 
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この節では、誰でも簡単に実施でき、

道具もほとんどいらない活動を集めてみ

ました。にぎやかな活動だけでなく、参加

者の集中力を高めたり、雰囲気を落ち着

かせたり、表現する楽しさを経験してもら

ったりする活動もあります。 

アクティビティ毎に、ねらい・場所・人

数・時間・対象が示されていますが、あく

までも適正条件としての目安です。「準備

するもの」で「△」マークがついている場合

は、状況によって使うか使わないか選択

するものを示しています。取り上げるトピ

ックや導入・ふりかえりの仕方次第で、異

なるねらいをもたせることもでき、必要とさ

れる時間も変ってきます。参加者の人数

が多い場合は、グループに分ける、わか

ちあいの仕方を工夫する、指導の補助者

を入れるなどして、対応してください。

 

■ アクティビティ目次 

1. ネームトス......................................................116 

2. アクションまわし ..........................................117 

3. ぱちぱちインパルス ...................................118 

4. お題自己紹介 ..............................................119 

5. ルックダウン・ルックアップ .......................120 

6. バス..................................................................121 

7. 番号！ ............................................................122 

8. いっぱい握手 ...............................................122 

9. ラインアップ ...................................................123 

10. ナイフとフォーク......................................... 124 

11. 情報バスケット ........................................... 125 

12. 宇宙船地球号 ............................................ 126 

13. はっぱっぱ................................................... 127 

14. 変化さがし ................................................... 128 

15. からだ文字 .................................................. 129 

16. 通り雨 ........................................................... 130 

17. クイックチェック .......................................... 131 

 

■ アイスブレイクのアダプテーション 

あなたが活動する地域の自然・宗教・文化などを考慮しながら、各アクティビティのその地域で

の留意点や展開・応用・発展例を考えてみましょう。 
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 ネームトス 

■ 手順 

1. 輪をつくり、自分呼ばれたい名前(ニックネームなど)を順番に発表

する。 

2. 最初の人（例：指導者）がボールを持ち、『○○です（自分の名

前）。△△さん（ボールを投げる相手の名前）、ボールいきます。』

と言って投げる。 

3. 受け取った人は、『○○さんありがとう。私は△△です。□□さん、

ボールいきます。』と言い、ボールを投げる。 

4. できるだけまだボールを受け取っていない人にボールを投げなが

ら、繰り返す。 

 

■ 展開・応用・発展例 

・ 慣れてきたらボールを増やしてみましょう。 

・ 投げるものを途中でかえていくのもおもしろいでしょう（風船、タオ

ルなど変化のあるものがおすすめ）。 

・ 投げるものを想像で実施することもできます。はじめはボール、次

はビー玉、その次は生卵、サボテン.という風に。 

 

出典：みんなの PA系ゲーム 243 ほか 

  
ねらい： 

・ 名前を覚える 

・ 打ち解ける 

場所： 

・ 円になれる場所 

人数： 10人以上 

時間： 10分以上 

対象： 7歳以上 

準備するもの： 

・ ボール（または何

か投げら れ るも

の） 
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 アクションまわし 

■ 手順 1 

1. 輪になる。 

2. 最初の人（例：指導者など）は、となりの人に向かって声（例：『ニャ

～オ！』）をまわす。 

3. となりの人は、そのとなりの人に同じ声をまわす。こうして一方向

に声をまわしていく。 

4. 慣れてきたら、誰でもいつでも方向を逆まわしにできる。できるだ

け早くまわすようにしてスピード感を出すと盛り上がる。 

5. 最初に声を出す人を変えながら、何度か繰り返す。 

 

■ 手順 2 

1. 声にポーズもつけてまわしていく。  相手の表現をしっかり見て真

似すること。スピードが遅くならないように気をつけるとよい。 

2. 慣れてきたら、1 つ目のポーズと声をまわしている途中に、2 つ目

のポーズと声を加える。 

3. 3つ目、4つ目のポーズと声をまわす。それぞれのポーズと声は、

違う大きさ、ニュアンスのものを工夫して楽しむ。それぞれのポー

ズや声がなくならないように、しっかりと表現することがポイント。 

 

■ 手順 3 

1. 誰でもいつでも方向を逆回しにできる。 

2. 可能であれば、反対まわりになるとき、方向を変えた人はボーズ

と声を全く違うものにする。あまり考えすぎて行うとペースが落ち

て楽しいリズムが損なわれるため、難しいと思ったら簡単なやり方

に戻す。 

 

■ 展開・応用・発展例 

・ 声やポーズのテーマを、動物や昆虫などにすれば、自然系の活

動の導入としても使えます。モンスターなどにすると発想が広がり

楽しく盛り上がります。 

・ 声や動作を日本語（例：『こんにちは！』『元気？』『ありがとう』な

ど）にすれば、異文化に触れる要素も加えられます。 

 

出典：インプロゲーム 身体表現の即興ワークショップ 

 ねらい： 

・ 心と身体をほぐす 

・ 表現を楽しみあう

関係づくり 

・ 柔軟性を養い、瞬

発力を楽しむ 

場所： 

・ 円になれる場所 

人数： 10人以上 

時間： 10分以上 

対象： 5歳以上 
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 ぱちぱちインパルス 

■ 手順 

1. 輪になる。 

2. 指導者は、『私と同じ動作を隣の人に順々に送っていってくださ

い。』と言って、拍手を 1 回『ぱち！』と左右どちらかの人に送り、

参加者は順々に隣にまわす。 

3. 指導者のところに拍手が戻ってきたら、『今度はもっと速くまわしま

しょう。』と言って、拍手を『ぱち！』。 

4. 『もっと速く、1 周で終わらないでどんどんまわしましょう』と言い、

途中で『もっと、もっと速く！』と、参加者を盛り上げる。 

5. 『次は拍手を 2回にします。』と言って、『ぱち、ぱち！』をまわす。 

6. スピードがのってきたら、『拍手 2 回の後に足踏みを 1 回入れま

す。』と言って、『ぱち、ぱち、ドン！』をまわす。 

7. 「拍手 2回、足踏み 2回」「5秒ぐらいの間隔をおいて、ウエーブの

ように次々に信号（インパルス）を発信」「信号の発信間隔の短

縮」など、難易度を上げていきます。 

 

■ 展開・応用・発展例 

・ 何秒で信号を 1周まわせるかを計って、上達や目標達成を楽しむ

活動にもできます。 

・ 左右同時にまわして、信号がぶつかった人は『ワーオ！』と叫ぶ

やり方も加えると、盛り上がります。 

・ 手をつないで、黙ってギュッと手を握り「ギュッ信号」をまわす活動

にすると、静かに参加者の集中力を高める活動となります。男女

が握手することがタブーな地域では、グループを分けて実施しまし

ょう。 

出典：グループのちからを生かす 

 
ねらい： 

・打ち解ける 

場所： 

・ 円になれる場所 

人数： 10人以上 

時間： 10分以上 

対象： 5歳以上 
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 お題自己紹介 

■ 手順 

1. 自己紹介するにあたり、あるお題を提示する。 

2. 指導者が見本で、お題にそった自己紹介をする。 

3. 順番にお題を含んだ自己紹介をする。 

 

【お題の例】 

自分を動物にたとえると、もしも生まれかわるとしたら、大好きな食べ

物、最近あった嬉しいこと、村の中で一番好きな場所、将来の夢、今

の気持ちを一言で、など。 

 

■ 展開・応用・発展例 

・ 紙に絵や単語を書いて、見せながら実施し、後で掲示するなどの

方法もあります。 

・ お題を具体的な「もの」を使って、実施してもよいでしょう（例：宝物

をひとつ家から持ってくる、あたりを歩いて自分を表すのにぴった

りのものをひとつ拾ってくる、仕事の道具を紹介、など）。状況にあ

わせてお題を工夫してみると楽しいです。 

・ 自己紹介の最後に自分を表すポーズをして、みんながそれをまね

するというのも楽しいです。 

 

■ 留意点 

・ 参加者の人数にあわせて、お題を選ぶ必要があります。大人数の

場合は、話が長くなるようなお題にすると、途中で飽きてきてしま

います。 

 

 

  
ねらい： 

・ お互いを知り合う 

場所： どこでも 

人数： 5人以上 

時間： 10分以上 

対象： 7歳以上 
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 ルックダウン・ルックアップ 
■ 手順 

1. 輪になる。 

2. 指導者が『ルックダウン！』といったら、全員下を向く。 

3. 指導者が『ルックアップ！』といったら、全員上を向く。 

4. 『キャッチ！』といったら、全員輪の中の誰かの目を見る。 

5. 誰かと目があった人は、『キャ～！』と叫びながら、輪から飛び出

す。 

6. 目が合わなかった人が残り、輪を小さくしながら繰り返す。 

 

■ 展開・応用・発展例 

・ 慣れてきたら、誰でも自由に「ルックダウン」「ルックアップ」「キャッ

チ」の掛け声をかけてもよいルールにしてもよいでしょう。 

・ 目があった者同士でペアになれるので、ペアをつくる活動の前に

実施するのも有効です。 

 

■ 留意点 

・ 目を合わせることができるまで時間がかかる人たちもいます。その

ような対象者の場合は、ある程度打ち解けてから実施するように

しましょう。 

 

出典：みんなの PA系ゲーム 243 ほか 

  
ねらい： 

・ 打ち解ける 

場所： 

・ 円になれる場所 

人数： 10人以上 

時間： 5分以上 

対象： 5歳以上 
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 バス 
■ 手順 

1. あるカテゴリーを提示する。 

2. 参加者同士でやりとりをしながら、共通点のある人とグループをつ

くる。 

3. グループができあがったら、各グループに、自分たちはどういうグ

ループか発表してもらう。 

4. カテゴリーをかえながら、何度か繰り返す。 
 

【カテゴリーの例】 

男女、誕生月、家族の数、朝起きた時間、飼っている生き物、職業、

好きな科目、趣味や好きなこと、得意なこと、宝物、特別な経験（その

後の活動に関連する経験など）、参加の動機、最近困っていること、

など 

 

■ 展開・応用・発展例 

・ カテゴリー分けから見えてくることを話題にしてテーマを深めたり、

次の活動につなげたりできます。 
 

■ 留意点 

・ 宗教・人種・民族・階級・カースト・組織における地位・収入などに

ついては、恥辱的であったり、不和を生じさせたりする可能性もあ

るので注意しましょう。 

出典：参加型ワークショップ入門 ほか 

 ねらい： 

・ 打ち解ける 

・ お互いを知る 

場所： 

・ 動きまわれる場所  

人数： 10人以上 

時間： 10分以上 

対象： 7歳以上 
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 番号！ 
■ 手順 

1. グループで、1から順番に番号をカウントしていく。一人 1回ずつ、

好きなときに、次の番号を言うことができる。誰かと声が重なった

ら 1からやり直す。番号以外の声を出すこと、目で合図することは

不可。 

2. 全員が番号を言うことができたら、目標の数を増やしていく。目を

つぶったり、歩いたりしながら実施するなど難易度を高くしていく。 

 

■ 展開・応用・発展例 

・ 人数が多い場合は、ひとり 1回よりも、最初から目標数（10ぐらい

から）を決めて実施するとよいでしょう。 

・ 慣れてきたら、番号の代わりに、簡単な問題を出して回答すると

いう形も可能です（例：校庭にあるもの、村にいる動物、ゴミになる

ものなど）。 

・ うまく最後の番号までいかない場合は、どうしたらうまくいくかアイ

ディアを出し合い、再チャレンジしてください。 

 

出典：みんなの PA系ゲーム 243 ほか 

  
ねらい： 

・ 集中力を高める 

・ グループの一体感

をつくる 

場所： どこでも 

人数： 5人以上 

時間： 5分以上 

対象： 7歳以上 

 
 

 

 いっぱい握手 

■ 手順 

・ 席を移動せずに何人に握手できるかチャレンジする。 

 

■ 展開・応用・発展例 

・ 席が移動しにくい場合のアイスブレイクとして効果的です。講義の

途中のリラックスや、バスでの移動中でもできます。 

 

■ 留意点 

・ 男女が握手することがタブーな地域では、

同性に何人握手できるかというように課題

を変化させるなど配慮しましょう。 

  
ねらい： 

・ 打ち解ける 

場所： どこでも 

人数： 10人以上 

時間： 3分以上 

対象： 5歳以上 
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 ラインアップ 
■ 手順 

1. お題を出し、参加者にそのお題にあわせた順番に並んでもらう 

（円形でも 1列でも可)。 

2. それぞれお題について発表する。 

 

【お題の例】 

誕生日の順、自分の名前や住んでいる村のアルファベット順、一緒に

住んでいる家族の人数順、飼っている生き物の数順、出身地の北か

ら南、家から会場までの距離順、朝起きた時間順、きのうの睡眠時間

順、体調のよい順、好きな生き物の大きさ順、手(足・身長・目)の大き

さ順、手のひらの温かい順、など 

 

■ 展開・応用・発展例 

・ ｢言葉を使わない｣というルールを加えると、難易度をあげることが

できます。 

・ 「家から会場までの距離の順」のお題のあとに自分の地域の様子

を説明してもらったり、「朝おきた時間順」のあとに朝起きてすぐに

することを話してもらったりするなど、発表の後にインタビューを入

れると、さまざまことが共有できます。 

・ 後に続く活動につながるお題を選べば、次の活動へのよい導入に

なります。 

・ スタッフが参加者の情報を収集する機会としても有効です。 

 

■ 留意点 

・ オープンに共有することが不適なお題ではなないか配慮しましょ

う。一般的には年齢・体重・収入などのお題は避けた方がよいでし

ょう。 

 

出典：みんなの PA系ゲーム 243 ほか 

  
ねらい： 

・ 打ち解ける 

・ お互いを知る 

 
場所： 

・ 動きまわれる場所 

人数： 8人以上 

時間： 10分以上 

対象： 5歳以上 
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 ナイフとフォーク  

■ 手順 

1. ペアをつくる。 

2. 指導者がお題を出し、10 数えるまでに、言葉を使わずにお題の

形をジェスチャーでつくってもらう。 

3. テンポよくお題をかえて、繰り返す。 

 

【お題の例】 

ナイフとフォーク、マッチと火、ネコとネズミ、家畜と農夫、ゴミとゴミ

箱、水溜りと蚊、生ゴミと微生物、など 

 

■ 展開・応用・発展例 

・ タイトルに感情をつけるのもおもしろいです（例：仲よしの花瓶と

花、情熱的なマッチと火、笑い上戸のゴミ箱と空き缶など）。 

・ 4～6 人のグループや、全員でひとつのものや、状況をつくること

もできます（例：台所、公園、結婚式、おばあさんの 100 歳を祝う

パーティ、環境イベント、村の清掃活動など）。 

 

出典：インプロゲーム 身体表現の即興ワークショップ 

 

 ねらい： 

・ 心と身体をほぐす 

・ 表現のバリアを解

き、表現を楽しみ

あう 

・ 発想の違いを楽し

む 

場所： 

・ 動き回れる場所 

人数： 8人以上 

時間： 5分以上 

対象： 7歳以上 
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 情報バスケット 
■ 手順 

1. イスを輪にして置き、全員座る。 

2. 指導者が質問を出し、その質問にあてはまる人はイスから立って

別のイスに急いで移動する。 

3. 何問か実施したら、指導者のイスを輪から外す。 

4. 同じように質問を出すと、一人座れない人がでてくるので、その人

が次の質問者となる（質問をつくるのが難しいときは質問カードを

渡す）。 

5. 質問と移動をくりかえしながら、お互いを知り、情報を共有しあう。 

 

【質問の例】 

男性、髪の毛が肩より長い人、赤い色を身につけている人、一緒に暮

らす家族が 10人以上の人、学校に通うのに 1時間以上かかる人、家

畜を飼っている人、家にゴミ箱がある人、道に捨てたゴミがどこにいく

か知っている人など。 

 

■ 展開・応用・発展例 

・ イスを移動した後や最後のまとめ

の時に、その質問について少しや

りとりしたり、短い情報を加えたりし

ながら、その後の活動に生かせる

情報を共有するとよいでしょう。 

 

 ねらい： 

・ 打ち解ける 

・ 情報を共有する 

場所： 

・ 円になれる場所 

人数： 10人以上 

時間： 10分以上 

対象： 5歳以上 

準備するもの： 

・イス（人数分） 

・質問カード 
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 宇宙船地球号 

■ 手順 

1. ロープを輪にして地面に置く（初めは、無理なく全員が入れる大き

さにする）。 

2. 全員が輪の中に 10 秒間留まるにはどうすればいいか話し合って

もらう。 

3. 合図とともに、全員がロープを踏まずに輪の中に 10秒間留まるこ

とができれば成功。 

4. 『みなさんは森に暮らす動物たちです。森が伐採されて広さが昔

の3分の 2になってしまいました。』など、環境に関する話をしなが

ら、ロープの輪を小さくしていく。 

5. グループで協力して、全員がロープの中に入る。 

6. エピソードをつけ加えながら、ロープの輪を小さくしていき、全員が

入れる難易度を上げていく。 

7. 何回か実施し、気づいたことを話しあう。 

 

■ 展開・応用・発展例 

・ 気候変動で氷がとけて陸地が減る、ゴミを投棄する場所が増えて

人の安全に暮らせる場所が少なくなるなど、テーマにあわせてス

トーリーをつくって実施できます。 

・ 「人口増加」をテーマとする場合は、輪の大きさは固定で、入る人

数を少人数からだんだんに増やして、最後はうまく入りきらないよ

うに設定するとよいでしょう。 

 

■ 展開・応用・発展例 

・ 身体の接触について抵抗感がないグループで 

あるか事前に確認しておきましょう。文化的背景

や年齢、親密度によって変わってきます。 

 

出典：中学校での｢総合的な学習の時間｣に役立つ

自然体験アクティビティ集 ほか 

 
ねらい： 

・ チームワークづくり 

・ 環境問題について

考える 

場所： 平坦な場所 

人数： 10人以上 

時間： 10分以上 

対象： 10歳以上 
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 はっぱっぱ 
■ 手順 

1. 違う種類の葉っぱを各自で 5 枚程度拾ってくる（事前に指導者が

集めておいてもよい）。 

2. 自由にペアになる。 

3. 指導者が葉っぱに関するお題を出し、参加者は 1 番お題に近い

葉っぱを選ぶ（例：大きな葉っぱ、虫にくわれている葉っぱ、ちくち

くする葉っぱなど）。 

4. 指導者の『せーの！』の合図で、参加者は『はっぱっぱ！』と掛け

声をかけて、選んだ葉っぱを差し出し、相手と比べあう。 

5. よりお題に近い方が勝ち。負けた方は、葉っぱを相手に渡す。 

6. 相手を変えながら何度か繰り返す。 

7. 1番たくさん葉っぱを集めた人が勝ち。 

8. 葉っぱについて、よく観察することについて、気づいたことを紹介

しあう。 

 

■ 展開・応用・発展例 

・ 葉っぱ以外にも、石や木の実、その他いろいろな自然物で実施で

きます。お題の工夫をしてみてください。 

・ まとめで、虫に食われた葉っぱから小さな虫が葉っぱを分解する

ことを話し、コンポストの分解へと、話をつなげることもできます。

ねらいに応じたまとめをしてみましょう。 

 

■ 留意点 

・ 勝ち負けは、あくまで楽しく活動するためのものです。「よく見るこ

とで気づく」ことに焦点を置くようにしましょう。 

 

出典：平成 12年環境教育活動報告書： 

山のふるさと村ビジターセンター 

 

  
ねらい： 

・ 打ち解ける 

・ 新しいことに気づく 

・ 自然物に親しむ 

場所： どこでも 

人数： 2人以上 

(10人以上がおすす

め) 

時間： 10分以上 

対象： 5歳以上 
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 変化さがし 

■ 手順 

1. 指導者が参加者の前に立ち、参加者によく観察してもらう。 

2. 参加者に後ろを向いてもらい、その間に自分の外見を何箇所か

変化させる（例：ボタンをひとつはずす、腕まくりをする、靴を反対

に履くなど）。 

3. 参加者にもう一度観察してもらい、変化したところをあててもらう。 

 

■ 展開・応用・発展例 

・ 一度全体で実施した後に、ペアで行ってみるのもよいでしょう。 

・ 「ゴミが散らばっている場所とゴミが減っている様子」「同じ場所の

昔と今」など、２つの写真の変化を見つけるような活動つなげるこ

ともできます。 

 

出典：中学校での｢総合的な学習の時間｣に役立つ自然体験アクティ

ビティ集 ほか 

 

 ねらい： 

・ 観察力高める 

・ 集中力を高める 

場所： どこでも 

人数： 2人以上 

時間： 5分以上 

対象： 5歳以上 
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 からだ文字 

■ 手順 

1. からだの一部を使って文字を書いて単語をつくり、見ている人が

答えをあてる。まずは指導者がからだで文字を書く見本を見せ

る。 

2. 使うからだの部分（例：頭、鼻、肘、肩、臍、尻など）を指定し、から

だ文字をつくる人を変えながら繰り返す。 

 

■ 展開・応用・発展例 

・ グループ活動にして、答えをあてる速さを競ってもいいでしょう。 

・ お題を指導者から指定してもよいでしょう（例：動物、食べ物、教室

にあるものなど） 

・ 次の活動へのつながりをつくることもできます。（例：次にビデオ上

映をするときには、最後の単語を「ビデオのタイトル」にするなど） 

 

■ 留意点 

・ 文字の読めない人がいる場合は不適です。 

・ その地域で社会的に受け入れられるからだの部分を使って実施

してください。 

 

  
ねらい： 

・ 打ち解ける 

場所： どこでも 

人数： 5人以上 

時間： 5分以上 

対象： 5歳以上 
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 通り雨 

■ 手順 

1. 指導者に続いて、順番にからだを叩きながら音を出していく。 

①指をこする（＝小雨） 

②指を鳴らす（＝しずくのはねる音） 

③腿を叩く（＝本降り） 

④足で床を踏み鳴らす（＝激しい風雨） 

⑤腿を叩く（＝本降り） 

⑥指を鳴らす（＝しずくのはねる音） 

⑦指をこする（＝小雨） 

2. 夕立が遠くから迫り、去っていくような音になり、最後は静けさを

味わう。 

 

■ 展開・応用・発展例 

・ 指の本数を変える拍手でもできます（一本指の拍手→二本指の

拍手→四本指の拍手→手の平の拍手→四本指の拍手→二本指

の拍手→一本指の拍手→静けさ）。 

・ 水に関するプログラムの前などに実施すると効果的です。 

 

出典：みんなの PA系ゲーム 243 ほか 

 

 
ねらい： 

・ 気持ちを落ち着け

る 

・ グループの一体感

をつくる 

場所： どこでも 

人数： 10人以上 

時間： 5分以上 

対象： 5歳以上 
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 クイックチェック 

■ 手順 

1. 参加者は、指導者の質問に手の角度で答える。 

2. 問いにあわせて、数名にインタビューする。 

 

【質問の例】 

心やからだの状態（例：元気いっぱいだったら腕を上に、まあまあなら

腕を水平に、調子が悪ければ腕を下に）、満腹度、これからの活動の

期待、今日の活動の楽しさ、今日のテーマの理解度など 

 

■ 展開・応用・発展例 

・ 質問によって、参加者への動機づけ・期待・ふりかえり・評価などさ

まざまな場面で活用できます。 

・ 質問に対して、言葉で表現してもらうこともできます（例：今の気持

ちを天気に例えると？ → 晴天、ちょっと曇り、どしゃぶり前など） 

 

出典：中学校での｢総合的な学習の時間｣に役立つ自然体験アクティ

ビティ集 ほか 

 ねらい： 

・ 打ち解ける 

・ 参加者の状態を知

る 

場所： どこでも 

人数： 5人以上 

時間： 5分以上 

対象： 7歳以上 
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２．体験型アクティビティいろいろ 

１．参加者自身が「気づく」「考える」

｢学びあう｣工夫を 

こんなフレーズを耳にしたことはありま

せんか。 

 

聞いたことは忘れる 

見たことは思い出す 

体験したことは理解する 

発見したことは身につく 

 

教育に関る人には示唆に富むことばで

す。指導者は知っていることを教えたい、

しかしそれが伝わっているかは、指導者

自身が常に謙虚にチェックしていく必要が

あります。 

より参加者の印象に残るように、よりビ

ジュアルに、より体験的に、より参加者自

身で考え気づけるように、活動を工夫して

みましょう。 

 

２．体験型のアクティビティ  

この節では、生活系の環境教育に活用

できる体験型アクティビティを紹介してい

ます。途上国では、「知っている人が知ら

ない人に教える」という一方向の教育が

中心で、体験型のアクティビティが目指す、

双方的なやりとりの中から学びを得ていく

というスタイルは一般的でない場合が多

いでしょう。 

体験型のアクティビティをぜひ取り入れ

て、参加者の反応を見てください。慣れて

いないうちは、うまくアクティビティの説明

ができず混乱状態になり、本来の目的が

どこかにいってしまったというようなことも

しばしばありますが、何度か繰り返してい

くと、コツがわかってきます。指導者が知

らないことを、参加者が教えてくれること

も多くあるでしょう。 

また、現地で誰もが知っている遊びに

少し環境的な要素を入れることで、環境

教育アクティビティをつくりあげることもで

きます。みんなが知っている活動だからノ

リもいいはずです。現地の遊びを仲間に

教えてもらいながら、そんなアクティビティ

をつくっていくのも楽しいでしょう。 

 

３．地域によるアダプテーション 

地域によって、取り上げる題材や配慮

する事柄が異なってきます。まずは、CP

をはじめ活動の協力者にアクティビティを

体験してもらい、アドバイスを求めながら、

地域にあった内容につくりあげていってく

ださい。
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■ アクティビティ目次 

1. ノーズ ..............................................................134 

2. ミステリーアニマル .....................................135 

3. ネイチャーループ........................................137 

4. ゴミが消えるのはいつ？..........................138 

5. 川を汚したのは誰？..................................139 

6. エコビンゴ ......................................................142 

7. ゴミを通して考える人間の生活と自然 143 

8. 水の浄化 ....................................................... 144 

9.  フィールドビンゴ........................................ 145 

10. ボディマッピング ....................................... 146 

11. フォトランゲージ ....................................... 147 

12. 日課表 ......................................................... 148 

13. 社会マップ .................................................. 149 

14. マイクロティーチング............................... 150 

 

■ アクティビティのアダプテーション 

あなたが活動する地域の自然・宗教・文化などを考慮しながら、各アクティビティのその地域で

の留意点や展開・応用・発展例を考えてみましょう。 
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ノーズ 

■手順 

1. ある生きもの（例：参加者が知っている生き物など）についてのヒ

ントを一つずつ出し、参加者にその生き物が何か考えてもらう。 

2. 答えがわかった人は、口には出さず、鼻に人差し指をあてる。 

3. その後のヒントで｢間違った｣と思った人は、うまくごまかして（例：

鼻をこする、くしゃみをするなど）して指をはずせば、その後続けて

もよい。 

4. ヒントが終わったら、一斉に大きな声で答えを言ってもらう。 

5. その生き物にまつわる話をしたり、参加者が知っていることを共有

したりする。 
 
【ヒントの例】 

① 飛びます。→ ② 寿命は 2～3 週間です。→ ③ 林や藪、人家

のそばなどでよくみかけます。→ ④ 水のあるところに卵を産み、子

どもの頃は水の中で育ちます。→ ⑤ ストローのような口を持ち、花

の蜜や草の汁などを吸います。→ ⑥メスは卵を産むために、人間の

血も吸います。一回に自分の体重と同じくらい吸います。 → ⑦ 伝

染病を広げることがあります。→ ⑧人間を刺すことがあり、刺された

ところはかゆくなります。  

＜答え：蚊（ネッタイシマカ） デング熱などを媒介する＞ 
 

■展開・応用・発展例 

・ その地域に暮らす生き物を題材にして地域の生き物に関心をもっ

てもらったり、絶滅しそうな生き物を選んで状況を説明したり、衛

生面で問題になる生き物を選んで注意を喚起したり、選択する生

き物によって、次に続く活動のテーマに入っていくよい導入になり

ます。 

・ ヒントの中に、参加者に学んでもらいたいトピ

ックやあまり知られていない興味深い特徴・性

質をいくつか入れておくとよいでしょう。 

・ 慣れてきたら、参加者がヒントを出す側になる

のもよいでしょう。 

 

出典：シェアリングネイチャー 

  
ねらい： 

・ 生き物への関心を

高める 

場所： どこでも 

人数： 2人以上 

時間： 5分以上 

対象： 5歳以上 

準備するもの： 

・ ヒント 

 

 

 
180 
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ミステリーアニマル 

■手順 

1. 『これからある生き物を見に行きます。後で書いてもらうので、しっ

かり観察してくださいね。』と言って、目を閉じてもらう。 

2. 指導者が、目の前に情景が浮かぶようにストーリーを話す。生き

物の姿の描写は丁寧にする。 

3. ストーリーが終わったら、白紙カードを配り、観察した（ストーリー

で話した）生き物を想像して絵に描く。 

4. お互いの絵を見せあう。 

5. 『その生き物の本当の姿を見たいですか？』と聞いて、その生き

物の本当の姿を写真・絵などで見せ、その生き物について話しあ

ったり、情報を伝えたりする。 

6. 実物を見せることができる場合は、準備していたものを見せたり、

探しに行ったりする。 
 

■展開・応用・発展例 

・ 指標生物、危険な生き物、病気を引き起こす生き物、ゴミを分解し

てくれる生き物など、テーマにあわせて生き物を選択し、ストーリ

ーやまとめのやりとりの中に、参加者に学んでもらいたいトピック

を入れておくとよいでしょう。 

・ 音響効果など工夫して臨場感を高めるのもよいでしょう。 

 

■留意点 

・ 低年齢の対象者など、目をつぶってイメージするのが難しい対象

者の場合は、話をシンプルにして、目をあけたまま、指導者が身

振り手振りで表現するとよいでしょう。 

・ 選択する生き物は、よく知られていないものがおすすめです。よく

知っている生き物だと、あまり話しを聞かずに既にもっているイメ

ージで絵を書いてしまいます。 

・ 実際の生き物を観察することになった場合は、生き物やその周辺

の環境へのインパクトを最小限にしましょう。 

 

出典：シェアリングネイチャー 

 

  
ねらい： 

・ 生き物への関心や

共感を高める 

・ 生き物の生態を学

ぶ 

場所： 静かな場所 

人数： 3人以上 

時間： 15分以上 

対象： 7歳以上 

準備するもの： 

・ 台本 

・ 白紙カード（人数

分、B6 サイズ程

度） 

・ 筆記具（人数分） 

・ 生き物の実物、写

真、絵など 

 

177 
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私たちは今、川のほとりにいます。水の音が

聴こえてきます。あたりから鳥の声も聞こえて

きますよ。トンボやチョウも飛び交っています。

川をのぞくとイワナやヤマメなどきれいな川の

中だけにすんでいる魚の姿がみえます。ヤゴ

やサワガニも川底で動いています。たくさんの

石が転がっています。実は石の下は生き物の

とてもよいすみかです。ひとつ取り上げて裏を

みてみましょう。 

やっぱり、いるいる…。さまざまな形の小さな

生き物が動いていますよ。その中の 1匹がちょ

っとおもしろい形をしています。よく見てみまし

ょう。 

大きさは 1ｃｍぐらいで、せんべいのように平

らです。からだは、頭と胸を腹の 3 つに分か

れ、腹が一番長いです。上から見ると、頭は丸

く、口の横には 2 本の短いヒゲがついていま

す。頭の後ろの方には、大きくてまん丸なギョ

ロ目がついています。胸には左右に 3 本ずつ

前向きに足がついていて、水に流されないよう

ふんばっています。 

足の先には鋭いツメがついていて、石にしっ

かりとひっかけています。背中には、小さな羽

が 2枚ついています。腹の両側にはひらひらし

ミステリーアニマル ストーリー例 

たものがゆらゆらしています。これは水の中で

呼吸するためのエラのようです。腹の先から 2

本の細くて長いしっぽがピーンと伸びています。 

さぁ、もう少しで教室に戻らなくてはなりませ

ん。最後にもう一度確認しましょう。 

からだは頭と胸と腹の 3 つに分かれていま

す。頭は丸く、口の横にヒゲが 2 本、ギョロ目が

ついています。胸の左右に 3 本ずつ足があり、

鋭いツメで石にしがみついています。背中に

は、小さな羽が 2 枚あります。腹の両側にはひ

らひらしたものがゆれています。腹の先から細く

て長いしっぽが 2本あります 

 

さぁ、これで観察は終わりです。教室に戻りま

しょう…ゆっくり目を開けてください。 

 

＜答え： ヒラタカゲロウの幼虫＞ 

 

※ヒラタカゲロウの幼虫は河川の指標生物で、

この生き物がいる場所は水がきれいと判断でき

ます。川に生息する生き物を調査して、指標生

物を学び、川の汚染度を調べるなどの活動につ

なげることができます。 



第５章 活動アイディアボックス    ―    ２．体験型アクティビティいろいろ 

 

 137 

 
ネイチャーループ 

■手順 

1. ネイチャーループカード（例:ネズミ・ネコ・ヘビ・ワシ・微生物・木・

花・土・川・森・街・雨・太陽・人間など）と洗濯バサミを、床にランダ

ムに置く。 

2. スタートの合図で、参加者はカードと洗濯バサミを一つずつ拾い、

胸につける。 

3. 自分とつながりのあるカードをつけている人を探しペアをつくる。

（例：食う‐食われる、すみか‐すんでいるもの、世話するもの‐世

話されるもの、エネルギーを与えるもの‐エネルギーを受け取るも

のなど）。生態や暮らしにつながるつながりで、頭文字が一緒とい

うようなものは不可。ペアをつくれない人がいたら、3名でもよい。 

4. 全員がペア（またはトリオ）になったら、そのつながりを発表する。 

5. 次に、空いている方の手でつながれる相手を見つけ、つながって

いく。最初につくったペアやトリオを壊すことはできない。 

6. 多くの場合一重の輪（ループ）ができるが、できない場合は、どん

なカードを加えるとループが完成するかを話し合い、カードを加え

て（白紙カードに描く）、最終的には一つの輪になる。 

7. 隣のカードとのつながりを順番に発表していく。 

8. 相互のつながり、相互の影響、人間の役割など、感じたことを話し

合う。 
 

■展開・応用・発展例 

・ 最終的に輪になったカードを地面や大きな紙の上

に置き、他の自然物同士のつながりを線でつない

で、生き物や環境のつながりが網の目のようになっ

ていることを、実感してもらうこともできます。 

 

出典：ネイチャーゲーム指導員報自然案内人 2006年度版 

  
ねらい： 

・ 生き物や環境のつ

ながりを考える 

場所： 

・ 円をつくれる場所 

人数： 8人以上 

時間： 20分以上 

対象： 7歳以上 

準備するもの： 

・ ネイチャーループ

カード（人数分） 

・ 白紙カード（ネイチ

ャーループカードと

同じ大きさ、5 枚程

度） 

・ 洗濯バサミ（人数

分） 

・ 太いマジ ック （ 1

本） 

 

 

 

 

178 
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ゴミが消えるのはいつ？ 

■ 手順 

1. ゴミカード（各カードに 1 種類のゴミが書かれているカード）と白紙

カードを配る（参加者の人数により各自に1組でもよいし、２～３名

のグループに 1組でもよい） 

2. 渡されたゴミカードのゴミが、自然にもどる時間を白紙カードの上

側に記入してもらう。 

3. 記入した時間の順に並んでもらい、発表する。 

4. 意見があれば、出し合う。 

5. 回答を発表し、参加者はカードの下側に正解を書く。 

6. 正解に合わせて並び直す。 

7. 気づいたことを話しあう。 
 

■ 展開・応用・発展例 

・ 地域のゴミを調査し、その地域のゴミカードをつくるとよいでしょ

う。 

・ まとめで、処理の仕方、資源になるものとならないもの、自分の力

で改善出来るものとできないもの、危険なものと危険でないもの、

地域で処理できるものできないものなど、テーマを出してグループ

をつくり、話し合いをしてみましょう。 
 

発案：三好直子 

  
ねらい： 

・ さまざまなゴミが、

自然にもどるまで

の時間を知る 

場所： 

・ 円になれる場所 

人数： 5人以上 

時間： 15分以上 

対象： 7歳以上 

準備するもの： 

・ ゴミカード（人数分

またはグループ数

分） 

・ 白紙カード（A5 版

程度、人数分また

はグループ数分） 

・ 太いマジック（数人

に 1本程度） 

・ ゴミが消える年数

の回答 △ 
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川を汚したのは誰？ 

■ 手順 

1. 事前に、水の入った大きい容器（タライ、バケツ等）及び不透明な

フィルムケースなどに物や液体を入れラベルを貼ったもの（下記

表参照）を準備する。 

2. 各参加者に役割を貼った小さい容器を一つずつ渡す。中は見ず、

ラベルに書いてある言葉も言わないように指示する。 

3. 「川の物語」を朗読しながら、参加者に物語の中で自分の役割（ラ

ベル書いてあるもの）が出てきたら、水の入った大きい容器の中

に中身を入れてもらう。 

4. 物語が終わったら、知っていること、感じたことを共有し、どのよう

にしたら川を汚さずに済むか、きれいにすることができるかなどを

話し合う。 

 

■ 展開・応用・発展例 

・ 地域の川のものがたりを作成するとよいでしょう。 

・ 日本の例（次ページ参照）を実施して、参加者の国や地域の状況

はどうか出し合うという展開もおもしろいです。 

・ 川に限らず、地域の課題にあわせて台本をつくることも可能です。

（例：買い物をし、ゴミが出て、それがどのように巡っていくかなど） 
 

出典：Population Connection 「Who Polluted the Potomac?」 

  
ねらい： 

・ 川の汚染について

学ぶ 

・ 自分たちのできる

ことを考える 

場所：どこでも 

人数： 10人以上 

時間： 30分以上 

対象： 7歳以上 

準備するもの： 

・ きれいな水の入っ

た容器（タライ、バ

ケツなど） 

・ 役割を貼った不透

明で小さい容器（フ

ィルムケースなど） 

 

 

※参加者に振り当てる各役割と、川へ流れ込むもの、用意するフィルムケースの中身 

役割 川へ流れ込むもの ケースの中身の例 

1 木 木の葉 葉っぱ 

2 川岸 土 土 

3 バーベキューをするグループ ゴミ プラスチック、包み紙、プルタブ 

4 釣りをする人 釣り糸 からまった糸 

5 農家 農薬 小麦粉 

6 下水処理場 窒素やリン 砂糖水 

7 コインランドリー 洗剤 洗剤 

8 半導体工場 薬剤 においの強い薬剤 

9 通勤の車 酸性雨 酢 

10 モーターボート 油 植物油 

11 不法投棄された車 油 ゴマ油 

12 庭仕事をしている家族 除草剤、殺虫剤 紅茶 

13 車庫の片付けをしている人 正体不明の液体 ジュース 
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多摩川は 1300 年ほど前の詩歌にも登場す

る古い歴史を持った川です。白い布を川にさら

す風景が詩歌に何度も出てきます。昔の多摩

川はそれくらいきれいでした。 

 

これから皆さんにお話するのは、40 年程前

の多摩川です。皆さんには、この話に登場して

もらいます。この水（バケツの中）が多摩川で

す。手元にある容器に書かれているのが皆さ

んの役割です。容器の中には、役割に関係す

るものが入っているので、自分の役割が話の

中に出てきたら、バケツにその中身を空けてく

ださい。 

 

多摩川の源流は山梨県の笠取山です。ここ

に降った雨は地面にしみ込んだり、また地表に

湧き出したりしながら流れていきます。流れる

途中で同じように湧き出した水を束ねながら沢

となり、川となって流れていきます。 

 

そのような源流部で、よく晴れた日が続いた

あと雨が降り始めました。雨はだんだんに激し

くなり、風も出てきました。強い風が木を揺さぶ

ります。木は、「木の葉」を川に落としました。強

い雨の勢いで川岸も削られていきます。「土」

が川に流れ込みました。 

 

御岳渓谷や青梅のあたりでは、雨がやみ、

日が差し、暖かくなってきたので、川辺にバー

ベキューをするグループが増え始めました。そ

の人たちが川辺に捨てた「ゴミ」は、次の雨で

川に流されてしまいました。 

 

また、川辺で釣りをする人が使っていた「釣

り糸」が、川の中の石にからまって、やがて流

れていきました。 

 

川のものがたり（日本の例） 

川の生き物はどうしていますか？ 

 

川に沿って農家があります。農家は畑に「農

薬」を撒いています。その農薬の一部が雨に洗

われ、川に流れ込みました。 

 

この水は飲みたいですか？ 

 

中流部になると多くの人が町に住んでいま

す。その人たちが使った水は、下水処理場で

処理されて、多摩川へ放流されています。た

だ、処理しきれない「窒素やリン」などは川に入

り、栄養分が過多になって、自然のバランスを

崩しています。 

 

また、町では近くのコインランドリーで洗濯を

する人も多くいます。でも排水の配管が壊れて

いるので、「洗剤」の一部が川に流れ込んでい

ます。 

 

ここで泳ぎたいですか? 

 

さらに半導体工場がいくつもあります。商品

をつくる過程で使われた「薬剤」は、工場内で

処理されて多摩川に放流されます。しかし、そ

の排水はかつて発ガン性物質が問題となりま

したし、現在では環境ホルモンが問題となって

います。環境ホルモンの影響で、メス化したコ

イも現れているようです。 

 

また工場や会社への通勤の車が行列を作っ

ています。車の排気ガスは「酸性雨」を増やし

ます。地面に降った酸性雨は川へと注がれて

いきます。 

 

川の生き物はどうしていますか？ 
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下流では水上バイクやモーターボートを楽し

む人が見られます。モーターボートが川を行っ

たり来たりして、エンジンから落ちた「油」が水

の中に混じりました。 

 

また川辺に不法投棄された車からは、「油」

が少しずつ染み出し、近くの排水溝へ、そして

川へと入っていきました。 

 

下流のある家では、庭仕事をしている家族

がいます。夏になる前に、庭に雑草が生えない

ように「除草剤」を撒き、嫌な虫を寄せ付けない

ように「殺虫剤」を撒きました。ようやく仕事を終

えた時、雨が降り出し、今撒いた薬剤の成分が

川へ流れ込みました。 

 

またある家では、車庫の片付けをしている人

がいます。そこに「正体不明の液体」の入った

古いビンを見つけました。それが何なのか、今

となってはわかりませんが、危険なもののよう

に見えました。そして、誰かが言いました。『道

路の脇のみぞに流しちゃおう！』…正体不明な

液体は川に流れ込んでしまったのです。これが

40年程前の多摩川です。 

 

川の生き物はどうしていますか? 

 

どういう問題が起きますか? 

 

いったい誰が川を汚したと思いますか? 

 

自分の行動の中にも思い当たることが、 

ありませんか? 

 

この汚れた川はきれいになるのでしょうか？ 

 

どうすれば多くの生き物が住める川に、 

人々を健康にする川になるでしょう？ 

 

今日考えたこと、話したことを、もう一度自宅

に帰って考えてみてください。そして水を使うと

きに思い出してください。川を汚しているのは

実は私たちだということを。 

※下線部は、参加者がふりあてられる役割を、かぎ括弧内は、川に流れ込むものを示しています。 
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エコビンゴ 

■ 手順 

1. 白紙に線を縦横に 2本ずつひいて 9マスのエコビンゴカードをつく

る（事前に準備しておいてもよい）。 

2. 環境によい行動のアイディア・提案を各自マスに一つずつ書き 9

コマを埋める。 

3. 参加者は、環境によい行動のアイディアや提案を、順番に一つず

つ発表する。 

4. 発表されたものと同じような内容がエコビンゴカード書かれていた

らマル（○）をつける。○かどうかあいまいな場合は発表者が○か

どうかを決定する。 

5. ビンゴのルールで縦横ななめのいずれかに○がふたつ並んだら

『リーチ！』、3つ並んだら『ビンゴ！』と声をあげる。 

6. 様子を見ながら適当なところで終了し、ビンゴの数が一番多い人

と、一番○の少ない人を表彰する。 

7. ビンゴの一番少ない人に、○のつかなかったアイディアを発表し

てもらう。 

8. 他の人の○のつかなかったアイディアや提案も出し合う。 

9. 感想やこれから自分達ができることなどを話し合う。 

 

■ 展開・応用・発展例 

・ 自分ですでに実践していることや、これから実践したいことにチェ

ックを入れたり、話あったりしてもよいでしょう。 

・ テーマを限定して展開するのもよいでしょう。たとえば、テーマを

「廃棄物」とした場合は「ゴミビンゴ」になります。ゴミを拾いの活動

の後や一週間をふりかえって自分の出したゴミを書いたあとで、

「ゴミビンゴ」を実施してもよいでしょう。 

・ 活動の後、グループで標語やポスターなどを作成したり、「これか

ら取り組みたいこと」を宣言して 1 週間取り組んでみたりするな

ど、さまざまな活動につなげることができます。 

 

出展：千葉県庁ホームページ「環境学習ガイドブック」 

  
ねらい： 

・ 暮らしと環境の関

係を学ぶ 

・ 環境に対して自分

たちのできることを

考える 

場所： どこでも 

人数： 3人以上 

時間： 30分以上 

対象： 7歳以上 

準備するもの： 

・ 厚紙（B5 程度 人

数分） 

・ 筆記具（人数分） 

 

 

 

 



第５章 活動アイディアボックス    ―    ２．体験型アクティビティいろいろ 

 

 143 

 
ゴミを通して考える人間の生活と自然 

■ 手順 

1. 家庭生活の絵（例：お母さんがものがいろいろある台所で料理し

手いる様子など）を見せながら、人間の出すゴミについて出し合

う。 

2. 動物の生活の絵（例：森の中でサルや鳥が木の実を食べ、フンを

している様子など）を見せながら、動物の出すゴミについて出し合

う。 

3. それぞれのゴミはどうなるのか、ゴミのサイクルについて話し合う

（例：動物のゴミは循環している、人間のゴミは循環しないものも

が多い、など）。 

4. ゴミを減らすにはどうすればよいのか、意見を出し合う。 

 

■ 展開・応用・発展例 

・ 人間ができることとして、3R（Reduce、Reuse、Recycle）を考え

る機会にもできます。 

・ 3R 以外にも、Repair（修理して長く使う）・Refuse（不要なものは

買わない・もらわない）・Return（購入先に戻せるものは戻す）・

Recovery（回収する）など、ゴミを減らすためには、様々な視点が

あります。 

 

出展：ボリビアのための環境教育ガイドブック 

  
ねらい： 

・ 自分たちの生活を

ふりかえる。 

・ 人間のとるべき行

動について考え

る。 

場所： どこでも 

人数： 3人以上 

時間： 30分以上 

対象： 7歳以上 

準備するもの： 

・ 家庭生活と動物の

生活の絵 

・ ゴミのサイクルの

図 
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水の浄化 

■ 手順 

1. にごった水を見せながら、「何が含まれているか。」「このまま飲む

とどんな影響があるか。」「この水をきれいにするにはどうしたらよ

いか。」などを話しあう。 

2. グループをつくり、ペットボトルと各種の砂・小石・綿（布でも可）・

キッチンペーパーを渡す。 

3. 参加者は、水が上記のものをどの順番通っていくと一番きれいに

なるかを考え、逆さにしたペットボトルの中に順番に敷いていく。 

4. 比較するために、指導者は上から「キッチンペーパー・綿・小石・

木炭や粗い砂・細かい砂（各層は 5ｃｍ程度の厚さが適当）」の順

に入れたものをつくっておく。 

5. 実際にろ過を始める前に、きれいな水を約 1L 程度注ぎ、不純物

を取る。 

6. 土の混ざった水を、上から少しずつ静かに注ぐ。 

7. 水の浄化具合をみる。 

8. 比較をして、わかったことを共有し、浄化した水を飲むとどうなる

かを話しあう。 

9. 水の浄化に関する情報を提供する 

 

【水の浄化に関する情報例】 

川や湖の水はきれいに見えても、大腸菌などの微生物がいて、その

まま飲むと感染症になる可能性があること、実験で浄化した水は 10

分以上煮沸するなどすれば飲めるようになる、など 

 

出展：ボリビアのための環境教育ガイドブック ほか 

  
ねらい： 

・ 水の衛生について

学ぶ 

・ 身近な材料によっ

て水を浄化できる

ことを知る 

場所： どこでも 

人数： 

・ 道具の数による 

時間： 40分以上 

対象： 7歳以上 

準備するもの： 

・ ペットボトル（底を

切り取り、キャップ

には穴を開けてお

く） 

・ 大きさの違う砂や

小石・木炭、綿な

ど（事前に洗ってき

れいにしておく） 

・ キッチンペーパー 

・ 土のまざった水 
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フィールドビンゴ 

■ 手順 

1. 少人数（3～4人程度）のグループに分ける。 

2. フィールドビンゴカード（例：巣・いいにおい・風・虫・木の芽・鳥の

声・ゴミ・足跡・冷たいもの・美しいもの・不思議なものなど、各カー

ドの項目は一緒でも並べ方は異なるように配列する。）を配り、カ

ードの項目にあるものをグループごとに探す。各グループにつき 1

枚でもよいし、各自 1枚でもよい。 

3. 見つけたらグループのメンバー全員で確認し、合意を得たら、全

員がその項目にマル（○）をつけられる。 

4. タテ、ヨコ、ナナメが並んだら「ビンゴ！」。何本もビンゴをつくる。 

5. 集合の合図の後、発見したものについて話しあい、ビンゴの数を

発表する。 
 

■ 展開・応用・発展例 

・ 活動のテーマにあわせて、項目を選ぶとよいでしょう。たとえば、

ゴミをテーマにしたければ、項目の中にいくつかゴミ関係の項目を

入れておけば、まとめの時に話しができます。 

・ 見るものが中心になりがちですが、「きく」「さわる」「かぐ」などの多

様な感覚をつかう項目を入れるとよいでしょう。 
 

■ 留意点 

・ 勝敗を強調すると、探すことよりも、早く見つけるところに

焦点がいってしまいます。まとめのときは、ビンゴの数の

比較はさらっと行い、見つけたものについての話し合いに

焦点をあてるのがよいでしょう。 

・ 少ししかビンゴができなかった人にも、

見つけたことが喜びになるようなまと

めをしてください。 
 
出典：小学校の授業に生きるネイチャー

ゲームスタート編 

 

  
ねらい： 

・ 様々な感覚をとぎ

すます 

・ 観察力を高める 

場所： 野外 

人数： 3人以上 

時間： 15分以上 

対象： 5歳以上 

準備するもの： 

・ フィールドビンゴカ

ード（人数分） 

・ 筆記具（人数分） 

・ 集合の合図の道

具 △ 

 

 

 

176 
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ボディマッピング 

■ 手順 

1. 人に寝転んでもらい、輪郭をなぞって、正面と背面の２つの人の

からだのかたちをつくる（紙、ロープ、土の上を棒でなぞる、な

ど）。 

2. 参加者に目印（石ころ・付箋など）を特定数量（通常手の指の数と

同じ 10が数えやすい）持ってもらう。 

3. テーマを出し（例：自分が最も気になる体の部分、など）、各自該

当するところに目印を置く。10 コ全部を同じ部位においてもよい

し、肩に5コ、膝に 3コ、眼に2コというように分けて置いてもよい） 

4. 人型以外に、「心」「何もない」「その他」の欄を作っておいてもよ

い。 

5. 目印の置かれた様子を見ながら、気づいたこと、感じたことをわか

ちあう。 

 

■ 展開・応用・発展例 

・ 共有したいテーマに合わせて、人型を学校の見取り図、地域の見

取り図にかえて実施するのもよいでしょう。 

発案：平山 恵 

  
ねらい： 

・ 自分自身の問題

や課題を表現しや

すい場づくり 

・ 地域の個性や課

題などを共有する

きっかけづくり 

場所： 

・ 平坦で少し動き回

れる場所 

人数： 3人以上 

時間： 5分以上 

対象： 7歳以上 

準備するもの： 

・ 目印（小さな石な

ど、参加者×10 程

度） 

・ 人型を描 く道具

（人が入るぐらいの

大きな紙とマジッ

ク、ロープ10ｍ×2

本、土に線を引く

ための棒など） 
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フォトランゲージ 

■ 手順 

1. 題材となる写真を参加者に配り、課題を出す（例：どこの国か、ど

ういう状況か、何をしている人か、疑問点をできるだけたくさん書

き出す、キャプションをつけるなど）。 

2. なぜそう思ったのかを共有する。 

3. 気づいたこと、感じたことを出し合い、ものごとの捉え方、固定観

念などについて話し合う。 
 

■ 展開・応用・発展例 

・ 数枚の写真をテーマにあわせて順位づけするランキングの手法も

効果的です（例：住んでみたいところ順、生活の豊かさ順、ゴミの

危険度順など） 

・ 写真の一部を隠し、そこに何が写っているのか想像すると、意外

性のある写真の場合、さまざまな気づきが生まれます（例:腰から

下が隠れた男女の写真－実は男性の方がスカートをはいている、

美しい海の写真－実は岸はゴミでいっぱいなど） 

・ 同じ場所の異なった時代の写真を並べ、時間の経過の中で何が

起きたのかを想像することもできます。 

・ 身近な「もの」を題材にして、それがどこでどのようにつくられ、どこ

にいくのかという「ものの一生」を考えることもできます。 

・ 写真のかわりに生活用品など具体的な「もの」を使って「ものラン

ゲージ」にすることもできます。実際に手にとりながら、どんな時に

どのように使うものなのかを想像したり、その道具の長所や短所

について話あったりすることで、その土地の文化への理解を深め

ることができます。 
 

■ 留意点 

・ 参加者一人一人がじっくり写真を観察することのできる時間を十

分とることが大切です。 

・ 正解がある題材（例：どこの国か）の場合も、その正解を知ること

が目的ではなく、正解とは異なった考えをもったときに、その原因

になった先入観や情報の偏りに気づいてもらうことがポイントで

す。 

・ 参加者が想像力を十分に働かせ、のびのびと自由に考え、発言

できる雰囲気づくりを心がけてください。 
 

出典：参加型学習で世界を感じる 

  
ねらい： 

・ 共感的な理解や想

像力を高める 

・ ものごとの多様な

とらえ方に気づく 

・ 固定観念に気づく 

・ メディアに対して批

判的な見方ができ

るようになる 

場所： どこでも 

人数： 3人以上 

時間： 15分以上 

対象： 10歳以上 

準備するもの： 

・ 写真など 
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日課表 

■ 手順 

1. 活動の目的を話し、なるべく同じような環境にある人で少人数の

グループをつくる 

2. 一般的な 1日について、朝起きてから寝るまでの仕事や活動をあ

げてもらう。 

3. 参加者のひとりにそれらの活動を記述してもらう。文字がかけな

い場合は絵やシンボルでかいてもらう。 

4. 参加者にそれらの活動時間をかいてもらう。 

5. 完成した日課表について質問をしながら、不明なところを明らかに

する 

6. 完成した日課表を見ながら、自由時間・仕事量・活動との関連な

どについて話し合う。出てきたポイントは、かき留めておく。 

7. 完成した日課表を紙に記録する。 

 

■ 展開・応用・発展例 

・ 完成した日課表や話し合った内容が、実際にどうなっているかを

客観的に確かめると、現地の人々の生活への理解が深まります。 

 

■ 留意点 

・ 日課表は紙にかくよりも地面にかく方が有効です。柔軟性があり、

多くの人が参加できるスペースが取れ、参加者の積極的な参加が

見込まれます。紙にかいた場合は、なかなか修正したがらないと

いう傾向があります。 

 

出典：参加型開発による地域づくりの方法 

－PRA実践ハンドブック 

  
ねらい： 

・ 個人、グループ、コ

ミュニティの日常を

明確化する 

場所： 

・ ゆったりと人が集

まれ、床を使える

場所 

人数： 3人以上 

時間： 60分以上 

対象： 7歳以上 

準備するもの： 

・ 地面にかくための

道具（木切れ、チョ

ーク、石、砂など） 
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社会マップ 

■ 手順 

1. 活動の目的（ねらい）を話す。 

2. 参加者に住んでいる地域の特徴的な地形や目印（例：道路・森・

広場・集会所・住居など）を自由に描いてもらう。 

3. 外部者（指導者）は、住民による地図作成過程を注意深く観察す

る。 

4. 作成過程または完成後に、住民に説明してもらう。 

5. 記録を持ち帰って、見やすいように大判の模造紙などに整理す

る。 

6. 整理された地図を地域に持ち帰り、住民とともに再度チェックす

る。このチェックの過程で、新たな情報を書き込むこともある。 

 

■ 展開・応用・発展例 

・ 話し合いのプロセスを注意深く観察し、どんなやりとりがされてい

るか、誰が活発にかかわっているか、その人たちが社会のどの集

団に属しているか、誰が仲間はずれになっているかということ意識

してみていくと、地域の理解に役立ちます。 

・ モニタリングや評価の手段として活用することもできます。 

 

■ 留意点 

・ 紙よりも地面、文字よりも絵やシンボルを使うと、非識字者などよ

り多くの人の参加が期待できます。 

・ せかしたり、口出ししたりはせず、参加者を信頼し参加者が主体

的にかかわることを見守りましょう。 

・ 参加型開発の手法である PRA（Participatory Reflection and 

Action）の代表的な活動です。下記書籍などで、ベースになる考え

方や事例などを確認の上、実践することをお勧めします。 

 

出典：参加型開発による地域づくりの方法－PRA 実践ハンドブック、

入門社会開発 

  
ねらい： 

・ 地域社会の理解を

深める 

・ 地域社会に関する

話し合いの場を提

供する 

場所：  

・ ゆったりと人が集

まれ、床を使える

場所 

人数： 3人以上 

時間： 60分以上 

対象： 7歳以上 

準備するもの： 

・ 地面にかくための

道具（木切れ、チョ

ーク、石、砂など） 

・ できあがった地図

を書き写す紙やペ

ン 

・ 模造紙 
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マイクロティーチング 

■ 手順 

1. 伝えたいテーマ、参加者の気づきを促したい内容を 5項目（導入・

目的・内容・確認・まとめ）に分ける。 

2. それぞれの項目を整理して、全体を 5～15分でまとめて話す。 

【話の例】 

① Introduction： 『みなさんはトイレで紙を何回巻きますか？これら

の紙は溶けると思いますか？ …実は溶けません。』 

② Objective： 『今日は、皆さんが日々捨てるごみが自然界にどれ

だけ沢山の期間残ってしまうかを理解し、ゴミを減らすことの大切

さ（Reduce）を理解して帰ってもらいたいと考えています。』 

③ Main Explanation： 『このチャートは皆さんの身の回りで出るゴミ

がどれくらいで地球の土に還るかを現したものです。例えば生ゴミ

は 3～6週間で、アルミ缶は 10～100年…、これだけの時間が土

に還るために必要です。』 

④ Assessment： 『さて冒頭でトイレの紙が溶けないと言いましたが

本当でしょうか？ 実際水にトイレットペーパーを入れて混ぜてみ

ましょう（コップの水にトイレットペーパーを入れかき混ぜてみる）。

トイレットペーパーは細かくなりますが溶けない事が分かります

ね。』 

⑤ Summary： 『水の中ではトイレットペーパーは溶けないですし、

土に対してもほとんどのゴミは還るのに膨大な時間がかかりま

す。皆さんが明日からトイレの紙の巻き数を一回減らすことでゴミ

の少ない社会に近づくかもしれません。』 

 

■ 展開・応用・発展例 

・ 特に座学に慣れていない人たちへの教育に有効

で、アクティビティというより、短い時間に伝えたいこ

とがある場合意識してこの流れを活用すると効果的

にメッセージを届けられます。 

 

■ 留意点 

・ 参加者の理解度の確認が抜けがちです。わかりや

すく確認できるように工夫してください。 

発案：平山 恵 

  
ねらい： 

・ 短い時間で大切な

ことを伝える 

場所： どこでも 

人数： 3人以上 

時間： 5分以上 

対象： 7歳以上 

準備するもの： 

・ 説明の補足に必要

なもの（写真・絵・

図など、今回の例

ではコップ・水・トイ

レットペーパー・ゴ

ミが土に還る速度

を表したチャートな

ど）△ 
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■ 付録資料 1 環境教育の指導原則（UNESCO-UNEP 1978） 

 
（1）  環境を総体として考察すべきである。すなわち自然、および人工環境、技術的および社会

的環境（経済的、政治的、技術的、文化－歴史的、道徳的、美的環境）などを総体としてと

らえることである。 

 

（2）  就学前教育に始まり、すべての段階の学校教育、学校外での教育を通じ、生涯にわたっ

て継続的に行われるべきである。 

 

（3）  そのアプローチにおいて学際的であるべきである。それは全体的でバランスのとれた将来

展望を導き得るよう、各学問分野から特定の内容を取り出したものである。 

 

（4）  生徒に地理的に異なる他地域の環境の状態に対する洞察を与えるため、地方・国・地域・

国際レベルで主要な環境問題を取り扱うべきである。 

 

（5）  歴史的展望を考慮しつつ、現在の環境の状態と潜在的なそれに焦点を当てるべきであ

る。 

 

（6）  環境問題の解決と未然防止における地方、国そして国際レベルの協力の価値と必要性を

促進すべきである。 

 

（7）  開発や発展に関する計画に対し、環境の面からはっきりと考察を加えるべきである。 

 

（8）  学習者自らが学習経験のプランニングに参画できるようにすべきであり、彼らに意思決定

の機会とその結果を受容する機会とを与えるべきである。 

 

（9）  環境に関する感受性、知識、問題解決技能、価値の明確化を年齢に対応させるべきであ

るが、低年齢層に対しては、学習者自身の地域社会に対応した環境に関する感受性を特

に強調すべきである。 

 

（10） 学習者を支援して環境問題の現状や原因を見出させるべきである。 

 

（11） 環境問題の複雑さを強調すべきであり、それゆえ批判的思考と問題解決技能を発達させ

る必要があることを強調すべきである。 

 

（12） 実際の活動や直接経験を強調しつつ、環境についての、そして環境からの学習のため

に、多様な学習環境や整理された教育的アプローチを活用すべきである。 
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■ 付録資料 2 ESDの 10の視点（佐藤ら 2008） 

 

（1） 相互関連性の認識 

相互関係性・相互依存性、事象間の関連性の認識（つながり）、主体間の関連性の認識（かか

わり） 

（2） 活動の文脈化 

地域的な文脈化（精神性・文化・歴史・生命地域）（ふかまり）、世界的な文脈化（グローバリゼ

ーション、市場経済）（ひろがり） 

（3） 持続可能性の原則と概念の構築 

持続可能性（生態学的持続可能性、社会的公正、文化的・精神的持続可能性）への配慮、進

展していく「持続可能性」の概念に対応、協同的・価値創造的学習 

（4） 環境倫理と多様な価値観の尊重 

自分自身の価値観、社会の価値観、世界中のさまざまな人々が有する価値観を理解、自分自

身の価値観を認識する技能、個人の価値観を持続可能性という文脈のなかで評価する技能、地

域に根差し、文化的に適切な価値観の創造 

（5） 多様な学習手法・高度な思考技能の活用と学び 

システム思考、未来志向型思考、批判的思考、課題解決能力、参加型・対話型学習と教授に

よる協同的で価値創造型の「知の獲得・連結」、時間軸や相互関連性の認識、理論と実践の反復

（アクション・リサーチや参加型評価） 

（6） 多様な教育領域での実践とかかわり 

フォーマル教育（ＦＥ）、ノンフォーマル教育（ＮＦＥ）、インフォーマル教育（ＩＦＥ） 

（7） 協同アプローチと能力開発 

効果的コミュニケーションと協同アプローチ、リーダーシップとコーディネーション、個人能力の

みならず、組織能力と市民能力の開発 

（8） 社会における学びの仕組みと生涯学習体系の構築 

基本的人権としての「学習へのアクセス」、学習理念： ①知ることを学ぶ（learning to know）、

②為すことを学ぶ（learning to do）、③共に生きることを学ぶ（learning to live together）、④人間

として生きることを学ぶ（learning to be）、変容をすることを学ぶ（learning to transform）、個人と

社会が変容するための学習を意識化 

（9） 国際的教育イニシアティブとの連関 

「持続可能な開発と教育」と「基礎教育の質の向上とアクセスの改善」、質の高い基礎教育

（Quality Basic Education）、ミレニアム開発目標（MDGs）のプロセス、国連識字の 10 年

（UNLD）の運動、万人のための教育（EFA） 

（10）現実的な社会転換 

変容を促す教育（Transformative Education） 
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おわりに 

 

今日、環境教育分野で JICA ボランティアとして派遣される半数以上が、廃棄物問題に

かかわる活動に取り組んでいます。ボランティアの報告書からは、ゴミだらけの町や劣悪

な衛生状態に驚きながらも、日本とは異なる文化・言語・社会環境の中で必死に活動を模

索している姿が浮かびあがります。多くのボランティアがさまざまな課題に直面する一方

で、現地のニーズに応じるために創意工夫を凝らした活動の成功事例や教材も多く集ま

ってきています。 

 

本書は、そのようなボランティアの努力の成果と環境分野の学問的及び技術的な知見

を併せて、生活系環境問題の改善に向けてのボランティア活動を支援するために作成さ

れました。環境教育隊員だけでなく、それ以外の職種で開発途上国の環境問題に取り組

む隊員にも、本書が広く活用されることを願っています。さまざまな環境課題の解決に向

けた隊員のチャレンジを心から応援しています。 

 

本書の制作にあたり度重なる議論に関わっていただいた技術専門委員の方々、コラム

の執筆やイラストの提供にご協力いただいた関係者の方々、そしてさまざまな情報やご意

見をいただいた帰国隊員の方々に心より感謝申し上げます。 

 

環境教育 ボランティア技術顧問 

三好直子
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